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　　　はじめに




　初めまして。この本の著者、矢野俊策やの・しゆんさくと申します。この本を手にとっていただき、ありがとうございます。

　もし、私が書いた他の本をお読みいただいている方であれば別の挨拶を。お久しぶりです。この本を手にとっていただき、ありがとうございます。




　この本はＴＲＰＧ、『ダブルクロス The 2nd Edition（以下ＤＸ２）』のリプレイとなります。

　ここでは、ＴＲＰＧ、『ＤＸ２』、リプレイなどに初めて触れる方向けの解説をさせていただこうと思います。




　まず、ＴＲＰＧとは〝テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム〟の略であり、トランプや麻雀などといったテーブルゲームの一種です。

　ＲＰＧという名前こそ持ちますが、ＴＲＰＧはいわゆるコンピューターゲームとは違い、テレビや他の電子的な機材を必要としません。筆記用具とダイス（サイコロのことです）、そしてルールブックと遊ぶ仲間があれば、ＴＲＰＧは誰でもプレイできます。

　このＴＲＰＧというゲームは、参加者が各自ひとりのキャラクターを作り、進行役であるＧＭ（ゲームマスター）の管理の下、その世界を冒険する遊びです。

　このゲーム最大の特徴は会話によって進行すること。進行役の参加者と、それ以外の参加者との会話によって、キャラクターの行動が決定し、ストーリーが変化していきます。




　リプレイとは、そのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形に書き起こしたものです。




　そして、『ＤＸ２』はＴＲＰＧの一作品。

　舞台は現代にごくごく近い近未来。世界は見た目こそ変わりなく見えるものの、その裏ではオーヴァードという超常能力を使う者たちが跋ばつ扈こしています。

　オーヴァードはレネゲイドと呼ばれる謎のウィルスによって超常能力を得てしまった人間たち。参加者は皆オーヴァードとなり、一般の人々が知らない世界の裏側で戦いを繰り広げることとなります。




　それでは、ここで『ＤＸ２』リプレイに登場する特徴的な用語を少し解説しておきます。




セッション：一回のゲームプレイのこと。参加者が集まり、解散するまでを指す。

ＧＭ：ゲームマスターの略。プレイの進行役を担い、そのセッションのシナリオを用意する役目の参加者。

プレイヤー：ＧＭ以外の参加者のこと。各自ひとりのキャラクターを作り、それを操ることでゲームに参加する。

ＰＣ：プレイヤーキャラクターの略。プレイヤーが作ったキャラクターのこと。さまざまな能力値や技能、特殊能力などが設定されている。

ＮＰＣ：ノンプレイヤーキャラクターの略。ＰＣ以外のキャラクターのこと。

ダイス：サイコロのこと。『ＤＸ２』は十面体のダイスを複数使用する。

レネゲイド：謎のウィルス。これに侵蝕されると、さまざまな超常能力を使用できるようになる。

オーヴァード：『ＤＸ２』において、レネゲイドに侵しん蝕しよくされたキャラクターのこと。その情報は世界的に隠いん匿とくされている。

ジャーム：レネゲイドによって理性を無くしたオーヴァードのこと。




　それでは、解説はこの辺にしてそろそろ本編の方に移りましょう。

　あなたの知らない世界の真実が待っています。
















　　　PREPLAY




　昨日と同じ今日。

　今日と同じ明日。

　世界は繰くり返かえし時を刻み、変わらないように見えた。

　だが、世界はすでに変へん貌ぼうしていた───。




「ダブルクロスの新しいリプレイシリーズを立ち上げよう！」




　二〇〇六年秋。とある会議での発言を契けい機きに、私、矢野俊策は「新しいリプレイシリーズ」について考えを巡めぐらせていた。

　シリーズというからにはひとつテーマを用意したい。私はそこから考えはじめた。なぜならば芯になるものが決まっている方が話も盛り上がるし、シナリオも作りやすいからだ。

　欲を言えば、そのテーマはダブルクロスの世界をあまり知らなくても十分に楽しめるものがいいのだが。




　……と頭をひねっていると、ひとつのアイデアを思いついた。




　───ＰＣがシナリオの途と中ちゆうでオーヴァードとして覚かく醒せいするのはどうだろう。




　通常、『ＤＸ２』のＰＣはキャラクター作成時からレネゲイドやオーヴァードといった〝ダブルクロス的世界〟のことはすべて知っている。だが、今回はそれを外すことによって、一般人が非日常の世界にどう染まっていくか、その中でどうアイデンティティを確立していくか（つまりどう成長するか）を描くのだ。

　これは『ＤＸ２』を含む〝現代異能もの〟の王道のひとつでもある。




　これならば、『ＤＸ２』に慣れた人でも、そうでない人でも楽しめるものになるだろう。

　だが、このアイデアを実現するには絶対の条件がある。それはプレイヤーの協力だ。

　しばらく考えた末に、私は電話の受話器を取った。ダブルクロスのメインイラストレーター、しのとうこさんに連れん絡らくするのだ。




「……というわけで、ダブルクロスの新しいリプレイを開始することになりました」

「おー。おめでとうございます」

「ありがとうございます。……それで、しのさんにひとつ聞きたいことがありまして」

「はい、なんでしょう？」

「シナリオ中で超常の力に目覚めるＰＣってプレイしたことありますか？」

「えーと、最初は普ふ通つうの人間で、シナリオの途中でオーヴァードになるＰＣですか？」

「そうですそうです。……で、どうですか？」

「私自身はそういうＰＣをプレイしたことは無いですが、そういう仕し掛かけのセッションに参加したことはありますよ。楽しいですよねー、ああいうの」

「おお、やっぱりありましたか。……というわけで、しのさんリプレイに出ませんか？」

「…………え？」

「新シリーズは、そういったキャラクターを中心としたリプレイにしようと思っているんですよ。ただ、普通に『ＤＸ２』のキャラクターを作るのと、少し違った手順が必要になるじゃないですか」

「確かにそうですね」

「なので、似たようなアイデアの含まれたセッションに参加したことのある人に参加してほしいんです。……というわけでどうでしょう？」

「…………ま、まあそういうことなら」




　と、こんな会話があって、新シリーズ、『アライブ』は始動した。

　オーヴァードに覚かく醒せいする───生まれ変わるＰＣを主人公としたシリーズだ。





＊　　　＊　　　＊






　そして時間はあっという間に過ぎ、セッション収録当日。

　ゲーム製作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室には私を含ふくめた四人の姿があった。




矢野（以下：ＧＭ）：では、これからダブルクロスのリプレイ新シリーズ、『アライブ』第一話の収録を始めまーす！

一同：よろしくおねがいしまーす。




　それではまずプレイヤーの皆みなを紹しよう介かいしよう。




▼しのとうこ（以下：しの）

『ダブルクロス』シリーズのメインイラストレーター。この人のイラスト抜ぬきにダブルクロスは語れない。ダブルクロスに限らず、さまざまなゲームを忙いそがしい中で遊び続けており、その知識と経験が他のプレイヤーを助けることもしばしばだ。

　先ほどの会話の通り、今回はシナリオの途中でオーヴァードとして覚醒するキャラクターを担当する。




▼安達洋介あだち・ようすけ（以下：安達）

『アリアンロッド』のモンスターイラスト、『ゲーマーズ・フィールド』誌掲けい載さいの「くいっくすたーと！」などで活かつ躍やく中のイラストレーター。

　とにかく楽しそうにゲームをプレイすることを得意とする。彼かれがいるだけでその卓たくの面白さが二倍にも三倍にもなるという、非常に便利な男でもある。




▼伊藤和幸いとう・かずゆき（以下：伊藤）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．のライターのひとり。私にとっては後こう輩はいにあたるライターである。主にデータ、シナリオの作業を担当しているが、最近は『リーチ・フォー・ザ・スターズ』（エンターブレイン刊）などでリプレイの執しつ筆ぴつもしており、マルチに活躍している男である。

〝渋しぶいキャラクター〟を心から愛する男。本人も、低く落ち着いた声で喋しやべる、まったくもってハードボイルドな男である。




ＧＭ：というわけで、今回はこの三人でお送りします。

安達：三人……プレイヤーが少ないですね。

ＧＭ：特殊な設定をＰＣにくっつけようと思っているから、ちょっと少なめにしました。その方がキャラクターのやりとりが密になるから、ひとりひとりの設定が重くても、セッションの進行がしやすいでしょ？

伊藤：特殊な設定ですか？

ＧＭ：そうそう。ＰＣのひとりが、シナリオの最中にオーヴァードに目覚めるっていう設定。……しのさんにはそういうキャラクターをやってもらう了りよう承しようをとってるんだ。

しの：アイアム一いつ般ぱん人でございます（笑）。




　すごい紹介である。




安達：あ、アイアム……（笑）。

ＧＭ：まあ、そういうことだ（笑）。具体的にはハンドアウトを見てもらえればわかるから。




『ＤＸ２』では、実際のシナリオを開始する前にハンドアウトと呼ばれる紙片をくばる。

　ハンドアウトとは、そのシナリオに参加するための設定をＧＭが書いたものだ。プレイヤーはこれを下地に自分のキャラクターを作っていくことになる。




ＧＭ：ということで、今回のハンドアウトはこんな感じです。




▼ＰＣ①：しのとうこ用ハンドアウト

　ロイス：渡瀬泉わたせ・いずみ　　　感情　ポジティブ：友情／ネガティブ：不安

　カヴァー／ワークス：高校生／指定無し　　　Ｄロイス：賢けん者じやの石

　キミは私立瀬せ戸と川がわ学園に通う普通の高校生だ。全ぜん寮りよう制せいのこの学校はいろいろと不便なこともあるが、キミはルームメイトの渡瀬泉と共に楽しく学校生活を過ごしていた。

　だが、その生活に突とつ如じよとして亀き裂れつが入る。

　あの日、あの時、買い物帰りの路地裏で、キミは化け物と遭そう遇ぐうした。

　そして───。




伊藤：なるほど、これが途中で覚醒するＰＣですね。

ＧＭ：そうそう。しのさんの担当です。オーヴァードのことも、レネゲイドウィルスのことも、何にも知らない一般人だと思ってください。

しの：はい、了りよう解かいです。

安達：Ｄロイスに〝賢者の石〟ってあるけど……？




　Ｄロイスとは、キャラクターにさらに特殊な設定をつけるルールのこと。右の〝賢者の石〟を代表としてさまざまなＤロイスが設定されている。

〝賢者の石〟はレネゲイドクリスタルとも呼ばれる結けつ晶しよう体。オーヴァードの力を増ぞう幅ふくすると言われるが、その大半が謎なぞに包まれたクリスタルである。このＤロイスを持つモノは、この結晶体を入手しているという設定となる。




安達：つまり、シナリオの最中に〝賢者の石〟を手に入れて、オーヴァードになるってこと？

ＧＭ：まあ、だいたいはそんなもんだ。詳細はシナリオが始まってから演出するけどね。ふふふふふふ……。

しの：ＧＭが変な笑いを浮うかべている……（笑）。




▼ＰＣ②：伊藤和幸用ハンドアウト

　ロイス：〝ツインエッジ〟　　　感情　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：隔かく意い

　カヴァー／ワークス：指定無し／ＵＧＮ支部長　　　Ｄロイス：指定無し

　キミはこの鳴島市のＵＧＮ支部を預かる支部長だ。……とは言っても、このＵＧＮ支部はキミを含ふくめてふたりしか構成人員のいない超ちよう弱小支部だが。

　そんなキミは、パトロールの最中にオーヴァードが戦せん闘とうした痕こん跡せきを発見する。

　ＵＧＮ本部は、これをコードネーム〝ツインエッジ〟なるジャームによるものと判断。キミに追つい跡せきと処理を命じた。




ＧＭ：これが伊藤くん用のハンドアウト。ＵＧＮの支部長だ。




『ＤＸ２』において、ＰＣの手助けをしてくれるのがこのＵＧＮ───ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワークという組織だ。

　ＵＧＮはオーヴァードの互ご助じよ組織であり、表おもて沙ざ汰たにできないレネゲイド関連の事件を日々解決したり、新たにオーヴァードになった人のフォローなどをしている。もちろん、レネゲイドと同じようにＵＧＮの情報も一般人には隠いん匿とくされている。

　そしてこのＵＧＮは世界中に支部があり、支部長はその担当地域における最高責任者だ。




伊藤：……って、弱小支部の支部長ですか！（笑）

ＧＭ：うむ、なんとふたりだけの支部だ。……なんとなく渋いキャラ好きの伊藤くんにはこういう苦境の方が似合うと思ったのだ（笑）。

伊藤：ま、まあいいです。嫌きらいなわけじゃないですし。

安達：そうそう。そういうところでがんばってこそハードボイルドですよ！

ＧＭ：ああ、ちなみにこのＰＣの自宅がそのまんま支部になるから。

安達：自宅兼けん支部！（笑）

しの：新しい……気がする（笑）。

ＧＭ：とりあえずどんな家にするか考えておいてね。

伊藤：……悩なやむなあ、それ（笑）。

しの：ところで、この鳴島市というのは……？

安達：前にちょっと聞いたことがあるような。

ＧＭ：いろいろ設定はあるんだけど、鳴島市については後で説明しよう。まずはハンドアウトを全部説明してからということで。




▼ＰＣ③：安達洋介用ハンドアウト

　ロイス：〝銀目の鴉からす〟　　　感情　ポジティブ：憧どう憬けい／ネガティブ：隔意

　カヴァー／ワークス：高校生／指定無し　　　Ｄロイス：指定無し

　キミにはひとりの恩人がいる。

　数年前、キミがレネゲイド事件に巻まき込こまれた時に、命を救ってくれた黒衣の人物。

　その後ＵＧＮに入り、その人物が〝銀目の鴉〟と呼ばれ、ＵＧＮからも注目されているオーヴァードであることを聞いた。

　そして現在。キミは再びその名を目にする。自分の担当するジャーム事件の被ひ害がい者しやの名前として。




ＧＭ：最後に、安達くん用のハンドアウト。鳴島市支部所属のオーヴァードになります。

安達：〝銀目の鴉〟って……、どういうキャラなんですか？

ＧＭ：どこの組織にも属さないオーヴァード。黒髪、黒コートで、人種も本名もわからない謎の男だが、すさまじいまでの戦闘能力を持つ。目の色が銀色なので、こういうコードネームで呼ばれる。

しの：……強いんですか。

ＧＭ：うん、ＵＧＮエージェントが束になってもかなわないほどの戦闘能力を持っている。で、世界中を放ほう浪ろうしているらしく、各地で目撃情報がある。

伊藤：放浪かー。なんのためにそんなことをしてるんだろう？

ＧＭ：それが謎のままなんだ。だから、ＵＧＮも警けい戒かいしているわけだね。これだけの戦闘能力を持っているのにもかかわらず、目的が読めないから。

しの：なるほどー。

ＧＭ：さらに言えば、鴉は〝賢者の石〟を持ってる。〝賢者の石〟はまだほとんど見つかっていない貴重なもので、フリーランスのオーヴァードがそれを持っているということは非常に珍めずらしいんだ。

伊藤：そりゃ、いやが上にも注目しますね。

ＧＭ：目的もわからないから、警戒するくらいしかできないしね。

安達：えーと、何年前にこの鴉と会ったかは適当に決めていいんですか？

ＧＭ：うん、そこはお任せするよ。あと、しのさんのＰＣと同じ学校に通うことになるので、そこら辺はよろしく。

安達：わかりました。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：さて、ハンドアウトをすべて説明したところで、さっきの鳴島市の話ですが。

安達：あ、はい。

ＧＭ：実はここにＭＡＰがあります（地図を広げる）。

[image: ]

一同：おおー。

しの：あ、これってもしかして……。

ＧＭ：そうです。前のシリーズで使ったＭＡＰです。

しの：やっぱり！




　実は、この鳴島市という街は以前に『ダブルクロス・リプレイ・オリジン　残ざん酷こくな人形』というリプレイで使用した舞台なのだ。全ぜん寮りよう制せいの学校があるなど、色々と都合がいいために再登場させた次第である。

　なお前リプレイを知らなくても、読む分にはまったく問題ないのでご安心いただきたい。




ＧＭ：地図を見てもらえればわかるとおり、この鳴島市は埋め立て地の上に立てられた比較的新しい街だ。北側が住宅街、南側がオフィスやアミューズメントパークなどが並ぶエリアになっている。

安達：新しい街ってことは、建物もみんなきれいなのかな？

ＧＭ：そうだね。古い建築物はあまり多くないよ。住民も若い人が多いし。

しの：いわゆるウォーターフロントなんですね。

ＧＭ：うん。イメージはまさにそう。

安達：学校である瀬戸川学園は？

ＧＭ：さっきもちょっと言ったとおり、全寮制の学校。鳴島市の北西側にある、かなり広い学校だ。

伊藤：あ、広いんだ。

ＧＭ：私立の進学校だよ。中高一貫校で、文武両道、勉学にも運動にもかなり力を入れている学校だ。

しの：そっか。中学から通っていることにしてもいいのか。

ＧＭ：そうです。ちなみに寮は学校の敷地内にあって、設備はかなりいい。さすがに個室じゃなくてふたり一部屋だけど、寮ごとに使えるキッチンがあったりするし。

安達：へえ～、よさそうなところだなあ。

ＧＭ：学校自体も、通信環境とか校庭とか設備はそろってるよ。食堂の味も並以上。

しの：おお、それはいい！





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、それぞれのハンドアウトをふまえてキャラクターを作ってください。

一同：はーい。

ＧＭ：ちなみに、しのさんと安達くんのキャラクターは寮に入ることになります。

しの：あ、そっか。

安達：ところでしのさんのハンドアウトに書いてある、渡瀬泉というキャラクターは女の子ですか？

ＧＭ：男女どちらも想定しているよ。ＰＣ①のルームメイトだから、しのさんのキャラクターに合わせて性別を変える予定。……そのために男でも女でも通るような名前にしたんだ（笑）。

しの：おお、わざわざ。

伊藤：ＧＭは大変ですねえ（笑）。

ＧＭ：何を言う。これが楽しいんじゃないか（笑）。

しの：では、とりあえず私のキャラは───。




　ハンドアウトを受け取り、それを考慮しながら実際に自分たちのキャラクターを作り始める三人のプレイヤー。




『ＤＸ２』のキャラクター作成は、〝シンドローム〟を決定することから始まる。

　シンドロームとは、そのキャラクターが持つオーヴァードとしての超常能力の系統を表わすものだ。獣けものに変異する、炎ほのおや氷を扱あつかう、幻げん覚かくを見せるなど、十二の系統の中からふたつを選せん択たくする。

　この時に違う二種類を選択すれば、炎ほのおの力を持つ獣というように複合した能力を使うこともできるし、ひとつだけを選択して、その能力に特化したキャラクターを作ることもできる。




しの：どんなキャラにしようかな……。

伊藤：三人だからある程度バランスを考えたいですねー。

安達：あ、俺防御系のキャラクターやります。役割分担がしっかりしてた方が戦闘が楽そう。

しの：じゃあ私は接近戦型に……。




　相談をしながら自分のキャラクターを煮詰めていくプレイヤーたち。

　そして三十分後、今回のリプレイに登場する三人のキャラクターたちが完成した。




ＧＭ：全員キャラクターはできましたね？　では、各自キャラクターの紹介をお願いします。

一同：はーい。

[image: ]
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▼ＰＣ①：七村紫帆ななむら・しほ　～しのとうこ

しの：えーと、名前は七村紫帆。十六歳さいの女の子で……まだ人間である（笑）。

伊藤：吾わが輩はいは人間である（笑）。

安達：コードネームはまだ無い（笑）。

しの（以下：紫帆）：いや、それはいいんですよ（笑）。……じゃあ改めて。高校一年生です。この学校、瀬戸川学園で何でも屋をやっています。

安達：え？　何でも屋って……なに？

紫帆：ほら、授業のノート貸し出したりとか、学食の場所取りとか、買い物の代行とか。寮りよう生せい活かつで不便なところをわたしが解決。……お役に立ちますよ！

伊藤：ああ、便利屋みたいなもんか。寮に住んでるから、そういうのも有りか。

紫帆：ちょっと生活力がある感じにしたかったんです。ライフパスを振ふったら、親は資産家らしいけど、幼少期に死別しちゃったんで。




『ＤＸ２』ではキャラクター作成時にライフパスという項こう目もくを設定する。これは、そのキャラクターが今まで経験してきた人生を、いくつかの表によって決めるというものだ。




ＧＭ：なるほど……。じゃあせっかくなんでルームメイトの渡瀬泉も一いつ緒しよにその何でも屋をやっていることにしましょうか。

紫帆：あ、じゃあそれで。わたしは行動するのはともかく、とりまとめるのは苦手なんで、泉にその辺をやってもらおう。

ＧＭ：了解了解。ちなみに泉はよく喋しやべって、よく笑って、よくやんちゃもするショートカットの女の子。校則も結構頻ひん繁ぱんに破る（笑）。

紫帆：わかりました（笑）。相性はよさそうかな……。

ＧＭ：ちなみ紫帆のシンドロームは？　能力が使えるようになるのはまだ先だけど（笑）。

紫帆：エンジェルハィロゥ／キュマイラです。光の剣つるぎを作って戦うスタイルですよ。

安達：おお、かっこいい。

ＧＭ：了解です。では次のキャラクター。




▼ＰＣ②：九条柳也くじよう・りゆうや　～伊藤和幸

ＧＭ：では、次は伊藤くん。

伊藤：……名前は九条柳也、二十八歳。[image: ]近い身長の男性。ＵＧＮ鳴島市支部の支部長。

安達：たったふたりのＵＧＮ支部だけど（笑）。

伊藤（以下：柳也）：そう、俺おれがこんな弱小支部に派は遣けんされた理由は……飛ばされたからだ。

紫帆：と、飛ばされた!?

安達：左さ遷せん支部長！（笑）

柳也：もともと俺は筋金入りの武ぶ闘とう派はでＵＧＮの戦闘部隊に所属していた。理由は行方不明になった妹の仇かたきを討つこと。

ＧＭ：仇がいるのか。

柳也：仇の正体は知らないけどな。……で、戦闘部隊で無茶をしすぎた。不必要な危険に自分をさらし、不必要に敵を倒たおした。上層部の命令も聞かずに。

ＧＭ：…………。

柳也：その結果───ここに飛ばされたってわけだ。少し頭を冷やせ、と言われて。だから今はふてくされてほとんどＵＧＮの活動はしてない。やる気無く喫きつ茶さ店てんを経営しているくらいだ。しかも生活全般だらしがない（笑）。

安達：左遷＆不良支部長……（笑）。

ＧＭ：なるほど、今の鳴島市支部は喫茶店なのか（笑）。

柳也：高校生が来られる場所の方が都合がいいだろうと思ってそうしてみた。

紫帆：おお、確かに。

柳也：ちなみにシンドロームはバロール／モルフェウス。Ｄロイスに変異種を取ったので、なんらかの実験で俺のレネゲイドは通常のものではなくなったらしい。

ＧＭ：元戦闘部隊員で、実験受けて……、ホントに戦いずくめだったんだなあ（笑）。

柳也：得意な攻撃は、自分の分身を作りだして多方位からの重力球攻撃。

安達：おお、バロールの重力攻撃か。

柳也：そう。指を鳴らしたり、かかとを鳴らしたりするのをきっかけとして重力球を生み出すので、コードネームは〝ヴォイドスナップ〟。

ＧＭ：がっちりかっこいいキャラを作ってきたな（笑）。

柳也：（素に戻もどって）俺、こういうのがやりやすいんで（笑）。

ＧＭ：うん、それでいいのだ（笑）。




▼ＰＣ③：八や重え垣がきミナリ　～安達洋介

ＧＭ：では、最後に安達くんよろしく。

安達：はーい。名前は八重垣ミナリ。十五歳のＵＧＮエージェントです。

柳也：エージェント？　チルドレンじゃないのか。

安達（以下：ミナリ）：〝銀目の鴉〟に助けられる前はどこかの犯罪結社に育てられたってことにしたいんで、エージェントです。

ＧＭ：ああ、そういう設定なのか。

ミナリ：幼少期にとある事件にあって、犯罪組織に拉ら致ちされたんですよ。で、拉致時にたまたまレネゲイドの中でも特殊な力を持っていることが判明して、そこで育てられた。

紫帆：特殊な力？

ミナリ：Ｄロイスで〝起源種〟を取ったんで。それがその組織にばれたんです。

柳也：なるほどな。

ＧＭ：で、その組織から鴉に助けられた、と。

ミナリ：三年前に助けられたことにします。その後ＵＧＮに保護されてエージェントになり、現在にいたります。過去にそういう組織に所属していたのを恥はじて、今はとにかく真面目に生きようと思ってます。

柳也：俺と逆だな……。

ミナリ：そうそう。仕事しない柳也さんのことは怒おこるし、一般人とオーヴァードの区別ははっきりつけようとする。

ＧＭ：なにかの委員長みたいだな（笑）。

紫帆：ええっと……レネゲイド委員長？（笑）




　どんな委員なのか。




ミナリ：あ、ちょうどいいから委員長にしよう。

紫帆：え!?　ホントにレネゲイド委員長!?（笑）

ミナリ：違う！（笑）クラスの委員長。お節せつ介かい焼きだし。目付きをきつくして、眼鏡をかけよう（言いながらイラストを描かき直なおす）。

柳也：いろいろとわかりやすいキャラだな（笑）。

ミナリ：シンドロームはブラックドッグ／サラマンダー。犯罪組織時代に訓練されたいろんな武器を使って戦います。主にできることは他人を防御することです。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：全員の自己紹介が終わったところで、次にＰＣ間でロイスを取ってください。




　ロイスとは、そのキャラクターと他のキャラクターの関係性を表わすものである。自分がどういう感情を相手に抱いているかを一定のルールに従って決定するのだ。

　ロイスはポジティブとネガティブの感情をひとつずつ設定することで取得する。これにより、「相手に好意を持っているが、一部分に不安がある」、「基本的には怖がっているが、ふとした瞬間に連帯感を持つことがある」などのキャラクター表現が可能だ。

　そして、ＰＣ間のロイスは、あらかじめＰＣ同士の人間関係をある程度決めておくことで、スムーズにセッションを進行させるルールなのだ。




ＧＭ：ロイスを結ぶ順番は紫帆[image: ]柳也[image: ]ミナリ[image: ]紫帆で。

紫帆：じゃあ、わたしから柳也さんに。えーと、柳也さんは───学校近くの喫茶店にいる人？（笑）

柳也：一応店長だが（笑）。

紫帆：店長さんか……。じゃあ常連客になろうかな。

柳也：あー、どれだけ居着いてもかまわんぞ。どうせ店の中に、いつも客はいない（笑）。

ＧＭ：ほんとにやる気ねえな（笑）。

紫帆：じゃあポジティブは〝好意〟。何やってても見み逃のがしてくれそうだから。……ネガティブは〝隔意〟かな。たまーに怖こわい顔してるし、近づきすぎると痛い目みそう（笑）。

柳也：どんな顔だ（笑）。……それはそれとして、俺からミナリだな。

ミナリ：たったひとりの部下ですよ。

柳也：でも、お前まじめに仕事するタイプだろ。しかも、それを他人にまで強要するだろ。

ミナリ：それはもちろん。きっちりやります。

柳也：う～ん、ポジティブ〝有ゆう為い〟。ネガティブ〝食傷〟。……腕うでは立つが口はうるさい、と思っている。俺は退たい屈くつな仕事はしないつもりなのに。

ミナリ：ほら、書類がたまってるじゃないですか！　喫茶店も全然掃そう除じしてないし！

柳也：あ～、うるせえうるせえ。

ＧＭ：そんな関係か。わかりやすいな（笑）。

ミナリ：で、私から紫帆は……。

紫帆：クラスの委員長だっけ？　それじゃあせっかくだし、同じクラスにしよう。

ミナリ：それは是非。で、そっちは何でも屋だから……。

紫帆：うう、なんかわたしも怒られてそう（笑）。

ミナリ：じゃあ感情はポジティブ〝好意〟、ネガティブ〝不快感〟。

ＧＭ：不快感？

ミナリ：同じクラスメイトとして、明るく活動的な部分は好意。校則を破る部分が不快感。いい加減な人だなあ、と思っている。

紫帆：む……、わたしも委員長のことは苦手にしてるかも。

ミナリ：校則違い反はんはきちんと取とり締しまります。

ＧＭ：よし、ではＰＣ間ロイスも決まったのであらためてゲームを始めたいと思います。よろしくお願いしまーす。

一同：よろしくお願いしまーす！







プレイヤーが少ない　今までのダブルクロスリプレイのほとんどは、プレイヤーは４～５人だった。

カヴァー　そのキャラクターの表向きの職業。

ワークス　そのキャラクターの本当の職業。または性質。

コードネームはまだ無い　ＵＧＮ内ではオーヴァードにコードネームをつけることがある。紫帆はオーヴァードではなく、ＵＧＮの存在も知らないため、コードネームは無いのだ。

エンジェルハィロゥ　光を扱い、相手を幻惑したり、レーザーを放つシンドローム。

キュマイラ　肉体を獣のように変異させ、強大な筋力を発揮するシンドローム。

バロール　〝魔眼〟と呼ばれる球体を生成し、それを通じて重力を操るシンドローム。

モルフェウス　触れた物体をまったく違う物質に変化させるシンドローム。

チルドレン　ＵＧＮに育てられたオーヴァードの子供のこと。

起源種　保持するレネゲイドウィルスが、よりオリジナルに近い特性を持つことを表わすＤロイス。

ブラックドッグ　雷を操るシンドローム。また、体内電流を使った機械操作も得意。

サラマンダー　炎と氷、いわゆる温度を操るシンドローム。
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　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆お役に立ちます！


Scene Player ─── 七村紫帆






　朝の五時。空の色が藍あい色いろから抜ぬけきらない内に、紫帆の一日は始まる。

　自じ慢まんじゃないが、朝には強い。

　目覚ましを二コール目で叩たたいて覚かく醒せい。即そく座ざに洗せん顔がん、着き替がえ、その他もろもろ。

　栗くり色いろの髪かみを結ゆわえて鏡を見れば、同じ色をした大きな目がこちらをのぞき込こんでいた。




ＧＭ：では、最初のシーンは紫帆。

紫帆：はーい。

ＧＭ：さて、季節は九月。二学期が始まったくらいのある日。紫帆はいつものとおり寮りようの部屋で目を覚ます。

紫帆：じゃあ、朝の五時に目を覚まします。

柳也：五時？　敷地内にある寮だったら、通学時間が無いからもっとゆっくりできるだろ？

紫帆：いやいや、朝は早いんですよ。やることがたくさんあるんで。

ミナリ：やること？

紫帆：そう。文ぶん房ぼう具ぐとかはこのタイミングでそろえておかなきゃいけないし、売店の入荷チェックもしておきたいし。その後、部活の朝練してる人たちの頼たのみ聞いたりとか。

柳也：……何でも屋の準備か。忙いそがしいな（笑）。

紫帆：先に準備しておけば、後で便利だから。役に立てるよ～。

ＧＭ：では、まだ薄暗いうちに紫帆は目を覚ます。隣のベッドでは泉がまったく反応もせずにスピスピと寝ている。

紫帆：じゃあ音を立てずに、しかも素早く出る準備をします。

ＧＭ：了解。……で、部屋を出た後にあちこち寄り道するのか。

紫帆：うん。とりあえず売店と食堂に寄って、情報は仕入れてから教室に行く。

ＧＭ：では、日課を終えて紫帆は教室に行く。……と、泉がなんだかげっそりした顔で席に着いている。いつも元気に跳はねているショートカットの髪かみ形がたも、微び妙みように元気がない。

紫帆：どうしたの？　元気ないけど。……と、自分の席に着きながら声をかけるけど。

ＧＭ：「…………夢ゆめの中でテスト受けてた」ぼそりとつぶやく泉。ちなみにテストは今日ね。

紫帆：あらら。それは二度手間だ。

ＧＭ：「あー、もう！　夢の中でも苦労して、現げん実じつでも苦労するなんて理り不ふ尽じんよ！」

紫帆：まあまあ。自分で見た夢に文もん句くつけてもむなしくなるよ？

[image: ]

ＧＭ：「いいのよ！　ともかく色々むしゃくしゃしてるから！　憂うさ晴ばらしに今日も〝仕事〟するわよ！」と叫さけんで、泉は何でも屋に使うノートを広げる。

紫帆：わたしは憂さ晴らしじゃないけどねー（笑）。ま、今日もみんなのお役に立とう！

ＧＭ：と、紫帆が気合いを入れてると、ガラッと教室のドアが開いて男子生徒が声をかけてくる。「七村いるー？　ちと消しゴム足りないんだけどー？」

紫帆：あるよー。売店のヤツなら値段そのままで。

ＧＭ：「それでいいよ、ありがとな」と彼は硬こう貨かをおいて出て行く。……と、後から後からたくさんの生徒が様々な依頼を持ってくる。

紫帆：はいはーい。なんでもやるよー。

ＧＭ：で、次々来る生徒たちを泉が整理していたりする。並ならばせたりとかね。

紫帆：おお、素す晴ばらしい！　わたし、そういうの苦手！（笑）

ミナリ：（生徒になって）今日のテストの範はん囲いどこだったっけー？

ＧＭ：「はい、この人テストの話」

紫帆：大丈夫大丈夫、ここに書いてあるから。

柳也：（同じく生徒になって）今日、売店何が入ってる？

ＧＭ：「はい、この人売店の話」

紫帆：大丈夫大丈夫、調べてあるよ。

ミナリ：（やはり同じく）数学の山田消してくれー。

ＧＭ：「はい、この人殺しの依い頼らい」

紫帆：大丈……って、そんなことしないよ！（笑）

ミナリ：冗じよう談だん冗談（笑）。……でも、イタズラの依頼とかも多そうだね。

ＧＭ：そうだね。でも、そういうのを整理するのが泉の役目なわけさ。

紫帆：で、実働がわたしと。……うん、いい調子。

ＧＭ：色々捌さばきつつ、泉が紫帆に言う。「手伝っておいて言うのもなんだけど。……紫帆もよくやるわよねー。これだけの依頼、聞くだけでも大変なのに」

紫帆：うん、楽しいから。……いつも手伝ってもらってゴメンね？

ＧＭ：「それはいいのいいの！　その分見返りは多いんだからさ」明るく笑って泉は言う。

ミナリ：テスト対たい策さくを回してもらってたりするのかな（笑）。

ＧＭ：その他いろいろとね（笑）。「そういや、紫帆。今日の放課後なんだけど」

紫帆：ん？　どっか行く？　わたし、買い物はしたいなーって思うけど。

ＧＭ：泉は眉まゆを寄よせる。「それが……あたし今日のテストの関連で呼よばれちゃうと思うんだ」

紫帆：あー……。それじゃあ、今日は必要最さい低てい限げんの買い物だけにしとくよ。

ＧＭ：「うん、ごめんね」

紫帆：いいよー、そんなの。

ＧＭ：と、紫帆が言ったところでまた次の生徒がやってくる。「あのさー……」

紫帆：はいはい、お役に立ちますよー！




　威い勢せいのいい声を上げて、みんなの頼たのみ事を聞いていく。

　毎日がこんな風に続くのだと思っていた。

　昨日と同じ今日が、今日と同じ明日が、変わらぬ世界が続くのだと思っていた。

　この時までは───。





＊　　　＊　　　＊






紫帆：うわ、なんか不吉なナレーションが入った！（笑）

ＧＭ：それはもう。ふっふっふっふ。

柳也：まあ、最初に持ち上げて後で落とすのは基本だが（笑）。

ミナリ：それにしても、ＧＭが楽しそうですね。

ＧＭ：そりゃあもう。日常が楽しければ楽しいほど、壊れた時のショックが大きいからね。

紫帆：うう、やっぱり不吉だ（笑）。







◆Opening 02◆燻くすぶるモノ


Scene Player ─── 九条柳也






　九条柳也はくわえタバコのまま器用にため息をつく。

　見回せば、そこは薄うす暗ぐらい喫きつ茶さ店てん。調度品はなかなかにいいものをしつらえてあるが、何せ手入れが悪く雑ざつ多たなイメージだけを抱いだかせる。当然のごとく客はいない。

　ここが今の自分の居場所。かつて戦せん闘とう部隊で鳴らした〝ヴォイドスナップ〟も今はさびれた喫茶店のマスターというわけだ。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは柳也。侵しん蝕しよく率りつを上げてね。




『ＤＸ２』特有のパラメータが、この侵蝕率───そのキャラクターがどれだけレネゲイドに侵されているかを表わす数字である。これはキャラクターがシーンに登場したり、超常能力を使うたびに上昇する。そして、上がりすぎればジャームとなってしまうのだ。




柳也：……８。最初から飛ばしているな、俺。

ＧＭ：というわけで、キミは喫茶店でぼーっとしているわけだが。

柳也：長い足をカウンターに投げ出して、目を閉とじてますよ。くわえタバコのままで。

ミナリ：まるで接せつ客きやくする気がないですね（笑）。

紫帆：そういえば、店の名前は？

柳也：あー、そうだな……。（しばらく考えて）じゃあペリゴール。

紫帆：ぺりごーる？

柳也：カフェのことを「悪あく魔まのように黒く、地じ獄ごくのように熱く、天使のように純じゆんで、恋こいのように甘あまい」と言ったフランス人の名前。

ＧＭ：ああ、じゃあコーヒーにこだわる喫茶店なのか。

柳也：いや、メニューにコーヒーは無い（きっぱり）。

紫帆：無い!?（笑）

柳也：淹いれるためのセットはそろえてある。だが、コーヒーは俺おれが飲むためのものだ。

紫帆：個こ人じん用よう!?（笑）

ＧＭ：まあポリシーについてはわかった（笑）。それで、どんな喫茶店なの？

柳也：ミナリとの連携もあるから店は学校に近い場所の方がいいか。だとすると、住宅街の裏手にある一いつ軒けん家やの喫茶店で。テーブルが三つにカウンターが五席くらいの小さな店。

ＧＭ：了解。そうなると場所はこの辺かな（ＭＡＰに書き込む）。
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紫帆：あ、ＭＡＰに書き込めるのいいですね。街がだんだんできていく感じがして。

ＧＭ：ひとつの街を舞台とする時にはいいですよ、これ。……ともあれ、柳也が派は遣けんされてきて半年。これまでまったく事じ件けんはなく、キミは退たい屈くつな日々を送っている。

柳也：あー、いつまでこんなことをしてんのかね。俺は。……と、つぶやきつつ閉店の時間まではぼーっとしてる。時間になったらのろのろと立ち上がって───。

ＧＭ：了解。ではその瞬間、柳也は突とつ然ぜんにエフェクト、《ワーディング》を感知する。




　オーヴァードが使用する超常能力、それをエフェクトと呼ぶ。

　《ワーディング》はすべてのオーヴァードが使えるエフェクトだ。これを使うことで周囲に化学物質を散布し、非オーヴァードを無力化できる。だが、《ワーディング》は他のオーヴァードにそれを使ったことを感知されてしまう特徴もあるのだ。




ＧＭ：《ワーディング》が使用された場所は、駅前の繁華街に近いあたり。

柳也：ほう……？　俺は口元に笑えみを浮うかべて、吸すっていたタバコをもみ消す。そして、ゆっくりと喫茶店の看かん板ばんをＣＬＯＳＥＤに変える。で、悠々と現げん場ばに行くぜ。

ＧＭ：了りよう解かい。では柳也が歩き始めて十分ほど。残念ながら、《ワーディング》は移動の途と中ちゆうで途と切ぎれてしまう。

柳也：それはしょうがねえな。

ＧＭ：だが、《ワーディング》が発生した場所には到とう着ちやくできる。柳也がやってきたのは繁華街の路ろ地じ裏うら。壊こわれかけの電でん灯とうが、汚よごれた壁かべを照らし出している。

柳也：あたりに異い状じようは？

ＧＭ：暗くてよく見えないが、あちこちに戦いの跡あとがある。大量の血けつ痕こん、鉤かぎ爪づめらしき壁の傷きず、焦こげた肉のにおい。オーヴァード同士が激しく戦った痕こん跡せきだ。ただしどこにも死体は無い。

柳也：……ふむ。

ＧＭ：路地の中央には、裾すそがボロボロになった黒いロングコートがひとつ落ちている。……そのコートは血だらけで、心しん臓ぞうの部分には大おお穴あながひとつ。

柳也：この傷で逃にげたか？　オーヴァードならありえない話じゃないが……。とりあえず、コートを拾って調べるぞ。

ＧＭ：と、柳也がソレを拾った瞬しゆん間かん。後ろに殺気混まじりの気配が生まれる。

柳也：ふん……、なんでもなさそうに振ふり返ろう。

ＧＭ：柳也が振り返った先には、人のフォルムをしているが、明らかに人でない生き物が一匹ぴき、高い塀へいの上から柳也を見下ろしている。……ジャームだ。

柳也：ジャームか……。特徴は？

ＧＭ：左腕が妙みようにふくれており、右腕は刃のような鱗が生えているジャームだ。ヤツは牙をむきだしにして、今にも柳也に飛びかかろうとしている。

柳也：……先せん制せい攻こう撃げきだ。視し界かいに入った瞬間に指を弾はじく。

ミナリ：手慣れた動きだ（笑）。

ＧＭ：了解。パチン！　と音がして、ジャームがいた塀のあたりに重力球が撃ち出され、塀を半球状にえぐる。……だが、ジャームは無傷でもう片かた側がわの塀に飛び移うつる。

柳也：速いな。

ＧＭ：そして、柳也を見てニタリと笑う。「お前……、オーヴァード、ダナ？」

柳也：……お前が、コレをやったのか？

ＧＭ：ヤツはそれには答えない。「お前を喰ウのは、大変ソウダ」とくぐもった声で言う。「ダカラ、ここでは戦わナイ」

柳也：構かまわず、次の攻撃を───。

ＧＭ：と、柳也が構えた瞬間にヤツは高々とあたりの建物を飛とび越こして闇に消える。ただ、耳みみ障ざわりな笑い声を残して。

柳也：ふん……。なら、俺は最後にこう言おう。




「少しは、面おも白しろくなってきやがった」

　その後、柳也はＵＧＮの情報から、出会った化け物が〝ツインエッジ〟と呼よばれるジャームであることを知る。日本支し部ぶから、発見次第捕縛せよと言い渡されている危険なジャームだ。

〝ヴォイドスナップ〟久ひさ々びさの戦闘任にん務むが始まろうとしていた。







◆Opening 03◆過か去こから伸のびる手


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　沈しずみゆく夕ゆう陽ひを見て、ミナリはふと立ち止まった。

　校こう則そくどおり身につけた学園の制せい服ふく、ていねいに後ろへ流した髪かみが朱しゆに染そまる。

　夕陽に連想されて浮かび上がる記憶を、ミナリは頭を振って思考の中から追い出す。

　……あの男のことは忘れていいはずだ。自分はＵＧＮのエージェントなのだから。

　そう思いながら、ミナリは自分の所属する支部へ───喫茶店ペリゴールへと向かう。




ＧＭ：では、次のシーン。ミナリのオープニングだ。

ミナリ：はい、侵しん蝕しよく率りつ上げます。

ＧＭ：ミナリは今、喫茶店ペリゴールの前にいる。……今は入口が閉まっているが。

ミナリ：まあ……、合い鍵かぎくらいはもらっているでしょうから。開けて入ります。

ＧＭ：どうも柳也は急いで出て行ったらしく、喫茶店の中はなんの片づけもしていない。

ミナリ：ぶつぶつ言いながら片づけをします。……また柳也さんは整理もしないで。だいたい、出かけるならば私に伝言くらいあってしかるべきでしょうに……。

柳也：あー、じゃあ携帯端たん末まつにメールを送っていいか？　さっきのことを報告する。

ＧＭ：いいよ。もうジャームとの会話は終わってるだろうし。では、ミナリの端末が鳴る。

ミナリ：おや？　素早く取り出して確認しますが。

柳也：さっきの現げん場ば写真を一枚まい添てん付ぷして送る。本文は、「敵てきがでた。後頼たのむ」。

ミナリ：…………えーと。本文は？　もう一回言ってくれます？

柳也：「敵がでた。後頼む」

ミナリ：…………柳也さん。

柳也：…………。

ミナリ：あ、な、た、と、いう人はあああああああっ！　どれだけだらしないんですかっ！

ＧＭ：おお、吠ほえた。

ミナリ：吠えもします！「敵がでた。後頼む」なんて言われて、何をどうすればいいんですか！　何を頼まれたんだか、柳也さんが何しに行くのかもさっぱりですっ！

ＧＭ：ミナリはメールに向かって叫さけんでいる（笑）。

ミナリ：ああ、もう、しょうがない！　イライラしながら喫茶店を片づけますよ！

紫帆：片付けはするんだ。偉えらいなあ（笑）。

ＧＭ：ホントに（笑）。そしてミナリはその現場写真に見覚えのある物体を発見する。

ミナリ：……おや？

ＧＭ：写真の中心に落ちている黒いロングコートだ。裾すそがボロボロになったコートは……。

ミナリ：（ハンドアウトを見て）それは、あの〝銀目の鴉からす〟の……？

ＧＭ：その通り。間ま違ちがいなく彼のコートだ。……そして、そのコートを見ながらキミは過去の出来事を思い出す。彼と出会った時の記き憶おくを。

ミナリ：そうだ。その時、私は南米にいた……。




　唐突に何を言うのか。




紫帆：な、南米!?（笑）

ミナリ：ほら、私は犯はん罪ざい組そ織しきに拉ら致ちされていたので。その組織は、南米のゴーストタウンをひとつ占せん拠きよしてそこを訓練所として使っていたんですよ。私もそこに送られたんです。

ＧＭ：ほうほう。なるほど。

ミナリ：拉致からどれだけの時間が経たったかわからないある日、私たちは中庭に集められる。そして、教官が私たちに言う。「……あと一時間ほどで我われ々われは交戦状じよう態たいに突とつ入にゆうする」

ＧＭ：ああ、そこに鴉が来るわけか。

ミナリ：そうです。教官は続けます。「襲しゆう撃げき者しやの数はひとり。……遠とお巻まきに攻こう撃げきして仕し留とめろ」

ＧＭ：じゃあ、ひとりと聞いて、集められた兵たちにわずかながら動どう揺ようが走る。

ミナリ：（まだ教官のまま）「いいか？　お前たちは何があっても退たい却きやくするな。動ける限かぎり、壁かべになって時間を稼かせげ。いや、たとえ死んでも時間を稼ぐんだ」

柳也：それは、上層部が逃にげる気まんまんだということか（笑）。

ミナリ：で、私は敬けい礼れいをして、……了りよう解かいしました、教官！　と戦場へ出ます。

ＧＭ：……そして戦場に出たミナリはそこで、信じられないものを見ることになる。

ミナリ：…………。

ＧＭ：漆黒のコートを翻したその男に、ミナリの仲間は何もできずやられていく。どんな攻撃方法かも認識できない。向こうはただ歩いているようにしか見えないのに。

ミナリ：……鴉の正面に立って、黙だまって武ぶ器きを構かまえる。防ぼう御ぎよ用ように作った大型ナイフを。

ＧＭ：ヤツ───〝銀目の鴉〟はその名の通り青みがかった銀色の瞳ひとみで、じろりとミナリを見る。漆黒のコートが風になびき、その姿すがたは確たしかにオオガラスのように見える。

ミナリ：私は手しゆ榴りゆう弾だんを囮おとりにして斬きりかかる……いや、斬りかかろうとする。

ＧＭ：うん、ミナリの目的は果たされることは無かった。ナイフを鴉に振ふりかざそうとしたその時に、腹ふく部ぶのあたりにとてつもない衝しよう撃げきが走る。鴉が何かをしたようにも見えないのに。

柳也：一いつ瞬しゆんで負けたな（笑）。

ミナリ：いや、そういうシーンだし（笑）。私は吹き飛ばされて倒れます。

ＧＭ：そして、朦もう朧ろうとしたミナリを鴉が感かん情じようの見えない目で見下ろしている。

ミナリ：では、倒たおれたままなんとか武器を握にぎるけれど……、勝てないと悟さとります。

ＧＭ：鴉は低い声でつぶやく。「……生きているようだな」

ミナリ：黙って起きあがります。そして、……お前を殺す、とうめくように言う。

ＧＭ：「…………動けば死ぬぞ」

ミナリ：言葉を無視して武器を構えて───それで限げん界かい。私は痛いたみに耐たえかねて気き絶ぜつする。

ＧＭ：了解。その後、ミナリは気がつけばＵＧＮに保ほ護ごされていた。ＵＧＮではキミが犯罪組織に捕つかまっていたこと、犯罪組織は〝銀目の鴉〟によって崩ほう壊かいしたことを聞かされた。……その後キミはＵＧＮに入り、エージェントとして今に至いたる。

ミナリ：そこで回想から戻もどってきます。画が像ぞうを見つめながら、……あの鴉が、やられた？

ＧＭ：……答えられる者は、ここにはいない。

ミナリ：一いつ瞬しゆん喫きつ茶さ店てんから出て行こうとして、首を振ふる。……優ゆう先せん順位を考えるんだ、と言って日本支し部ぶに連れん絡らくを取ります。




　得体の知れない感情が、ミナリを包んでいた。

　鴉には恩おん義ぎも感じているが、恐おそれも抱いだいている。

　恩人を失ったかもしれないという不安と、恐きよう怖ふが取り払はらわれたという安心感。

　その両方をエージェントの冷静さで制せい御ぎよしつつ、ミナリは日本支部へと電話を繫つないだ。




　───何か大きな歯車が回り始めたような、そんな感覚を覚えながら。







◆Opening 04◆日にち常じようの終わり、宵よい闇やみの始まり


Scene Player ─── 七村紫帆






　時は少し遡さかのぼる。これは柳也が異い変へんを感知する少し前の出来事。




　その時、紫帆は買い物を終えてひとり歩いていた。

　門もん限げんまではあと少し。急いで帰れば十分に間に合う時間だ。

　紫帆は迷まよわずに路ろ地じ裏うらへ一歩を踏ふみ出した。……長い影かげが張はり付いた、薄うす暗ぐらいその場所へ。




ＧＭ：では、オープニングの最後にもう一度紫帆のシーン。

柳也：……オープニングが二回あるのか。

ＧＭ：重要なことをやってないからね。……紫帆が覚醒するイベントをやらないと。

ミナリ：おお、ついに！（笑）

紫帆：うう、なんだか不安だ……（笑）。

ＧＭ：まあまあ、そう怖がらず（笑）。……さて時間は柳也やミナリのオープニングから少し戻って、日が暮くれ始めたころ。紫帆がちょうど買い物を終えたころかな。

紫帆：泉はいないから、適てき当とうに必要なものと頼たのまれたものだけ買おう。閉へい店てん少し前に巡めぐってちょっとでも安く手に入れる！

ミナリ：紫帆だと、街の人にも顔利ききそうだしね。

ＧＭ：八百屋に行っても、「また来たね？」。電器屋に行っても、「また来たね？」（笑）。

紫帆：ちょっとでも効率よく手に入れるために、なるべく同じ店使ったりもします（笑）。

ＧＭ：で、そんなこんなで買い物をしていると、そろそろ門もん限げんが近づいてくるが。

紫帆：あー、もう帰らないと……。

柳也：そうか。それで近道としてハンドアウトに書いてある路地裏に入るんだな。

紫帆：その路地はわたしにとって慣なれた道なんですよ。門限対たい策さくに色んな道を知っている。

ミナリ：ああ、紫帆っぽい（笑）。

ＧＭ：では、夕暮れ時にキミは路地裏へと踏み入れる。……壊こわれかけの電でん灯とうが、ジリジリと音を立てて青い光を明めい滅めつさせている。

紫帆：……早く直せばいいのに。

ＧＭ：路地裏は夕ゆう陽ひと電灯が作り出す長い影によって、妙みように歪ゆがんで見える。

紫帆：…………ちょっと、足を速めます。

ＧＭ：では、路地の向こうに学園がちらりと見えてくるころ。……紫帆から見て右の暗がりで、何かがゴソリと動いた。

紫帆：え……と。猫、かな？（ちらりとＧＭを見る）

ＧＭ：（にやりと笑って）さあねぇ？

紫帆：うう……ふ、不安だ。

柳也：しかし、この手の展開としては見ない選択は無いよなあ。

紫帆：そうなんですよねぇ。……一応、そーっと覗のぞいてみます。




　生なま暖あたたかい風が紫帆の頰ほおを撫なでる。

　影のせいだろうか。どこか寒気を感じながら、紫帆はゆっくりと暗がりに目を向けた。

　そこには───。




ＧＭ：そこには人より二回りほど大きい生き物がキミを見ている。漆しつ黒こくの体、針はり金がねのようなたてがみ、そこに真しん紅くの眼めを光らせた化け物が、牙きばだらけの口でにやりと笑う。

紫帆：う……！

ＧＭ：紫帆はその笑えみを見て、直感的に理り解かいする。……この笑みは、獲え物ものを前にした時の愉ゆ悦えつの笑みだ。そしてヤツはうなり声をあげつつ、ゆっくりと獲物へ一歩を踏み出した。

紫帆：ど、ど、どうしよう。逃にげる？　逃げるしかないよね？

ＧＭ：壁かべに背せをつける紫帆。首を左右にめぐらせると、路地の出口が……その向こうに自分の学校が遠くに見える。

紫帆：───一目散にそっちに向かって走り出す！




　化け物を横目で見て、紫帆は震える両脚に力を込める！

　路地を出てしまえば学校はもう少し。この距離ならそのまま逃げられる───はずだった。




ＧＭ：紫帆が走りだそうとしたその時。突とつ然ぜん、キミの全身から力が抜ぬける。どれだけ手足を動かそうとしても反はん応のうしてくれない。

紫帆：え……？

ＧＭ：キミは呆ぼう然ぜんと、近づいてくる化け物を見ていることしかできない。

ミナリ：もしかして……これって《ワーディング》？

柳也：そうか、紫帆はまだオーヴァードじゃ無いから……。

ＧＭ：その通り。オーヴァードで無いものは強制的に無力化される。

紫帆：じゃあ走ろうとしてそのまま倒れて……、愕がく然ぜんと化け物を見てます。

ＧＭ：ヤツは笑みを浮かべたまま、ゆっくりと鉤かぎ爪づめ付きの腕うでを振ふり上げて───。




　視し界かいが、紅あかく、染そまった。

　化け物の腕がゆっくりと、自分の左胸から引き抜かれるのをぼんやりと眺める紫帆。

　彼女は返り血に染まった腕を高々と掲かかげて笑う化け物と、何か熱いものが流れ出す自分の体と、歪んだ地面の向こうに見える学園を見ながら───。

　……ああ、わたし、死ぬ。

　と、どこか醒さめた頭で思った。




ＧＭ：紫帆の視界が歪んでいく。もう何を認にん識しきしているかわからない。ただ、〝寒い〟と〝暗い〟という感覚だけがキミを襲おそう。

紫帆：体もまったく動かない。あと、自分の左胸がどうなっているか怖こわくて見られない。

ＧＭ：五感のすべてが希薄になっていく。……時間の感覚も。

紫帆：…………。

ＧＭ：そこに、ふと黒い影かげが差す。視界はぼんやりしているが、人間らしいことはわかる。

紫帆：え？　反はん射しや的に目だけが動きます。

ＧＭ：黒いコートを着ているらしいその男は、不思議な銀色の目でキミを見ている。「おい、まだ生きているか？」

紫帆：……少し口を動かすだけ。そして目の前の人をちょっと意い識しきして見る。

ＧＭ：「ほとんど意識もないか」そう言う男は、黒いコートで口元まで隠かくしており、表ひよう情じようはあまり見えない。……さて、何か言い残すことはある？

紫帆：……では、最後の力で一言だけ。




「……わたし、家に帰れないの？」




　それはわずかな、ほんのわずかな声だった。

　だがその言葉を聞くなり、男の様子が変化する。表情は厳きびしくなり、舌した打うちをひとつ。

　そしていつの間にかその右手には、拳こぶし大だいの結けつ晶しよう体たいが握にぎられていた。

　銀に輝くその結晶体が近づいてくるのを見ながら───。

　七村紫帆はこの日、死を迎えた。





＊　　　＊　　　＊






紫帆：わたし、死んだ──────っ！（笑）

ミナリ：ハンドアウト読んだ時に死ぬかなーと思ってたけど、やっぱりこんなことに（笑）。

ＧＭ：まあそういう雰囲気は最初から出るように狙ってたからね（笑）。

柳也：なるほど、俺が確認した現場はこの後のことだったのか。

紫帆：でもそうするとわたしが倒れているんじゃ？

ＧＭ：それについてはすぐにわかるから、まずはシーンを進めよう。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆君の名は……？


Scene Player───七村紫帆






　唐突に、紫帆は目を覚ました。

　周りを見渡せば、いつもの部屋、いつものベッド、いつもの寝間着。

　あまりに慣れ親しんだ光景の中、紫帆は自分が寮の自室にいることを漠然と認識した。




　……あれは夢？　ではさっきの光景は？




ＧＭ：ではミドルフェイズ。最初は再ふたたび紫帆。

紫帆：お？

ＧＭ：キミは目を覚ますと自分の部屋にいる。

紫帆：あれ？　さっきのは夢ゆめ？　……えーと、とりあえず自分の体を確認。ぺたぺた。

ＧＭ：傷口は無いね。

紫帆：そうなると、やっぱり夢、かな。……はっはっは、ちょっと落ち着いてきたぞう。

ＧＭ：部屋のハンガーには、左ひだり胸むねに大おお穴あなの空いたキミの制せい服ふくがつるされてるけど。

紫帆：って、夢じゃないじゃん！　現実じゃん！　証拠あるじゃん！（笑）

柳也：全然落ち着いてねえ！（笑）

紫帆：えーと、えーと、何から考えればいいんだ、わたし（笑）。

ミナリ：さすがに状況が突然すぎて、私もどう言葉をかけていいかわからない（笑）。

紫帆：と、とりあえず制服と自分の体を繰り返し見る。頭にハテナマーク浮かべて（笑）。

ＧＭ：と、紫帆が挙動不ふ審しんな行動をしていると、「やっと起きたのかよ」と男の声がする。

紫帆：え？　男の人っ!?　と、とりあえず枕まくらをバッと構かまえて振ふり返るけど!?

ＧＭ：では、後ろを振ふり向いたそこには───。




　ベッドの上、30センチくらいの場所にそれは浮ういていた。

　影かげ絵えのように見える黒い人影。目と口だけが白く、不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようを作っている。

　大きさは手のひらサイズ。絵本の中から抜ぬけ出してきたような存在が、紫帆を睨にらんでいた。




ＧＭ：……というわけで、そんな三頭身くらいのよくわからない物体が声をかけている。

一同：…………。

紫帆：ええええええええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：あ、叫さけんだ。

紫帆：え!?　さ、三頭身!?　それって、え!?　どういうこと!?

ミナリ：……な、なんだろうこの面おも白しろい展てん開かいは（笑）。

柳也：さすがに俺おれもビックリしたぞ（笑）。

紫帆：えーと、すいません。……そのヨクワカラナイものがこっち見てるんですよね？

ＧＭ：見てます。なんかあきれた様子で、紫帆の顔をじ～っと。

紫帆：驚いて引きつるだろうなあ（笑）。その顔のままで、ずりずりと後ずさります。

ＧＭ：では、紫帆は後ずさって壁かべに背中をぶつける。すると、「逃にげるこたあねえだろう」と言いながらソレが顔のあたりまで飛んでくる。

[image: ]

紫帆：え、え、え、えっと……。とりあえず目をこすってみるけど……？

ＧＭ：消えません。

紫帆：ちょっと待って。えーっと、えーっと、わたしに理り解かいする間を与あたえて～（笑）。

ミナリ：とりあえず、数でも数えてみたら？

紫帆：えーっと、羊が一匹ぴき、羊が二匹……。




　プレイヤー、大混乱である。




柳也：（素に戻って）しのさん、それは寝る時の数え方ですから（笑）。

紫帆：あ、そうだ。そうでした。

ＧＭ：では、そんな紫帆を見てソレはため息をつく。「あ～……、もう話してもいいか？」

紫帆：（かくかくと）あ……、はい、どうぞ。

ＧＭ：ソレは不機嫌な顔で言う。「まずな、面めん倒どうなのは嫌きらいなんではっきり言うけどな」

紫帆：…………はあ。

ＧＭ：「お前、昨日死んだんだよ」

紫帆：……え～っと。これ、何かのイジメかなあ？（笑）

ミナリ：気持ちはわかる（笑）。

ＧＭ：構わず続けるソレ。「覚えてるだろ？　化け物に襲おそわれたことは」

紫帆：え？　でも、それは夢ゆめじゃ……？

ＧＭ：「現げん実じつだ」

紫帆：ううううううううう……。

ＧＭ：「オレが見つけたとき、お前はもう死んでた。仕方がねえからオレが〝賢けん者じやの石〟を埋うめ込こんで蘇そ生せいさせた。まあ、なんとか生き返ってよかった」ふう、と息をつくソレ。

紫帆：あの～、化け物とか、〝賢者の石〟とか、聞きたいことはたくさんあるんだけど……。

ＧＭ：「なんだよ？」

紫帆：まず最初に……、あなたはなに？




　なに、と来たもんだ。




柳也：「なに？」って言い方はすげえなあ（笑）。

紫帆：だって！　それ以外の聞き方が思いつかないし！（笑）

ＧＭ：まあな（笑）。で、ソレは答える。「俺か？　俺は……お前の一部だ」

ミナリ：一部って……、紫帆の魂とか？

紫帆：わ、わたしの魂がなんだかやさぐれた男の人の形にっ!?

ＧＭ：「違ちがうわ！　てか、なんで魂なんだ！」（笑）

紫帆：ほら、なんかわたしの無む意い識しき的なサムシングが集まってできたとか……（笑）。

ＧＭ：「サムシングって何だよ……」とあきれた声で言うソレ（笑）。

紫帆：いや、まあそれは……（笑）。ともかく、あなたは何なの？

ＧＭ：「そうだな……。俺はお前に宿った残留思念だ。お前の〝力〟を借りてこの幻影を作っている」……紫帆はエンジェルハィロゥなのでコイツの体は幻というわけです。

ミナリ：あ、なるほど。

紫帆：じゃあ、手をぶんぶんと振ふって。……ほんとだ。ホログラフみたい。

ＧＭ：「さっき、お前の中に〝賢者の石〟を埋め込んだと言ったろ」

紫帆：あ、……うん。

ＧＭ：「〝賢者の石〟はお前の心しん臓ぞうと融ゆう合ごうして動いている。お前の心臓はもう止まりかけてたからな。それをくっつけて蘇生させたわけだ。……って言ってもわかんねえだろうが」

紫帆：はい、何もかもわかりません。すいません（笑）。

柳也：なんで謝あやまってるんだ（笑）。

ＧＭ：「その〝賢者の石〟に宿っているのが俺だ。まあ、いろいろスゴイ石だと思えばいい」

紫帆：えと、……わ、わかりました。

ＧＭ：「よし」ちょっと満足そうにうなずくソレ。

紫帆：えーと、で、あなたの名前は……？

ＧＭ：「俺の名前か？　そうだな、名乗り遅おくれたな。俺の名前……は……」と、ソレはいぶかしげな顔になる。「俺の、名前……？」

柳也：忘わすれてるのか！　ひょっとして！（笑）

紫帆：ええええええええええっ!?（笑）

ＧＭ：ソレは首をひねる。「ええと、鴉からすとか呼よばれてたような……？　あれ、違ちがったか？」

紫帆：えっと、ジト目で見ます。

ＧＭ：「まあ、思い出せないものはいい」

紫帆：いいの!?（笑）

ＧＭ：「おい、お前にちょっと頼みがある」

紫帆：お前じゃなくて、七村紫帆なんだけど……。頼みって何？

ＧＭ：「俺の名前をつけてくれ」

紫帆：…………はい？

ＧＭ：「名前だよ、名前。どんなのでもいいが、名前が無いとすわりが悪い」

紫帆：え、でも……。いいの？　わたしがつけちゃって。

ＧＭ：「どうせ思い出せないんだ。好きにしてくれ」

紫帆：えーと……。じゃあ三さぶ郎ろうさんで……。




　なんとも普ふ通つうの名前である。




ＧＭ：「よし、三郎で」

ミナリ：ちょっと待って下さい！　そんな名前でいいんですか!?（笑）

ＧＭ：俺は構わないけど。（紫帆に）いいんですか？（笑）

紫帆：いや、その、なんとなく三郎がプレイヤー的に捨てがたく（笑）。

ＧＭ：気に入ったならそれでいいです（笑）。

柳也：まあ、いい名前だろ（笑）。

ＧＭ：「三郎か……」ちょっと繰くり返した後で、「なんで三郎なんだ？」

紫帆：………………。

ＧＭ：「なんでなんだ？」

紫帆：……すいません、何にも考えてないです……。

ＧＭ：またため息をついて三郎が言う。「お前はよく謝るやつだな」

紫帆：あ！　今気がついたんだけど、三郎、泉に見つかるとまずくない？

ＧＭ：「都合が悪い時は消えておけるぞ。どうせこの体は幻影だ」下半身を消す三郎。

紫帆：……もう、何でもありなんだなあ。

ＧＭ：「じゃあ、俺はそろそろ寝ねるぞ」

紫帆：え？　まだわかんないことひたすらあるんだけど！

ＧＭ：「いっぺんに説明してもどうせわからんだろ」と三郎は言って、「すぐにわかるさ。お前はオーヴァードになったんだ」

紫帆：お、オーヴァード……？

ＧＭ：「じゃあな」そう言って、三郎は消える。突とつ然ぜんに。

紫帆：……ちょっと胸むねに手を当てて昨日のことを考えよう。

ＧＭ：すると、昨日の出来事がリアルに蘇よみがえってくる。細部こそよく覚えていないものの、自分の胸を貫つらぬかれる感覚ははっきりと思い出される。

紫帆：（いやそうな顔で）うー……。

ＧＭ：で、どうする？　今から学校に行くこともできるけど。

紫帆：…………もう、何もかもわかんないので。

ミナリ：ので？

紫帆：寝ます。




　むしゃくしゃした気分と共に、紫帆はもぞもぞと布団に潜り込む。

　一度死んだとか、賢者の石とか、オーヴァードとか、三郎とか。

　何もかもを忘れたくて、紫帆は強引に眠りの世界に落ちていった……。





＊　　　＊　　　＊






紫帆：なんか意外な展開になりましたよ!?

柳也：展開というか、意外なキャラクターが出てきたな（笑）。

ミナリ：『ＤＸ２』でこんなキャラが出てくると思わなかった。主人公にとりつくし（笑）。

ＧＭ：俺もこんなの登場させたの初めてだよ。気に入ってもらえればなによりだ（笑）。







◆Middle 02◆ひとつの接せつ点てん


Scene Player ─── 九条柳也






　事件のあった次の日。喫茶店ペリゴールにはミナリの怒鳴り声が響いていた。

　事件の報告があまりにずさんであったこと、日本支部への連絡が無かったこと、喫茶店の整理や掃除についてに至るまで、逐一チェックを入れているミナリの説教を聞きながら、柳也はこっそりとため息をついた。




ＧＭ：では次のシーン。紫帆が部屋で混こん乱らんしているころ、喫茶店ペリゴールのシーンだ。

柳也：まあ、俺はいつものようにバーカウンターに脚あしを投げ出して座すわっている。

ミナリ：登場します！　喫茶店のドアをものすごい勢いきおいで開けて、ずかずかと中へ。で、目をこれでもかとつり上げて、……柳也さん！

柳也：ち、面めん倒どうなのが来たな。

ミナリ：何か言いましたか！

柳也：なんでもねえよ。……何か用か。

ミナリ：「何か用か」じゃありません！　昨日のメールはなんですか！「敵てきがでた。後を頼たのむ」じゃ、何にもわからないじゃないですか！

柳也：（耳をかきながら）うるせえなあ。どうせ、日本支し部ぶには連れん絡らくは取ったんだろう？

ミナリ：報告はしました！　ですが、本来アレは柳也さんの仕事じゃないですか！

柳也：……ったく、お前がやったんだからいいじゃねえか。

ＧＭ：ちなみに敵が〝ツインエッジ〟であること、日本支部から捕縛せよという命令がでていることはミナリも知っているよ。……あともうひとつ追加情報がある。

ミナリ：もうひとつ？

ＧＭ：そう。今日の午前中に、もうひとり被ひ害がい者しやが出ている。……おそらく〝ツインエッジ〟の手によるもので、被害者はこの市に住む会社員の女じよ性せい。

ミナリ：……ああ、よかった。泉でも襲おそわれたかと思った。

ＧＭ：特に学校には関係しない人だよ（笑）。……見つかったのは公園の草むら。胴どう体たい部分に二箇か所しよ大きな切り傷きずがある。そのふたつの傷がどちらも致ち命めい傷しようとなって死し亡ぼうしたようだ。

柳也：あの、刃は物ものみたいな右みぎ腕うでか……。

ＧＭ：とまあ、そんな資し料りようがすでにミナリの手にあると思ってくれ。

ミナリ：それを柳也さんに叩たたきつけながら怒鳴ります。……一いち応おうこれだけは調べました！　警けい察さつへのフォローも、事件の隠いん蔽ぺいもしてあります！

柳也：……なら、それでいいじゃねえか。

ミナリ：よくないです！　……だいたい柳也さんは私に作業を押しつけて今まで何をやってたんですか。

柳也：俺は自分が目もく撃げきした事件を調べてたんだよ。……で、情じよう報ほう収しゆう集しゆうの判はん定ていをしていいか？




『ＤＸ２』では、キャラクターの取った行動が成功か失敗かを判別する際に、〝判定〟と呼ばれるルールを用いる。判定は、決められた個数の十面ダイスを振って、その中でもっとも高い目と該当する技能レベルを合計し、それがＧＭの設定した数値を超えているかどうかを確認する。超えていれば成功、そうでなければ失敗となるのだ。

　なお、出目と技能の合計を〝達たつ成せい値ち〟、ＧＭの設定した数値を〝目もく標ひよう値ち〟と呼ぶ。




ＧＭ：街を歩いての情報収集なら、技能は〈情報：裏社会〉あたりで振ってもらおうか。

柳也：〈情報：裏社会〉……、技能レベルは無し。【社会】が１だから、ダイスは１個か。




　判定では「指定された技能が属する能力値＋その他の修正」個のダイスを振る。

　能力値は【肉体】、【感覚】、【精神】、【社会】の四つがあり、〈情報：裏社会〉は【社会】に属する技能というわけだ。




柳也：（ダイスを振って）よっと……２だ。

ＧＭ：あー、その出目じゃ何にもわからなかったねえ（笑）。

ミナリ：（半眼で）調べて、何かわかったんですか？

柳也：（タバコに火をつける仕草）……わかったのは、俺おれは戦せん闘とう向きだってことだ。

ミナリ：……まったく。そう言うと思ってました、と言いつつ私も判定していいですか。

ＧＭ：いいよ。

ミナリ：〈情報：裏社会〉で……達たつ成せい値ちは８。

ＧＭ：では、ミナリはあの場所にオーヴァードが最低三人いたことが推測できる。

柳也：三人……？

ＧＭ：ポイントになるのは血痕だ。あれだけの血痕を残して、立ち去れる人間はいない。が、血痕の周りに戦闘の痕跡がほとんど無いんだ。

ミナリ：え……？

ＧＭ：つまり、戦ったものと被害者は別にいる可か能のう性せいがあるということ。

柳也：ふむ……。

ＧＭ：そしてもうひとつ。……あの《ワーディング》が感知されたころ、路地裏に入っていく瀬戸川学園の生徒が目撃されている。

紫帆：う…………。

ミナリ：ちなみにこの街に、ＵＧＮがつかんでいる他のオーヴァードは？

ＧＭ：いない。……ＵＧＮの資料では、今現在この街にキミたち以外のオーヴァードは確認できていない。いるとすれば、外から来たか、未登録か、どちらかだ。

ミナリ：…………ちょっとあのコートのことを思い出して、不安そうな顔になります。

柳也：じゃあそれに気がついて。……何か心当たりでもあるのか？

ミナリ：あくまで未み確かく認にんの情報ですが───。




　そう念ねん押おしをして、ミナリは〝銀目の鴉からす〟のことを話し始めた。




柳也：では、眉まゆを少し寄よせて。……〝銀目の鴉〟か。意外な名前を聞いたな。

ミナリ：先ほども言ったとおり、あくまで私の記き憶おくによるものですけど……。

柳也：まあ、注意しておくに越こしたことはない。今はそれよりも───。

ミナリ：目撃された、瀬戸川学園の生徒ですね。

柳也：そうだ。ミナリ、そっちはお前に任まかせる。……こりゃ、当分店は休みだな。

ミナリ：わかりました。それではまず掃そう除じをして、カーテンを閉しめて───。

柳也：（ミナリを見ながら）ったく、お前はホントに細けえなあ。

ミナリ：そっちがおおざっぱ過すぎるんです。

ＧＭ：妙なバランスのコンビだな（笑）。……じゃあここでシーンを切ろう。







◆Middle 03◆再ふたたび襲おそい来る影かげ


Scene Player ─── 七村紫帆






　結局、夕方遅くになってようやっと紫帆は目を覚ました。部屋の窓から外を覗けば、慣れ親しんだ白い校舎が夕陽によって赤く染まっているのが見えた。

　紫帆はのろのろと起き上がり、大穴の空いた制服を手に取る。それは、今までの出来事が夢でないことをはっきりと示している。

　自分の身を襲った恐ろしいほどのトラブルを思い返し、紫帆はため息をついた。




ＧＭ：というわけで次のシーン。シーンプレイヤーは紫帆。

紫帆：むくーっと起きあがって、時間を確認する。……今何時？

ＧＭ：夕方の五時くらい。紫帆が起きるとほぼ同時に、泉が帰ってくるよ。「ただいまー。……あ、やっと起きた」

紫帆：んー、泉おはよー。

ＧＭ：「いや、おはようって時間じゃないし」と彼女はあきれ顔で言い、「ずーっと寝てるからどうしようかと思ったわよ。起こしても反応しないし」

柳也：（ぼそりと）実はその時はまだ蘇生しきってなかったとか（笑）。

紫帆：うわ、ありそう（笑）。とりあえず適当にごまかそう。……うーん、疲れてたのかなあ。

ＧＭ：「先生には体調不良って伝えておいたから。……しっかし、珍しいわよね～。紫帆が寝込んじゃうなんてさ。体だけは丈夫なのに」

紫帆：（乾いた声で）は、ははははは、そうだねー。……うわ～、微妙に笑えなーい（笑）。

ＧＭ：「ちなみに……ほんとにどこか悪かったりしないでしょうね？」と、真面目な顔で泉が言う。

紫帆：う……。反射的に心臓を押さえてしまいそう。

ＧＭ：「……まさか心当たりがあるの？　変に隠したりしないでよ？」

紫帆：いや、そういうんじゃないんだけど……。

柳也：……意外と面倒見いいな、泉。

ミナリ：何でも屋のまとめ役ということなら、面倒見がよくても不思議じゃないですね。

紫帆：とりあえず周りを確認する！　…………アレ、いる？（笑）

ＧＭ：三郎のことか（笑）。では紫帆の頭の中に三郎の声がする。「ここにいるぞー」

紫帆：ギャ──────！（笑）

柳也：「ギャー」って言ったぞ、おい（笑）。

ミナリ：主人公というか、ヒロインらしくない悲鳴を（笑）。

紫帆：だってビックリするじゃないですか！（笑）

ＧＭ：泉は驚おどろいた顔で後ずさる。「……紫帆？　ど、どうしたの？」

紫帆：ご、ごごごめん！　なんか、わたし、これから独ひとり言が多くなるかも……（笑）。




　すごい告白である。




ミナリ：「独り言が多くなる」って、どんな言い訳わけですか！（笑）

紫帆：だってー……（笑）。

ＧＭ：泉はポカン、と口を開けてから。「ね、寝ね過すぎ……だよね？　寝過ぎたから、そんなこと言ってるんだよね？」言葉と裏うら腹はらに泉はスルスルとドアに近づいていく（笑）。

紫帆：ああっ！　待って泉！

ＧＭ：「じゃ、じゃああたし先に行くから。……とりあえず、ゆっくり休んで、ね？」引きつった顔でそう言いつつ、逃にげるように出ていく彼女。

柳也：まあ、そりゃ逃げるよな（笑）。

紫帆：ああああああああ……。

ＧＭ：泉が出ていくと三郎がポン、と出てきて。「ずいぶんと慌あわてて出ていったな」

紫帆：あああああ、絶ぜつ対たい変な目で見てたー。

ＧＭ：「お前があんなこと言うからだろ」

紫帆：だって、急に声かけられるんだもん。慌ててたし……。

ミナリ：あ、ここで登場します。ドアをノック。……七村さん？

紫帆：はい！　今開けますから！　……（小声で）三郎！　誰だれか来たから隠かくれて！

ＧＭ：しぶしぶといった仕草で消える三郎。

紫帆：消えた後にドアを開けて。……あ、委員長。

ミナリ：では、眼鏡めがねをギラリと光らせる私。……お加か減げんはどう？

紫帆：なんか気圧される（笑）。昨日の放課後、街に出たら具合が悪くなっちゃって……。

ＧＭ：頭の中で三郎が、「素す直なおに死んだって言えばいいのに」

紫帆：うう……。言えないよ、そんなの……。

ミナリ：言えないって何が？

紫帆：いや！　えと、何でもないから！

ミナリ：…………。

紫帆：…………。

ＧＭ：なんだろうこの緊張感（笑）。

ミナリ：（咳せき払ばらいをして）えー、七村さん。

紫帆：な、何？

ミナリ：（にっこり笑って）私が知っている喫きつ茶さ店てんで、新メニューが入るの。今度味見に来て欲ほしいんだけど、どうかしら。あなたに宣せん伝でんしてもらえば、みんな来るでしょ？

ＧＭ：なんか全然違ちがう話題に飛んだな。

ミナリ：ほら、ゆっくり話を聞いた方がよさそうな雰ふん囲い気きなので（笑）。

紫帆：あ、うん、そういうのは得意だから。お役に立てると思うよ。

ミナリ：ええ、では場所を変えて───。

ＧＭ：と、ミナリが声をかけたその時。唐突に、学校全体を《ワーディング》が覆おおう。

ミナリ：えっ!?

ＧＭ：体全体に針を打ち込まれるような、殺意だけが支し配はいする《ワーディング》だ。周りの空気がどんよりと重くなり、周囲のざわめきがスーッと消えていく。

ミナリ：攻こう撃げき型がたの《ワーディング》!?　こんなところで！

紫帆：えーと。……わたし、《ワーディング》効きかないんですよね？

ＧＭ：オーヴァードになったからもう効かないね。紫帆がおたおたとしていると、三郎がピョコンと現あらわれる。「ぼーっとすんな！　敵てきが来るぞ！」

紫帆：うわわわわあああ！　なんで出てきてるのよ！　慌てて隠かくそうとする（笑）。

ミナリ：えーと、て、敵？（笑）

ＧＭ：三郎は続ける。「いいから外に出ろ！　こんなところで戦せん闘とうする気か、お前は！」

紫帆：え、戦闘？　え？

ＧＭ：「だから、早く外に出ろ！」

ミナリ：では、その声で正気に戻もどる私。無言で紫帆の腰こしをつかんで、窓まどから飛び降おりる！

ＧＭ：了解。ミナリと紫帆は風を切って落下。そのまましっかりと着地する。

ミナリ：着地後、すぐにあたりを確認！

ＧＭ：では校庭の中央にやせた男がひとり。薄うす気き味み悪わるい笑みのまま、キミたちを見ている。

紫帆：え、えっと……？

ＧＭ：彼は紫帆を見み据すえて一言、「……見つケタ」とつぶやくと、メキメキと音を立てて異い形ぎようの化け物に変わっていく。ミナリはすぐにわかる。……コイツが〝ツインエッジ〟だ。

ミナリ：いきなり!?　とりあえず背中からナイフを抜きます。

柳也：おっと、ミナリ。その前に俺に電話をかけてくれ。せっかくなんで、登場の演えん出しゆつをしたい。

ミナリ：え？　あ、はい。それじゃあ携けい帯たい端たん末まつで緊きん急きゆう連れん絡らくを。

柳也：……俺だ。

ミナリ：寮りようの東ひがし側がわ、校庭の中央に現われました！　コードネーム〝ツインエッジ〟です！

柳也：（ニヤリと笑って）……ああ、見えている。




　言葉と共に、指をはじく音が響ひびき渡わたる。同時に飛来する、漆黒の重力球。

　だが、〝ツインエッジ〟は跳ちよう躍やく。襲い来る漆しつ黒こくの球体を直前で回かい避ひする。

　その土つち煙けむりの向こうから、くわえタバコの男……九条柳也が現われた。




ミナリ：って、そんな演出をするためにわざわざ電話かけさせたんですか！（笑）

柳也：思いついたからな（笑）。……まあ、《ワーディング》がかかった時点で気づいたわけだが。

紫帆：え～と……。わ、わたしは……。

ＧＭ：混こん乱らんしてるだろうね。化け物は再ふたたび現われる。クラスメイトはナイフを取り出す。喫きつ茶さ店てんのマスターは殺気混まじり。

紫帆：なんか、呆然と座すわり込んでます……。

ＧＭ：そして、変身を終えた化け物───〝ツインエッジ〟は紫帆を見て、くぐもった声で言う。「……お前。お前から、強イ力を感ジル」

紫帆：びくり、と震ふるえます。

ＧＭ：「ソノ力……ソノ力を喰くわせろ！」と咆ほう哮こうし、戦闘体勢を取る〝ツインエッジ〟！

ミナリ：私は無言で紫帆の前に立って、かばう体たい勢せいを取る！

柳也：俺おれもいつでも攻こう撃げきできるようにしておこう。

ＧＭ：そして三郎が、「おい、どうするんだ」と紫帆に。

紫帆：ど、どーするって……。

ＧＭ：三郎はミナリや柳也の動きを見て、「まあ、ヤツらに任まかせっきりにしてもいいけどな」。

紫帆：…………。

ＧＭ：「だが、逃にげるにしても、戦うにしても、なるべく早く腹はらはくくっておけよ」

紫帆：戦うって言っても……。どうしよう？

柳也：（素に戻って）さすがに力に目覚めたばかりだからなあ。まだ何もわかってないし、そんな状態でいきなり戦うってのも大変だと思う。

ミナリ：ここは状況を見てていいんじゃない？

紫帆：うん、じゃあとりあえず困って見ていよう。

ＧＭ：了解。では、〝ツインエッジ〟が飛びかかってくるところで戦闘だ！




『ＤＸ２』の戦闘はラウンドという特殊な時間単位で進行する。ラウンドは、セットアップ、アクション、クリンナップなどさらに複数のセグメントに分かれている。簡単に解説すると、セットアップはそのラウンドの状況を確定し、アクションではイニシアティブ値の高いキャラクターから順番に行動し、クリンナップではラウンドの最後の状況を確定するのだ。




ＧＭ：〝ツインエッジ〟のイニシアティブ値は13だから、こっちが先手だな。

柳也：む、のろまそうなイメージがあったんだが、意外と速いな。

ＧＭ：ふっふっふ、知性はともかく戦闘力は高いぞ。では、〝ツインエッジ〟が右手を振りかぶり、そのまま振り下ろす。すると、その手から鱗が飛び出し、ミナリを襲う！

ミナリ：遠距離攻撃!?

ＧＭ：《大蛇の尾》＋《インスタント・ボム》などを組み合わせて攻撃！




『ＤＸ２』の攻撃は、判定で行なわれる。まず攻撃側が判定を行ない、防御側がそれを目標値に判定し、攻撃側が成功なら命中、防御側が成功なら回避というわけだ。

　この際、エフェクトを使用してダメージを上げる、本来届かない場所に攻撃する、などの効果を得られる。さらに、同じタイミングで使用するエフェクトならば同時に使用できるのだ。




ＧＭ：えーと、ダイスは全部で21個。達成値は……よし、３回クリティカルして38！




　判定の際、ダイスの出目が「10」である場合、それをクリティカルと呼ぶ。

　クリティカルしたダイスはもう一度振り、その出目を足すことができる。これは、そのダイスがクリティカルでなくなるまで無限に行われる。

　そして一部のエフェクトを使えば、ダイスの目が「９」や「８」でも「10」と同じようにクリティカルとすることもできるのだ。




ミナリ：こっちは〈回避〉でひとつもクリティカルせず。……失敗です。

ＧＭ：ダメージは34点。ミナリが鱗に触れると、それらが小規模な爆発を起こす。

ミナリ：両手で体をかばいながら、その攻撃をくらいます。そして、《リザレクト》！

ＧＭ：了りよう解かい。……紫帆の目の前でミナリが爆発。だがその傷きずは即座に治っていく。

紫帆：もう、目を剝むいて驚おどろいてます。え……？　これ、は？

ミナリ：私はナイフを構え直しながら、紫帆に声をかける。……後ろに下がっていなさい。あなたでは役に立たない。

紫帆：う、役に立たないと言われると何でも屋としてプライドが傷つくような……。

ミナリ：迷ってる紫帆からは視線を切って、敵に集中します。マイナーアクションで敵に接近、メジャーアクションで攻撃！




　一回の行動はマイナーとメジャーというふたつのアクションに分けられる。

　マイナーアクションでは判定のいらない簡単な行動や移動、メジャーアクションでは攻撃など、判定の必要な複雑な行動を取ることができる。




ミナリ：《業炎》を使用。……達成値は21！

ＧＭ：それならこちらは《竜鱗》だ！　装甲値を上昇させるぞ！

ミナリ：それはまずい！　こっちのダメージは22点だけど……？

ＧＭ：ミナリの振り下ろすナイフに対し、〝ツインエッジ〟は何もしない。体色が少し変化するだけ。ただそれだけでヤツの体は鉄のように硬くなり、ミナリのナイフをはじき返す。……ダメージ０だ。

ミナリ：ぐ……。

柳也：次は俺だが……、この装甲の高さはマズイかもな。




　続く柳也の攻撃も、〝ツインエッジ〟の分厚い鱗を貫けずノーダメージ。




ＧＭ：〝ツインエッジ〟は笑う。「グフフフフフ……、どうせ、オ前達ではオデを止めラレナイ」

ミナリ：しまった……。私と柳也さんだと、装甲の固い敵と相性が悪い。

柳也：装甲を無視するエフェクトも持っているが、今は侵蝕率が足りないな。

紫帆：えっと、わたし装甲無視できるけど……。

ミナリ：ちょっと動いてもらった方がいいかも。これ以上戦ってると、こっちの侵蝕率がどんどん上昇していくし。

紫帆：でも、わたしまだ〝力〟の使い方知らないし……。どうしよう？　と三郎の方を見る。

ＧＭ：なるほど、ではきっかけを作ろう。「なに呆ほうけた面してんだよ」と紫帆を見返す三郎。

紫帆：だ、だって。なんか、あの化け物はわたしを狙ねらってるみたいだし、委員長も喫きつ茶さ店てんの人も苦戦してるみたいだし……。

ＧＭ：「なら、お前も戦えばいいだろ」と何でもなさげに言う。「今のお前でも、アイツを追い払はらうくらいはわけ無いぞ」

紫帆：……、えーとどうやるの？

ＧＭ：「ったく、仕方ねえなあ。……〝力〟の使い方を教えてやる。一回しか言わないからな」

紫帆：う、うん。

ＧＭ：三郎は紫帆の頭に乗る。「まず、全身の血を右手に集めるようにイメージしろ」

紫帆：とりあえず、言われたとおりにしてみます。

ＧＭ：すると、右手がじんわりと熱を帯びていく。その様子を見て、「後はヤツに近づいて、思いっきり殴なぐれ。どこでもいい。あれだけ的が大きけりゃ当たるだろう」

紫帆：なんかいろいろと思うところはあるけど、ちょっと勇気出してやってみよう。……というわけで、接せつ近きんして殴ります。

ＧＭ：了りよう解かい。では、紫帆が一歩を踏ふみ出すと、体中に違い和わ感かんを覚える。なんというか、妙みように効こう率りつよく力が込こめられるというか、そんな感じがする。

紫帆：ああ、キュマイラ筋きんが覚かく醒せいしたのか（笑）。

柳也：なんだそれは（笑）。

紫帆：キュマイラシンドロームの人が持つ筋肉です（笑）。




　そんな設定はありません。




ＧＭ：面白い話もいいですが、とりあえず攻撃をどうぞ（笑）。

紫帆：はい。《全知の欠片かけら》＋《ピンポイントレーザー》で判はん定てい。……達成値ちは29。

ＧＭ：装甲無視のエフェクトを使ってるなら《竜鱗》は無意味だな。回かい避ひは……19で失敗。

紫帆：ダメージは……３点。へろへろっとパンチを。




「えい！」

　どこか力の抜ぬけるかけ声と共に、まるで腰こしの入らないパンチが化け物を叩たたいた。

　だがその瞬しゆん間かん、その拳に宿った光が化け物の胴どう体たいを貫つらぬき───。

　絶ぜつ叫きようが響ひびいた。




ＧＭ：「痛イ痛イ痛イ痛イ！　オデの体ガアアアアアアッ！」と転げ回る〝ツインエッジ〟。

紫帆：わたしはそのまま体たい勢せいを崩くずして転んでます。

ＧＭ：「この力……、〝賢けん者じやの石〟！」憎にく々にくしげに紫帆を見て、叫さけぶ。「必ズ、必ズ喰くってヤル！」そう言って、〝ツインエッジ〟は大きく跳ちよう躍やく。その場から逃にげ去る。

紫帆：……ぽかーん、と見てます。

ミナリ：それを見送ってから私は紫帆に向き直る。……七村さん、悪い知らせがあるわ。

紫帆：え……？

ミナリ：喫きつ茶さ店てんの新メニューっていうのは噓うそなの。

紫帆：そっちの話!?（笑）

ミナリ：でも、話があるのは本当。だから喫茶店に来てもらって───。

ＧＭ：（割わり込んで）と、話を聞いている紫帆の心しん臓ぞうがドクン、とひとつ大きく鼓こ動どうする。

紫帆：え？




　鼓動と共に紫帆の中で何かが叫ぶ。目に見えるものすべてを破壊せよ、と。

　それは純粋な破壊衝動。レネゲイドに侵されたものが持つ、心の傷痕。




柳也：うお！　衝動か！

ＧＭ：うん。何せ初めて〝力〟を使ったわけだしね。そりゃあレネゲイドは暴走するさ。……というわけで抑制するために判定してもらおう。技能は〈ＲＣ〉で目標値は７。

紫帆：衝動判定……。そういうの苦手なのに！　……やっぱり失敗したー！

ＧＭ：了解。では、紫帆の体がガクガクと震えだす。拳を覆っていた光が全身に広がり、周りのものを焦がそうと……。

紫帆：わ、わ、わ、わ。

ミナリ：ＧＭ、待って！　止められないの!?

ＧＭ：紫帆の意識を断てば止められるよ。

柳也：ではミナリに叫ぼう。……暴走だ！　止めろ！

ミナリ：わかりました！　……と言いつつ、ナイフの柄で後頭部を叩いて意識を断ちきる！

ＧＭ：了解。その一撃で紫帆を覆っていた光は消滅し、彼女はがくりと崩れ落ちる。

一同：ふううううううううう。

ＧＭ：では、そこで一度シーンを切ろう。







《大蛇の尾》　伸縮自在の尾を作りだし、攻撃するキュマイラのエフェクト。

《インスタント・ボム》　触れた場所を爆弾に変え、攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《リザレクト》　オーヴァードなら誰でも使えるエフェクト。重傷を負っても自動で回復する。

《竜鱗》　瞬間的に固い鱗を作り、防御するキュマイラのエフェクト。

《ピンポイントレーザー》　相手の弱点を突き、装甲を無効化するエンジェルハィロゥのエフェクト。

衝動　レネゲイドが暴走した時にわきあがる感情のこと。これを抑制できるかどうかの判定を衝動判定と呼ぶ。キャラクター作成時に個別で設定し、紫帆の場合は〝破壊〟だった。











◆Middle 04◆世界の変へん貌ぼう


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　お湯を注ぐと、湯気と共に柔やわらかい香かおりが広がる。

　紅こう茶ちやの香こう気きを吸すい込みながら、ミナリは意い識しきを失ったままの紫帆を見つめる。




　レネゲイド、オーヴァード、ジャーム……。

　紫帆が起きたら、彼女にはこれらのことを話さねばならない。世界の───真実を。




ＧＭ：では次のシーンだ。

ミナリ：そろそろ、紫帆にもちゃんとオーヴァードのことを説明した方がいいですよね？

紫帆：うん。してもらえるとうれしい。

柳也：なら、店に戻るか。そこで説明するシーンにしよう。

ＧＭ：了解。では、キミたち三人は喫茶店に戻ってきた。

柳也：まずは気絶させた紫帆を寝かせる。んで様子を見る。

ミナリ：私も紅茶を淹れながら、紫帆が目覚めるのを待ちます。

紫帆：……じゃあ、しばらく経ってから起きあがります。いたたたたた……。

ミナリ：ちょっと強く殴りすぎた？　大丈夫？

紫帆：あ、いや、そんなでもないから。……えーと、ここは？

柳也：ここは俺の店、喫茶店ペリゴールだ。……お前も来たことあるだろう？

紫帆：周りを見回してからうなずきます。……あ、はい、そうですね。

ミナリ：本当はすぐにでも寮に戻してあげたいのだけれど。あなたには説明しなければならないことがあって、ここまで運んできました。

紫帆：……説明？

ミナリ：あなたが出会った化け物や、得てしまった力のこと。……世界の真実のことを。




　ミナリが語ったのは十九年前に世界に撒まかれたウィルス、レネゲイドのこと。それは侵おかされたものに超ちよう常じよう的な能のう力りよくを与える恐るべきウィルス。

　オーヴァード───レネゲイドによって超人となった者たち。……だが、その代だい償しようとしてレネゲイドに蝕むしばまれ続ける。

　ジャーム───超人の行き着く果て。人としての理り性せいをレネゲイドに喰くわれた者たち。




紫帆：……黙って聞いてます。

ミナリ：これらの真実は世界によって隠かくされた。……こんなものを公開したら、パニックになって今の世界を保たもつことはできないから。




　そして危ういバランスとなった世界を保つため、ひとつの組そ織しきが結成された。

　ユニバーサル・ガーディアンズ・ネットワーク……通つう称しようＵＧＮ。

　レネゲイド事じ件けんを解かい決けつし、日にち常じようを守るために戦うオーヴァードの組織。




ミナリ：私たちはそのＵＧＮに所しよ属ぞくしているの。

柳也：俺が支し部ぶ長、ミナリがエージェント。ＵＧＮ鳴島市支部、たったふたりの構こう成せい員いんってわけだ。そして、こういう非ひ日常の世界の住人でもある。

ミナリ：世界はずいぶん昔に変貌していたってこと。……どう？　理解してくれた？

紫帆：…………正直、信じたくない。

柳也：まあ、そうだろうな。

紫帆：でも……、もう夢ゆめじゃないってわかっちゃったから。

ミナリ：あなたは目覚めてしまった。だから、世界の真実を知らなくてはならない。

紫帆：うん……。

ミナリ：そんな突とつ然ぜんに目覚めて困こまっているあなたを、我われ々われが全力でサポートいたします。

ＧＭ：なんで保ほ険けんの勧かん誘ゆうみたいな口調になってるんだよ！（笑）

ミナリ：ああああ、つい！　思いついちゃっただけなんですが！　本当は、「ＵＧＮならば、あなたに協力できる」とか言いたかったんですが！（笑）

柳也：やれやれ（笑）。俺も一いち応おう付け足そう。……もうひとつ、話しておかなきゃならないことがある。お前が暴ぼう走そうしかけた件だが。

紫帆：暴走……？

ミナリ：柳也さん！　それは……。と、苦い顔で一応止める。

柳也：ミナリを押しのけて話を進める。……さっき、お前の中で何かがはじけるような感覚があっただろう。アレはオーヴァード全員が抱かかえる問題、〝衝しよう動どう〟ってヤツだ。

紫帆：なんとなく、さっきの破は壊かい衝動を思い出して眉まゆをひそめる。

柳也：アレに抗あらがえないオーヴァードはジャームになる。お前を襲おそってきたヤツもジャームだ。

紫帆：あの化け物も……人間だったってこと？

柳也：〝元〟人間だ。今は違ちがう。

紫帆：わたしも、ああなる……？

柳也：その可か能のう性せいは０じゃない。だが安心しろ。お前がああなったら俺が仕し留とめてやる。少なくとも被ひ害がいは広がらねえ。……そう言って、皮肉げに笑う。

ミナリ：柳也さん、言い過すぎです。……とたしなめる私。

紫帆：えーと、それじゃあ……このレネゲイドっていうのは治るの？

ミナリ：う……。暗い顔になる私。

紫帆：…………治らない、の？

ミナリ：だ、大丈夫！　あきらめちゃダメよ！

紫帆：う、うん。……って、なんかお医者さんと話しているような感じが（笑）。

ミナリ：これから先の人生、レネゲイドとの上手なつきあい方をね？　あなた自身が考えていかないと（笑）。

柳也：調子に乗るなって（笑）。

ミナリ：は、すいません（笑）。

ＧＭ：もうちょい説明しなきゃいけないこともあるので、三郎も登場しよう。「お前の場合、それだけじゃねーぞ」

柳也：うお、出た！　……さすがにビックリするよなあ。こんなの出てくると。

ミナリ：私はさっきも見たけど、やっぱり目を丸くしてます。

紫帆：三郎、……それだけじゃないってどういうこと？

ＧＭ：柳也とミナリを置いてけぼりにして、三郎は言う。「さっきも言っただろ？　お前には〝賢けん者じやの石〟が宿ってるって」

ミナリ：賢者の石!?

柳也：さっきのジャームも同じようなこと言ってやがったな。どういうことか教えてもらおうか。

紫帆：えーと。……三郎、お願い。

ＧＭ：「あぁ？　……仕方ねーな」と言いつつ、三郎はさっき紫帆にした話をそのまま話す。

ミナリ：紫帆が一回死んで、〝賢者の石〟を埋うめ込こまれて蘇そ生せいしたって話か……。

柳也：まあ、真しん偽ぎはともかく理り屈くつはわかった。……だが、ひとつ気になることがある。

紫帆：なんでしょう？

柳也：三郎を指さして言うぞ。……これはなんだ？（笑）

紫帆：いやー、それが、その……、わたしも知りたいくらいで……（笑）。

ミナリ：あの～、ひょっとして〝銀目の鴉からす〟に似にていたりしませんか？　三郎の外見。

ＧＭ：うん。だいぶデフォルメされちゃっているけど。確かに似てはいるね。

ミナリ：ちょっと三郎に話しかけてみます。……もしかしてあなたは〝銀目の鴉〟ですか？　あの、三年前にお会いしたことのある者なんですが……。

ＧＭ：三郎はう～ん、とうなりながらミナリの顔を見るけど、「……知らねえなあ」。

ミナリ：（しょんぼりして）そ、そうですか……。

ＧＭ：「あ～、俺の記き憶おくは当てにするな。途切れ途切れで、覚えていることの方が少ないんだ」と、ちょっとばつが悪そうに三郎が言う。

ミナリ：いえ、私も自信があるわけじゃありませんので……。

紫帆：でも委員長、三郎のこと知ってるの？

柳也：心当たりでもあるのか、ミナリ。
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ミナリ：はい。三郎の外見や、〝賢者の石〟という単語から〝銀目の鴉〟が姿を変えたのではないかと思ったのです。……どうやら、違うようですが。

柳也：そうか。確かに鴉は〝賢者の石〟を保有しているという情報があったな。だが……（三郎を見て）これがあの鴉だとはとても信じられんが（笑）。

ＧＭ：ちなみに三郎は「鴉……？　どっかで聞いたような……？」と首をひねっている。

柳也：こりゃダメだな（笑）。

ミナリ：あの、ＧＭ。私たちはどれくらい〝賢者の石〟について知っているんでしょうか？

ＧＭ：そうだね……。じゃあ〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉か〈知ち識しき：レネゲイド〉あたりで判はん定ていしてくれる？　目標値ちは７。成功すれば、ある程てい度どは知っているということで。

ミナリ・柳也：……成功。

ＧＭ：では、ふたりは〝賢者の石〟には前の持ち主の人じん格かくが宿る、という話を知っている。

ミナリ：三郎は、その人格であると？

ＧＭ：いや。さすがにここまで自じ我がが強くて、勝手に外に出てくるケースは聞いたことがない（笑）。……ただ、それに似たようなものだろうという予よ測そくはできる。

柳也：じゃあそれは一いち応おう紫帆にも説明しておくか。

紫帆：（うなずきながら）わからないなりに聞いておきます。

ミナリ：まあ、三郎はともかく、そろそろあなたの今後について具体的な話を。

紫帆：あ、はい。

ミナリ：今後のことだけど、なるべく早くちゃんとした検けん査さを受けてもらいます。その後は普ふ通つうに生活できると思うわ。……ただし、定期的にレネゲイドコントロールの訓練を受けてもらうことになるけど。

柳也：ちょっと待て、ミナリ。

ミナリ：え……、どうしたんですか？

柳也：いや、微妙に気になることがあるんだ。（ＧＭに）さっきも言ってたが、紫帆の〝賢者の石〟は非常に特殊なんだよな？

ＧＭ：そうだね。三郎のような存在は例を見ない。だとすれば、そんなものが宿っている〝賢者の石〟はやはり例を見ない存在と言えるだろう。

柳也：それはつまり……、紫帆がＵＧＮの中でも特異な存在であるってことだな？

ＧＭ：その通り。

ミナリ：……柳也さん？

柳也：ミナリ、紫帆の件はＵＧＮ本部にも日本支部にも連絡するな。

ミナリ：え!?　どういうことですか!?

柳也：俺は苦い表情をしながら言う。……紫帆はあまりに特殊なオーヴァードだ。下手をすれば、ＵＧＮはコイツを実験体として扱う可能性がある。

紫帆：う……。

ミナリ：それには反論しよう。……ＵＧＮに限って、そんなことをするはずがありません！

柳也：俺もそう思いたいところだがな。実験体とまではいかなくても、危険だという理由でどこかに閉じこめられるくらいは考えられる。

ミナリ：…………。

柳也：紫帆の問題は、現段階では〝ツインエッジ〟に狙われていることくらいだ。少なくともヤツを倒すまで、紫帆の件は上に報告するな。

ミナリ：……わかりました。

紫帆：わたしは多分、言っていることがわからないので黙って聞いてます。

柳也：ミナリ、学校ではお前が護ってやれ。いいな。

ミナリ：わかりました。

紫帆：よろしくお願いします……。

ＧＭ：よし、ではここでシーンを終了しよう。







◆Middle 05◆鏡の向こう


Master Scene






　薄うす暗くらがりの中、人とも獣けものともつかぬ化け物が異形の腕を振り回している。

　廃はい棄きされた倉庫の中、空のコンテナが次々と打ち砕くだかれていく。

　化け物───〝ツインエッジ〟は紫帆に付けられた傷きずによって、暴あばれていた。




ＧＭ：では、次はマスターシーンをひとつ。ＰＣは登場できません。

紫帆：おや？

ＧＭ：薄暗い倉庫の中で、〝ツインエッジ〟が暴れている。紫帆が付けた傷を押おさえて、倉庫の中の物に当たり散らしている。

ミナリ：……派は手でなストレス発散ですこと。

ＧＭ：で、さんざん暴れ回った後に変身を解とく〝ツインエッジ〟。人の姿すがたに戻もどった彼は、ゼエゼエと息を荒あららげながら、鏡に向き直ってつぶやく。




「ヤツの……あの力はなンダ？」

「〝賢けん者じやの石〟……、ソウダ、ヤツは〝賢者の石〟を持ってイル……」

「ダカラ、あいつは強イのか」




ＧＭ：ぶつぶつとひとりでつぶやき続ける〝ツインエッジ〟。だが、言葉が進む内にその表ひよう情じようが怯おびえるものになっていく。

柳也：……？




「ダガ……おかシイぞ……」

「あの女は……昨日死んでイタ……」

「ソウダ！　あの女は昨日死んでイタ！　心しん臓ぞうえぐらレテ！　血をダクダク流して！」

「ナゼだ……、ナゼあの女、あんな力ヲ……」




ＧＭ：そうつぶやきながら、〝ツインエッジ〟はガタガタと震ふるえる。

ミナリ：アップダウンの激しい人ですこと……。

ＧＭ：震えながら、怯えながら鏡の向こうをのぞく〝ツインエッジ〟。……すると、鏡に映うつっている〝ツインエッジ〟が、───もうひとりの〝ツインエッジ〟がこう言う。







マスターシーン　ＰＣがメインとならないシーン。主に、ＮＰＣを演出するために使われる。








「落ち着け、いつもと同ジダ。人をたくさん殺シテ喰くって力を溜たメロ。……その後に、あの女も殺シテ喰って力に変えればイイ」




　言葉と共に平へい常じよう心しんを取り戻もどす〝ツインエッジ〟。見る間に彼の口元に歪ゆがんだ笑えみが浮うかぶ。




「ソウダ。殺シテ、そして喰おう」

「ソウダ。殺シテ、喰おう」




　そして、化け物は再ふたたび街に出る。

　新たな犠ぎ牲せい者しやを喰くらい、力をつけるために───。





＊　　　＊　　　＊






ミナリ：自分で立ちなおるなんて、ポジティブな敵てきだ（笑）。

柳也：しかもシンプルだな（笑）。

ＧＭ：ジャームの典型みたいな精せい神しん構こう造ぞうしてるからな。わかりやすくていいだろう（笑）。

紫帆：狙ねらわれてる身としては、あんまり笑えないんですが！（笑）







◆Middle 06◆捜そう査さの行方ゆくえは……？


Scene Player───八重垣ミナリ






　紫帆の一いつ件けんがあってから数日がたった。

　ミナリたちの捜査の甲斐もなく、〝ツインエッジ〟の行方はつかめない。

　一日ひとりの割わり合あいで、犠牲者だけが増ふえていく───。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーはミナリ。

ミナリ：そろそろ本ほん腰ごしを入れてヤツの行方を追わないと……。

ＧＭ：とは言え、敵もさるもの。あれから数日たっても、手がかりはつかめていない。

ミナリ：やはり動かせる人員の少なさが響ひびいてますね。

ＧＭ：そしてあの後、一日にひとりずつ〝ツインエッジ〟の犠牲者が出ている。

ミナリ：（顔をしかめて）これは、ＵＧＮだけでどうとは言ってられません。……警けい察さつへのコネがあるのでその人に当たって情じよう報ほうを得ましょう。

ＧＭ：了りよう解かい。……では、〈情報：警察〉でまず判はん定ていをしてくれ。

ミナリ：……達成値ちは９です。

ＧＭ：ではミナリは、一番新しい〝ツインエッジ〟の犠牲者が出たと言われ、北地区の路ろ地じ裏うら付近に呼よび出される。呼び出したのは鳴島市の老刑けい事じ。ＵＧＮの協力者のひとりだ。

ミナリ：わかりました。他の警官に見られると面めん倒どうなので、離はなれたところで話を聞きます。

ＧＭ：了解。現場から少し離れたところで、その老刑事が言う。「……被ひ害がい者しやは通りすがりの女じよ性せい。傷きずは前と同じ、胴どう体たい部ぶにでかい切り傷がふたつ」

ミナリ：まったく同じやり方、ということですね。

ＧＭ：「ああ、その通りさ。……いたぶって殺すところまで同じだ」

ミナリ：いたぶる？

ＧＭ：ちょっと目を伏ふせて老刑事が言う。「被害者は恐きよう怖ふに歪ゆがんだ顔してやがった。さんざん脅おどされたんだろう。その後にバッサリだ。……ひでえ話だよ」

ミナリ：ギリッと奥おく歯ばを嚙かみしめます。

ＧＭ：「一日にひとりずつ、被害が出ている。……嬢じようちゃん、これは俺おれの勘かんだがな」

ミナリ：なんですか？

ＧＭ：「こいつぁ、犯はん人にんにとっては遊びなんだ。……一日にひとり殺す、遊びなのさ」

ミナリ：…………許ゆるせませんね。

ＧＭ：「ああ。一いつ刻こくも早く止めにゃならん」

ミナリ：では、ちょっと力の入っている刑事さんを見て言います。……でも、これは私たちオーヴァードの事件。あまり踏ふみ込こまないでくださいね？

ＧＭ：老刑事はうなずく。「わかってる。だが、協力ができることがあれば言ってくれ」

ミナリ：ああ……それではひとつお願いが。

ＧＭ：「なんだ？」

ミナリ：この男を捜してもらえませんか？　……と言って、カバンから似に顔がお絵えを取り出します。この間見た〝ツインエッジ〟の素す顔がおの似顔絵を。

紫帆：素顔？

ミナリ：ほら、この間の襲撃時に変身前の姿で現われたから。手がかりになるかと思って。

柳也：確かに、いつもあの化け物の姿じゃ無いだろうしな。

ＧＭ：では、老刑事は言う。「……こいつが容疑者というわけか」

ミナリ：そうです。おそらくは犯人かと。

ＧＭ：……ではここで、〈芸術：絵画〉で判定してもらおう。

ミナリ：えっ!?

ＧＭ：その似顔絵がどれだけ似ているかの判定だ。達成値がよければ、後で情報を回す。

ミナリ：むむ、なるほど。【社会】は２なのですが……よし、達成値は９！

柳也：９か……。まあ十分なところだろ。

ＧＭ：（紙にメモを取りながら）了解、９ね。では、老刑事はその似顔絵を預あずかる。

ミナリ：では最後に被害者にちょっと祈いのりを。その後にすぐ捜査に戻もどります。

ＧＭ：では、そこでシーンを切ろう。







◆Middle 07◆戻もどるべき場所


Scene Player ─── 七村紫帆






　あれから数日。紫帆はすっかりいつもの生活に戻っていた。

　レネゲイド、オーヴァード、ジャーム───非ひ日常の言葉の数々も、いつものとおり頼たのまれごとをこなしているうちに遠い存そん在ざいとなってくる。




ＧＭ：では、次は紫帆のシーン。

紫帆：あ、はい。

ＧＭ：さて、キミがレネゲイドの存在を知ってから数日。キミはいろいろありながらも、いつものとおりの生活に戻っている。

紫帆：そっか。オーヴァードになったからって、すぐにできることがあるわけじゃないんだ。

ミナリ：あなたは〝ツインエッジ〟に狙われている身ですからね。調査はこちらでやりますから。

柳也：まあ、通常通りに生活しててくれ。

紫帆：うん、襲撃されたり、三郎が出てきたりでいろいろと〝仕事〟もこなせてないし。その分取り戻さなくちゃ！

ＧＭ：というわけで、シーンの舞ぶ台たいは学校。今ホームルーム前だと思ってくださいな。

紫帆：まず、できなかった依い頼らいについては片かたっ端ぱしから謝あやまりに行こう。

ＧＭ：もちろん泉もそれには付き合うよ。で、明らかに不満そうな顔をする依頼者にはフォローを入れたりする。

紫帆：こないだ、猫ねこ用ようのイワシ買いそびれちゃってゴメン。

柳也：そんな依頼あったのか（笑）。

ミナリ：そうすると、その生徒が言うわけですね。「えー、せっかく待ってたのによー」

ＧＭ：そうそう。すると泉が、「紫帆だってずっと寝ね込こんでたんだからさ。……たまには許してやってよ～」。

紫帆：うう、友ゆう情じようが身にしみる。

ＧＭ：「熱のせいで、ひとり言が多くなっちゃったりするんだから」

紫帆：余よ計けいなこと言わないで───っ！（笑）

ミナリ：自分で言ったくせに（笑）。

ＧＭ：「ちなみに治ったの？　独り言」と、泉はにやにやしながら聞く。

紫帆：わかって聞いてるでしょ、それ……。

ＧＭ：「まあねー」そう言いつつ、依頼者の生徒と別れてから紫帆は言う。「でも、ホントに体調は大丈夫なの？　中学時代、ほとんど体調も崩さなかった紫帆があんな風に休むなんて、何かあったとしか思えないよ」

紫帆：むむ、鋭い。

柳也：付き合いが長い分、気がつくんだろうな。

ＧＭ：「で、どうなの？　休んだ方がいいのに無理して動いたりしてないでしょうね？」ちょっといぶかしげに紫帆を見る泉。

紫帆：大丈夫。あんまり休んでると忘れられちゃうし。……まだまだお役に立ちますよ？

ＧＭ：では泉はじっと紫帆の顔を見て。「じゃあ、あたし依頼用のノート持ってくる。そしたらまたみんなから依頼を受けてまわろう」

紫帆：うん！

ＧＭ：すると三郎が声だけで、「お前、変なことやってるなあ」と言う。

紫帆：（小声で）そうかな？

ＧＭ：「こんな商売、ほとんど自分の得にはなってねえだろうに。よくやるぜ」三郎の声はちょっとあきれた感じだ。

紫帆：んー、始めたのは中二くらいなんだけど。楽しくて今でも続けてる。

ＧＭ：「……楽しいのか？」

紫帆：楽しいよ。……みんなの役に立ってる、っていうのがストレートにわかるし。

ＧＭ：「ふ～ん……」と興きよう味みなさげな声を上げる三郎。と、そこに泉がノートを広げて言う。「準備できたよー」

紫帆：よし！　じゃあ何でも屋再さい開かいするよっ！

ＧＭ：「はーい！　じゃあ何か頼み事ある人はこっちに集まって～！　順番にノートに書いてもらうから～！」と泉が声を張はり上げる。すると、生徒が「お、始まった始まった」とか「売店の話なんだけどさー」とか口々に言いながら集まってくる。

柳也：ノートにどんどん依頼がたまっていくわけだな。

紫帆：うんうん。

ミナリ：ちょっと、ここで一いち応おう登場しましょう。様子が気にはなるし。

ＧＭ：では、ざわついた教室にミナリが入ってくる。紫帆の周りに人が集まっているのは、いつものことと言えばいつものことだ。

紫帆：じゃあ入ってきた委員長を見て、ちょっと硬こう直ちよくします。怒おこられそう……。

ＧＭ：泉も「げ、委員長……」と渋しぶい顔。

ミナリ：そんな顔をしなくてもよいでしょう。（にっこり笑って）……紫帆さんの〝仕事〟はみんなの役に立つんだから、いいことじゃない。

ＧＭ：…………。

紫帆：…………。




　なぜか訪おとずれる沈ちん黙もく。




ＧＭ：ミナリの一言に、教室全体が沈黙する（笑）。

柳也：生徒のひとりが、カラーンとペンを落としたり（笑）。

ＧＭ：泉がポカンと口を開けて硬直したり（笑）。

ミナリ：私は普ふ段だんどういう風に思われているんだろう……。ちょっとショック（笑）。

紫帆：ま、まあ！　委員長のお墨すみ付つきももらったし！　なんでもやるよー！　消しゴム一個こから、先生との交こう渉しようまで！

ミナリ：私も、できることがあれば手伝うわ。

紫帆：え？

ミナリ：（小声で）これから、オーヴァードとしていろいろやることになるでしょう？　その負ふ担たん軽けい減げんも兼かねて。

紫帆：……うん、ありがと。

ＧＭ：泉がなんとなくその様子をじーっと見てる。「なんか……、いつもと様子違ちがわない？」

紫帆：そ、そうかな……（目をそらす）。

ＧＭ：「委員長もなんか優やさしいしさ。前はどっちかっていうと仲は悪い───」

ミナリ：そんなこと無いわー（棒ぼう読よみ）。

柳也：お前……ごまかすつもりないだろ（笑）。

紫帆：えーと、とりあえずごまかそう（笑）。……なんか、前に倒たおれた時にお見み舞まいに来てもらってから、意気投合したの。

ミナリ：そうそう、そうなの。

ＧＭ：泉はふたりを見て、「……まあ、いいけど」とまったく納得してない口調で言う。

紫帆：まあまあ！　ほら、みんなからの頼み事もごそっと溜たまったし！　ガシガシこなしていこう！　ね!?

ＧＭ：「うん……」




　微び妙みように疑ぎ問もんを抱いだいたままの泉を、強ごう引いんに押おし流す。

　ちょっとした違い和わ感も、〝仕事〟をどうこなしていくかを相談していくうちに消えていく。




　確たしかにここは、紫帆の居い場ば所しよだ。どんなことがあったとしても、この場所だけは変わらない。

　そう思っていたのだ。……この時は、まだ。







◆Middle 08◆狩人かりゆうどの掟おきて


Scene Player ─── 九条柳也






　狭い店内の中で、柳也はタバコをくゆらせて考える。

〝ツインエッジ〟の被害は拡大中だ。ヤツを直接捕獲できない限り、この被害は止まることはないだろう。

　ならば、ヤツを捕らえるには……？




　柳也は考える。敵を追い詰めるために。狩人の責務を果たすために。




ＧＭ：では次のシーン。

柳也：あー、その前にちょっと聞きたいことがあるんだが。

ＧＭ：なに？

柳也：今、〝ツインエッジ〟は一日にひとりずつ街の人間を殺してるんだよな？

ＧＭ：そうだね。きっちりひとりずつ、死体が発見されている。

柳也：で、ヤツは紫帆を狙ってる。……それはこの間の襲撃の時に言ってたよな。

ＧＭ：うん。〝賢者の石〟がほしい、と言っていた。

柳也：ってことは紫帆が囮になれば、ヤツが出てくる可能性が高いってことだな。

ミナリ：えっ!?

ＧＭ：そうだね。可能性は高い。

柳也：（素に戻って）というわけで、それについてミナリと話をするシーンが欲しいです。……話をするというか、言い合いをしたい（笑）。

ＧＭ：ああ、何も知らない素人をどう扱うかで言い合いがしたいのか。それは必要だ（笑）。

ミナリ：それは是非（笑）。……というか、普通に私は反対意見を出しますし。

ＧＭ：では、ドアがカランカランと音を立ててミナリが入ってくるところからシーンを始めよう。

ミナリ：……お呼びですか。

柳也：俺おれはタバコの煙を吐はき出して言う。……ひとつ、作戦を実行するぞ。

ミナリ：なんでしょう。

柳也：〝ツインエッジ〟を捕ほ獲かくするために、紫帆を囮おとりにする。

ミナリ：一いつ瞬しゆん言葉に詰つまってから、真っ赤になって怒ります。……本気ですか、柳也さん！

柳也：本気だ。……それが一番効こう率りつがいい。

ミナリ：机をバンと叩いて言う！　……危き険けんすぎます！　彼女は覚かく醒せいしたばかりで、さらに〝賢けん者じやの石〟を持つオーヴァードです。囮になる戦せん闘とう力りよくも無いし、何かのショックでジャーム化する可か能のう性せいだって高い！
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柳也：…………それで？

ミナリ：私は反対です！　確たしかに私の戦闘力では、囮にならないかもしれません。ヤツの防ぼう御ぎよ力りよくを貫つらぬけるかどうかわかりませんから……。

柳也：戦闘力は問題じゃねえ。どっちにしてもお前じゃ囮にはならん。〝ツインエッジ〟が興きよう味みを持っているのは紫帆だ。

ミナリ：しかし！

柳也：俺はタバコの煙けむりを吐き出して言う。……もうひとつの理由は被ひ害がい者しやだ。俺たちがヤツを逃にがし続ける限かぎり、被害者は増ふえ続ける。

ミナリ：……拳こぶしを握にぎります。

柳也：一日にひとり。これを止めるにはヤツを倒たおす以外にはない。囮作戦はそのための、最も可か能のう性せいの高い方ほう策さくだ。

ミナリ：ですが……。

柳也：エージェントの割わりに、ずいぶんと甘あまいことを言うヤツだな、お前は。

ミナリ：…………。

紫帆：えーと、ここで登場していいですか？

ＧＭ：問題は無いですよ。

紫帆：さらに、今の話を聞いてたことにしていいですか？

柳也：ああ、いいね。むしろ聞いておいてもらいたいくらいだ（笑）。

ミナリ：うん、確かに（笑）。

紫帆：じゃあ、ドアがカランと音を立てて、半開きの扉とびらの向こうにわたしが。

ミナリ：し、紫帆！　と声を上げて、不自然に立ちあがる私（笑）。

柳也：俺は黙って紫帆を見る。

紫帆：こ、こんにちはー……。

ミナリ：ど、どうぞ、中に入って？　お茶でも、いれます？　……そのままギクシャクとバーカウンターへ（笑）。

紫帆：あの……大だい丈じよう夫ぶ？

ミナリ：だ、大丈夫ですわ！　何にも問題はありませんよ？　ほ、ほほほほほ……（笑）。




　どう見ても大丈夫に見えない挙動を繰り返す女、ミナリ。




柳也：このままミナリの面白い挙動を見ていたい気もするが。まあ話を進めるか（笑）。

紫帆：お願いします（笑）。

柳也：では、入ってきた紫帆をじろりと見て言う。……お前、今の話聞いてたな。

紫帆：えーと、その。……はい、聞いてました。ごめんなさい。

柳也：まあ、謝ることじゃねえ。それに聞かれたのならば、話は早い。

紫帆：…………。

柳也：俺はお前に囮おとりになって欲ほしい。お前が力を貸かせば事じ件けんを止められる。

ミナリ：柳也さん……。

柳也：ただ、無理にやらせる気もない。あとはお前のやる気だけなんだが……どうだ？

紫帆：…………。

ミナリ：…………む、無理する必要はないのよ？

紫帆：あの化け物……ジャームはまだ捕つかまってないんですよね？

柳也：ああ、捕まっていない。それどころか、被害者は増える一方さ。

紫帆：…………。

ミナリ：…………。

ＧＭ：さて、どうします？　どういう選択でも、シナリオは進行しますよ。

紫帆：……え、と。確たしかにわたしがいたほうが、事件は解かい決けつしそうな気はします。でも……。

ミナリ：でも……？

紫帆：わたしはまだ、力が上手うまく使えないし……。囮は……無理だと思います。

柳也：そうか、と答えてから俺は息をつく。……俺に強きよう制せいする権利は無い。お前がやれないというのなら、この話はこれで終わりだ。

ミナリ：ちょっとほっとしてます。

紫帆：…………。

柳也：だが、もし決意ができるのなら連れん絡らくをくれ。……と、連絡先の番号を教えておこう。

紫帆：（おずおずと受け取り）……じゃ、じゃあわたし泉を待たせているんで。

柳也：ああ。

ミナリ：……気をつけて。

紫帆：うん。……わたしはこれで退たい場じようします。

ＧＭ：了りよう解かい。紫帆は喫きつ茶さ店てんから出ていく。残されるのはＵＧＮのふたり。

ミナリ：断ことわられましたね……。

柳也：まあいいさ。……だが、代案を考えなきゃならんな。

ミナリ：それなら、一応ひとつだけ手を打ってあります。

柳也：ほう？

ミナリ：警察の協力者に、〝ツインエッジ〟の情報を渡して捜索してもらうよう頼みました。……と言って、さっきの刑事さんとの話を伝えます。

柳也：ああ、それがあったか。

ミナリ：そろそろ連絡があってもおかしくはないのですが───。（ＧＭに）というわけで、電話がかかってきたりしませんか？

ＧＭ：了解。では、ミナリが話した直後に老刑事───名前は山やまさんにしよう。山さんから電話がかかってくる。シーン６の情報収集の結果だ。

紫帆：山さん（笑）。

柳也：なぜか有ゆう能のうそうなイメージがあるな（笑）。

ミナリ：（携けい帯たいを取って）はい、もしもし。

ＧＭ：「……俺だ」と山さん。彼は声を潜ひそめている。「あんたにもらった似に顔がお絵えによく似た男を発見した」

ミナリ：えっ!?　どこですか!?

ＧＭ：「廃はい棄きされた倉庫に入っていくのが見えた。港の南側にある倉庫だ。どうやら、そこで寝ね泊とまりしているらしい。……どうする？」

ミナリ：急行します。そちらは何も手出しをしないでください。対象が動くことがあれば逐ちく一いち連絡を。……ですがその際さいにも安全最さい優ゆう先せんで。

ＧＭ：「わかった」山さんからの電話は切れる。

ミナリ：柳也さん、ヤツの居い場ば所しよが判はん明めいしました。

柳也：紫帆に囮はさせなくてすんだか。よし、行くぞミナリ。……と言って立ち上がる。

ミナリ：はい！

ＧＭ：では、ふたりが出ていくところでシーンを切ろう。







◆Middle 09◆苛いら立だつ心


Scene Player ─── 七村紫帆






　カツンカツンカツンカツン……。

　いつもより少し強い調子で、紫帆は革かわ靴ぐつをアスファルトに叩たたきつける。

　頭の中では、さっきの言葉が渦巻いていた。もやもやとした気持ちがどんどんと大きくなる。

　その気持ちに何か決着をつけたくて。紫帆は足を止めた。




ＧＭ：では、次は紫帆のシーン。

紫帆：んー、ここでちょっと三郎と話したいんだけど……。

ＧＭ：お、なるほど。どこで話す？

紫帆：さっきのシーンの直後で。泉との待ち合わせ場所に行く途と中ちゆうがいいかな。

ＧＭ：了りよう解かい。では、喫茶店を出て駅前に行くまでの道。住宅街の中を紫帆は歩く。もう日も暮くれかけており、あたりには誰だれもいない。

紫帆：わたしは不安を紛まぎらわすように、早足で歩く。……さっきのことが気になるし。

柳也：まあ、囮になれと言われたらそうだろうな。

紫帆：で、急にぴたっと立ち止まってうつむいたまま三郎に声をかける。……三郎、いる？

ＧＭ：では、いつもと変わらず不ふ機き嫌げんな顔の三郎が目の前に現あらわれる。「なんだよ？」

紫帆：……さっきの話聞いてた？

ＧＭ：「聞いてた」じろりと三郎は紫帆を見る。「囮おとりがうんぬんってヤツだろ？　断ことわってたじゃねえか」

紫帆：…………あれで、よかったのかな？

ＧＭ：「あぁ？」すごむ三郎。ちなみにあんまり怖こわくない（笑）。

紫帆：でもビビルわたし（笑）。だって、柳也さんの言うことの方が正しそうだし……。

ＧＭ：「そりゃ、ヤツの言うことは正しいだろうよ」ぶっきらぼうに三郎は言う。「あのジャームを早く捕つかまえる手しゆ段だんとして、お前を囮にするのは理にかなっている」

紫帆：それじゃあ、やっぱりわたしが……。

ＧＭ：「囮になればよかったってのか？」ますます不機嫌になる三郎。「お前にその気があるのかよ？」

紫帆：う……、その……。役には立ちたいな、とは思うけど。

ＧＭ：「どっちなんだよ」

紫帆：……正直に言えば、やっぱり怖い。あんな化け物と二度と会いたくない。

ＧＭ：「なら、やめとけ」

紫帆：え、でも……。

ＧＭ：「別に囮作戦が正しいからと言って、お前がそれをしなきゃならんわけじゃない」三郎はため息をつく。「お前が自分の身の安全を考えるのも、正しいことなんだからな」

紫帆：えーと……どういうこと？

ＧＭ：「囮作戦はアイツらの都合だろ。お前にはお前の都合がある」

紫帆：……それで、いいのかな？

ＧＭ：「最終的にはお前の決けつ断だんだ。だいたい、無理して囮なんざやっても死ぬだけだぞ」

紫帆：…………そうかな。

ＧＭ：「そうさ。だいたいお前は他人の都合に振り回されすぎだ。学校といい、今回といい」やれやれ、とため息をつく三郎。まあ、三郎は呼吸しているわけじゃないけど。

ミナリ：芸が細かい（笑）。

紫帆：う～ん、ちょっと悩んだ後に聞こう。……ね、三郎。

ＧＭ：「なんだよ」

紫帆：聞いても意味がないことかもしれないけど。……どうしてわたしを助けたの？　なんでわたしに〝賢者の石〟をくれたの？

ＧＭ：彼はちょっといぶかしげな顔で、「それは───」

紫帆：それは？

ＧＭ：「…………忘れた」

紫帆：（心底あきれた顔で）えええええええええええ～？

ＧＭ：「そんな声出すなよ。覚えてねえものは覚えてねえんだから」三郎も微妙に困り気味だ。

紫帆：それもわかるけど……。でも、いくらなんでも忘れすぎじゃない？

ＧＭ：「いいだろ別に！　だいたい、今は囮作戦の話だったじゃねえか。なんで俺の記憶の話になるんだよ」

柳也：逆ギレ起こしたぞ、おい（笑）。

ＧＭ：三郎はそれしかごまかす方法を思いつかなかったんだ（笑）。

紫帆：う～ん、事件の発端が〝賢者の石〟だったから、それをくれた理由を知りたかったんだけど……今はいいや（笑）。

柳也：いいのか（笑）。

紫帆：うん、三郎もこんな調子だし。……覚えてないならいいよ、もう。と声をかけて待ち合わせ場所に急ぎます。難しいことはまた後で考えよう。

ＧＭ：了解。では、三郎もぶつぶつ言いながら消える。




　納得はまるでできていない。囮のことも、狙われる理由も、覚醒したことも。

　でも、今はそれを頭の中から追い出して紫帆は再び歩き始める。

　この判断が後で致命的なものになるとは、この時、紫帆は考えてもいなかった。

　まだ時間はあると、そう思っていた───。







◆Middle 10◆ふたつの刃やいば


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　鳴島市北部にある倉庫街の入り口でミナリと柳也は老刑けい事じと合流。該がい当とうする倉庫の位置とターゲットの状じよう況きようを聞き出した。

　老刑事によればターゲットは一時間前に倉庫に戻もどったきり、出てくる様子はないという。




ＧＭ：では次のシーン。ミナリと柳也のシーンだ。

ミナリ：さっきの電話を受けて、〝ツインエッジ〟の隠かくれている倉庫に行きます。

柳也：時間は？

ＧＭ：夕ゆう刻こく。もうそろそろ夜になる。……紫帆が死んだのと同じ時間だ。

紫帆：うー（笑）。

柳也：とりあえず倉庫街までは車で駆かけつけるぞ。

ＧＭ：キミたちが到とう着ちやくすると、刑事の山さんがすぐにやってくるよ。「……ヤツは一番奥おくの倉庫にいる。出てくる気配はない」

ミナリ：分かりました。監かん視しラインをもう一段階引いて、待機してください。

ＧＭ：山さんはうなずく。

ミナリ：……柳也さん、行きましょう。

柳也：ああ。

ＧＭ：ちなみにその倉庫はずいぶん古いものらしく、壁のあちこちに汚れがシミを作っている。近づけばわかるけど、扉もサビで赤茶けており、鍵すらかかってないよ。

柳也：新しいタバコに火をつけてからつぶやく。……不用心だな。

ミナリ：私はナイフを抜き、注意深くドアを開けます。……誰かが侵入してくるという意識が無いんでしょう。

ＧＭ：中は薄うす暗ぐらい空間が広がっている。三つしかない電でん灯とうが、広い倉庫を申し訳わけ程てい度どに照らしている。貨物が雑ざつ然ぜんと積まれており、整理されている様子はまるでない。

ミナリ：隠おん密みつ行動には適てきしてそうですね。……物音を立てないように進みます。

ＧＭ：了りよう解かい。……ゆっくりと進んでいくと、正面入り口近くから声がする。

柳也：ヤツか。

ミナリ：柳也さんにハンドサインを出して、そちらの様子を確かく認にんします。

ＧＭ：では、ミナリが貨物の陰かげから顔を出すと───。




　確たしかに、そこには変身前の〝ツインエッジ〟がいた。

　だらしの無い長ちよう髪はつ、鉤かぎ裂ざきだらけの衣服、病的に瘦やせた長身。

　だがそこには───同じ姿の男がふたりいた。




一同：…………。

ＧＭ：ふたりの男はまったく同じ外見に見える。ただひとつ違ちがうのは、ひとりは左ひだり腕うでの袖そでが、もうひとりは右腕の袖が破やぶけていること。

ミナリ：え～と。…………ちょっと、脳のうの許きよ容よう量りようを超こえました（笑）。

柳也：俺もだ（笑）。

ＧＭ：で、片かた方ほうが言う。「兄者ー！　オ、オデはもう我が慢まんできネエー！」

柳也：待て！　兄弟なのか！（笑）

ＧＭ：その通り（笑）。そうするともうひとりが、「もう少し待テ、弟ヨ。……あと少シで、あの〝賢けん者じやの石〟を喰くラウことがデキル」と同じ声で返す。

紫帆：お兄さんの方が、ちょっとマシな気が……。

ＧＭ：「そうスレバ、後はドンナ人間でも喰ライ放題ダ！　ギヒ、ギヒヒヒヒヒヒ！」

紫帆：あああああ、全然そんなこと無い～（笑）。

ＧＭ：何が面おも白しろいのか、笑い続ける兄。それにつられて、さっきまでわめいていた弟も同じように笑い始める。「ギヒ、ギヒヒヒヒヒヒ……」（笑）。

柳也：…………だんだん頭痛いたくなってきたな（笑）。

ミナリ：ものすごい今さらですが、ヤツらは双ふた子ごだから〝ツインエッジ〟なのですね（笑）。

柳也：そうらしいな。……正直、もうどうにでもしてくれという感じだが（笑）。

ＧＭ：彼らは仲のよい兄弟なのよ（笑）。犠ぎ牲せい者しやも全員致ち命めい傷しようがふたつついてたでしょ？　あれは、兄弟が同時に襲おそいかかっているからそういう傷きずになるわけだ。

柳也：で、ＵＧＮがそれを見て〝ツインエッジ〟なんていうコードネームをつけたわけか。

ＧＭ：そういうこと。さっきのマスターシーンでも、彼らは兄弟で会話をしていたわけだね。

ミナリ：多少あきれながら、柳也さんに小声で。……どうしますか？

柳也：俺もため息をついてから言う。……ひとりだろうが、ふたりだろうが、やることは変わらん。ヤツらを排はい除じよしなければ事じ件けんは解かい決けつしない。

ミナリ：……わかりました。敵てき二体を想そう定ていして、戦せん術じゆつを修しゆう正せいします。

ＧＭ：ではそっちの〈隠密〉とこっちの〈知覚〉で対決をしてもらおうか。こっちは思考パターンはともかく、【肉体】や【感覚】は鋭するどいぞ。

ミナリ：う、〈隠密〉か……。

柳也：はっはっは、俺は【感覚】１しかないぞ。……ええと達成値ちは６。

ミナリ：柳也さん……。私は達成値12です。

ＧＭ：こっちは……弟が９、兄が18。ふたりとも見つかったな。弟が柳也の方に、兄がミナリの方に目を向ける。「……誰だれダ！」

柳也：ちっ、ならばおとなしく出ていこう。

ミナリ：同じく。右手にナイフ、左手にワイヤーウィップを準じゆん備びしつつ、警けい戒かいして。

ＧＭ：物陰から現あらわれたふたりに、弟の方がうめく。「……お前ラカ」

柳也：どうやら、前に学校で会ったのは弟のようだな。

ＧＭ：その通り。「兄者、ＵＧＮダ」と弟。「ＵＧＮカ……」と兄。

ミナリ：ＵＧＮを知っているならもうわかるでしょう。……あなた方を捕縛します。観念なさい、〝ツインエッジ〟。

ＧＭ：「ウオオオオオオオオン！」と、ミナリの言葉を聞いて弟が吠ほえる！

柳也：む！

ＧＭ：弟は近くにある人よりも大きな貨物を片手で持ち上げ、ミナリたちに投げつける！

ミナリ：それはサイドステップしてかわします！

ＧＭ：同時に言う。「兄者！　ココはオデに任まかせテ〝賢者の石〟ヲ！」

紫帆：え！

ＧＭ：弟は続ける。「どうせ、こいつラはオデに傷をつけられネエ！　それに……」

ミナリ：何を!?

ＧＭ：「オデはもう、腹はらガ減へって腹ガ減って、殺スの我が慢まんできネエー！」（笑）

柳也：ただ腹が減っただけかよ！（笑）

ミナリ：（あきれた様子で）とことんまで、ダメなヤツら……。

ＧＭ：しかし、それを聞いた兄は弟にうなずくと、正面玄げん関かんを破は壊かいして外に出るぞ。

柳也：まずい！

ミナリ：止めることはできませんか!?

ＧＭ：弟が障害となる。〈運動〉で対決して勝利しないと兄を追いかけられない。

ミナリ：今度は〈運動〉！　キュマイラ相手に！

ＧＭ：こっちから振ふるよ。……達成値ちは23。

柳也：……失敗。

ミナリ：私もダメです……。

ＧＭ：では、兄を追いかけようとする柳也とミナリを弟が邪魔する。「ギヒヒヒヒ……、お前タチも、〝賢けん者じやの石〟モ、オデたちがペロッと平らげてヤル」

柳也：───そう簡かん単たんに行くと思うな。

ミナリ：こちらこそ、あなたを倒たおしてもうひとりを捕つかまえてみせます！




　まさか敵がふたりいるとは……！

　片方を取り逃した動揺を抑えつけ、ミナリは目の前の敵をにらみつける。

　一刻も早くコイツを倒し、紫帆を助けにいかなければ！







◆Middle 11◆その時の決けつ断だん


Scene Player ─── 七村紫帆






　泉と合流し、〝仕事〟をこなしても、紫帆の頭からは柳也たちの言葉が抜けなかった。

　あの時と同じ夕陽に照らされながら、街からの帰り道を泉と歩く。




　何も知らない泉は、いつものように屈くつ託たく無く紫帆に話しかける。

　紫帆にはそれが少し───つらかった。




ＧＭ：では、次のシーンは紫帆。……さっき喫きつ茶さ店てんを出てから、泉と合流した後のシーンだ。

紫帆：はーい。……これから何でも屋の〝仕事〟をするのかな？

ＧＭ：いや、終わった後にしよう。買い物など、様々な頼たのまれごとを片かた付づけてキミたちふたりは学校へ帰る途と中ちゆうだ。夕日によって、長い影かげができている。

紫帆：じゃあ、わたしはなんとなくぼーっとしている感じで。重要な話を聞いてなかったり、違ちがう話をしたりする。

ＧＭ：泉はいつもより多少テンションが高めだね。珍しくお店の人と交渉をして、ちょっとおまけをもらったりしている。

紫帆：それをわたしはぼーっと見てる感じ。

ＧＭ：うん。……で、帰り道を歩きながら泉が言う。「今日はなかなかいい感じだったわね！　必要なものもゲットできたし、おまけももらったし！　いやー、あたしの交渉術もなかなかのものだわ」

紫帆：わたしはうつむいたまま聞いてない。……え？　泉、何か言った？

ＧＭ：すると泉は深々とため息をついて言う。「……ほんっとに重症ね、紫帆」

紫帆：重症……？

ＧＭ：「あんたのことよ。……いつも周りが楽しそうにしてれば紫帆も元気になるから、ちょっとテンション高くしてみたのに。何の効果も無いなんて」

柳也：そうだったのか。

紫帆：うーん、当たってる気がする。……ごめん、とつぶやこう。

ＧＭ：「ホントに体治ったの？　実はまだどっか悪い、とかいうんじゃないでしょうね？」じろじろと紫帆を見る泉。

紫帆：あ、いや、そうじゃないよ。ただ、最近ちょっと大変で……。

ＧＭ：「大変？　何が？」

紫帆：えーと、それは───。……しまった、これ以上話せない。

ミナリ：泉はあくまでも一いつ般ぱん人じんですからね。

紫帆：あー、そのー、ほら、テストとか、ね？　……と、適てき当とうなフォローを入れよう。

ＧＭ：泉はいぶかしげな顔のまま、紫帆をじーっと見る。

紫帆：うう……。

ＧＭ：で、彼女は紫帆の正面に立って言う。「聞こうと思ってたんだけどさ。ここ二、三日どうしたの？　何かあったんでしょ？」

紫帆：え……と、その……あはははは、ほんと、どうしちゃったんだろうね。

ＧＭ：「どうしたって聞いてるのはあたしの方よ。何か困こまってるんじゃないの？　〝仕事〟とか、そういうのとは全然別のことで」泉の目がひたり、と紫帆の瞳をのぞきこむ。

紫帆：す、鋭するどい。でも、これは話せないから、微び妙みような顔のまま黙だまっちゃうなあ。

ＧＭ：そうすると、泉はますます不ふ機き嫌げんになる。「話せないことなの？」

紫帆：それは、その……。と、目が泳ぐわたし。

ＧＭ：「……紫帆」彼女は一転して、真しん剣けんな顔になる。「本当に、なんにもないのね？　大丈夫なのね？」泉は、一言一言に力を込こめてそう言う。

紫帆：…………。

ＧＭ：…………。

紫帆：やっぱり……本当のことは言えないなあ。

ミナリ：……そう、よね。

柳也：…………。

紫帆：下を向いたまま、言います。……大だい丈じよう夫ぶ、なんでもないから。




　それは、泉を巻まき込んではいけないという思いと。

　彼女が自分から遠ざかるかもしれないという恐おそれによる答えだった。




　その後、紫帆は何度も思う。

　もし、泉に何もかもを話していたなら結末は違うものになったのだろうか、と───。




ＧＭ：泉は息をついてから、「わかった。紫帆がそう言うなら、あたしはそれでいい」と言って真面目な顔のままうなずく。

紫帆：うん……。

ＧＭ：「それじゃあ───」と彼女は何かを言いかけて言葉が止まる。

紫帆：え？

ＧＭ：彼女は呆ぼう然ぜんと何かを見ている。……紫帆の後ろにいる何かを。

紫帆：……え？　じゃあ、振り返ると？

ＧＭ：紫帆が振り返ったその瞬間───。




「敵てきだ、下がれ！」と叫ぶ三郎の声と。

「紫帆！　危あぶない！」と自分を引き倒たおす泉の声が同時に聞こえた。




　わけもわからず視界が回り、紫帆は見てしまう。

　自分のすぐ背後にいた化け物。巨大な鉤爪を振り上げるソレ。

　そして自分とソレの間に泉が割って入り───、爪が彼女を切り裂いた。




ＧＭ：背後にいた化け物、〝ツインエッジ〟兄の一いち撃げきによって泉が倒れる。兄は、泉には目もくれずに紫帆の方を見て、「見つけタ！　見つけタ！　〝賢者の石〟！」と叫ぶ。

紫帆：泉っ!?　……泉の状じよう態たいは!?

ＧＭ：泉は意い識しきを失っているようだ。彼女が倒れた場所に、血がじわりとにじむ。

紫帆：……はやく泉を助けないと！　倒れた彼女を引き寄よせる！

ＧＭ：だが、〝ツインエッジ〟兄が迫せまってくる。同時に三郎がこう叫びながら登場。「逃にげろ！　コイツは本気でお前を食うつもりだ！　戦う気のねえお前じゃ勝てねえぞ！」

紫帆：う、うん！　とりあえず泉を抱かかえて……。

ＧＭ：「バカっ！　そいつは置いていけ！」

紫帆：そんな！　危ないよ！

ＧＭ：「知ったことか！　お前ひとりでも逃げられるかどうかわかんねえんだぞ！」三郎は言う。……向こうからは、ゆっくりと牙きばを打ち鳴らして〝ツインエッジ〟兄がやってくる。

紫帆：……できないよ！　と叫んで、首を横に振る！

ＧＭ：「じゃあどうする!?」

紫帆：泉を巻き込むわけにはいかないよ！　泉を置いていくわけにはいかないよ！

ＧＭ：「なら、ここで戦うのか!?　お前は戦いたくねえんだろ！」三郎も焦あせり気味に叫ぶ。

紫帆：うん……、そうだよね。そうなんだけどさ……。とつぶやきながら、震えながら、泉の前に立ちます。

ＧＭ：「おい、どうすんだ！」

紫帆：あのさ……、三郎。ひとつ聞きたいんだけど。

ＧＭ：「なんだ、こんな時に！」

紫帆：ここでひとっ飛びして、柳也さんと委員長を呼よんでくるってできる？

ＧＭ：「できるわけねえだろ！　俺おれはお前から離はなれられねえよ！」

紫帆：そ、そうだよね。……じゃあ、やっぱりわたしが戦うしかないよね。




　止まらない震えを、奥おく歯ばをかみしめることでごまかす。

　近づきつつある敵は、紫帆の倍ほどもある化け物だ。

　どんなに強い人間だって、アレにかなうはずがない。逃げることは何の恥はじにもならない。

　それはわかっている。だけど───。




ＧＭ：三郎は少し黙だまってから、「……お前、ひょっとして戦う気か？」

紫帆：やるよ。やるしかないもの！　……半分やけになって叫ぶ。

ＧＭ：「お前……」

紫帆：わたしひとりじゃ何もできないかもしれない。……だから三郎、もう一回だけ教えて。

ＧＭ：「……何？」

紫帆：〝力〟の使い方を、もう一回だけ教えて！




　ほとんど泣き顔のような顔で、拳こぶしを作り、敵の前に立つ。

　一いつ瞬しゆんだけ泉に目を落とし、心の中で護まもることを誓ちかう。




　恐怖と、焦りと、悲しみで押おしつぶされそうな心をほんのちょっとの勇気で支ささえて。

　七村紫帆の、初めての戦いが始まった。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆ふたつの戦い


Scene Player ─── 七村紫帆






　夕ゆう暮ぐれの路地、廃はい倉そう庫この中。

　別々の場所で、オーヴァードたちは敵てきと対たい峙じする。

　敵は異い形ぎようの牙きばを打ち鳴らし、獲え物ものを前にして喜びに震ふるえる。

　───勝たねばならない。

　街のため、使命のため、そして友を護るために。




ＧＭ：ではクライマックスに移うつります。全員登場で。

ミナリ：ＰＣが別の場所にいるけど、どういう状じよう況きようでシーンが進むんですか？

ＧＭ：変へん則そく的だけど、ふたつの場所を同時に進行させていく。

柳也：あー、ひとつの画面を二分ぶん割かつして、両方同時に映うつっているようなもんか。

ＧＭ：そうそう。紫帆と〝ツインエッジ〟兄は路地で、ミナリ、柳也、〝ツインエッジ〟弟は倉庫で戦っている。同じシーンだけど別の場所なんで、お互たがいを攻こう撃げきやエフェクトの対象にすることはできない。

紫帆：なるほど。

ミナリ：分割戦せん闘とうか……。もう片かた方ほうに応おう援えんに行くことは？

ＧＭ：自分の前にいる敵を倒たおさなければ、応援には行けない。

ミナリ：なんとか早めに弟を倒して、応援に行きたいけど……。

柳也：問題は俺たちの能のう力りよくとヤツとの相あい性しようが悪いことか。……紫帆の方はどうだ？

紫帆：なんともわからないけど、やるだけやってみます。

ＧＭ：では、条じよう件けんはわかったかな？　……それじゃあ戦闘前の演えん出しゆつをしよう。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：廃倉庫に、〝ツインエッジ〟弟の咆ほう哮こうが響ひびき渡わたる。全身を異形の姿すがたに変えて、ヤツはミナリと柳也を睨にらみつける。

柳也：どうあっても逃にがしてくれそうにないな。……俺は新しいタバコに火をつけて言う。早めに倒して紫帆を助けに行かなきゃならんのだが。

ミナリ：ではこちらはちょっと不安そうに。……しかし、それが可か能のうでしょうか。

柳也：どういうことだ？

ミナリ：相性の問題です。……ヤツの防ぼう御ぎよ力りよくは私では突とつ破ぱできません。

柳也：じゃあ、盛せい大だいに煙けむりを吐はき出して言おう。……ミナリ、何を甘いことを言ってやがる。

ミナリ：え……？

柳也：俺たちＵＧＮの仕事には失敗していい仕事なんざひとつもねえ。やれるかやれないかなんて考えるな。……やらなきゃならねえんだ、俺たちは。

ミナリ：その言葉を聞いて、うつむきかけてた顔を戻もどします。……そうでした。

柳也：ヤツを仕し留とめるのは俺がやる。お前はヤツを足止めしろ。

ミナリ：はい！

ＧＭ：キミたちの会話をかき消すように弟が吠ほえる。「さア！　おとなしくオデの胃い袋ぶくろに入レ！　早く行かネエと、兄者ガ全部喰っちマウ！」

ミナリ：いいえ、覚かく悟ごするのはそちらの方。……と言って、武ぶ器きを構かまえる。あなたの口に何かが入ることはもう無いのだから。

柳也：上等だ、化け物。お前にはさんざん手を焼かされた。その借りも返させてもらおう。




　異形の化け物とオーヴァードふたりは対たい峙じする。

　ジャームの本能が勝つか、オーヴァードの使命が勝つか。この場を出られるのは片方のみ。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：柳也たちの演出はこんな感じだな。で、次は紫帆の方。

紫帆：うううううう、不安だ。

柳也：なるべく早く駆けつけるさ。

ミナリ：というか、こっちも装甲無視できる紫帆がいないのでちょっと不安（笑）。

ＧＭ：まあお互い様ということだな（笑）。

紫帆：と、とにかくがんばります。

ＧＭ：では、場所が一転して、夕ゆう陽ひの差す路地。あたりが紅あかく彩いろどられる中、〝ツインエッジ〟兄のシルエットが浮ういている。ヤツはゆっくりと紫帆の方に近づく。……そして、紫帆の足あし下もとには泉の姿。

紫帆：じゃあ敵の方を見ながら、三郎に。……だから、力の使い方を教えて！

ＧＭ：三郎はちょっと眉まゆ根ねを寄よせて、「本当にアレと戦うつもりなのかよ？」と聞いてくる。

紫帆：何度も聞かないで！　わたしだって怖こわいんだから！　逃にげたくなっちゃうよ！

ＧＭ：そんな風に叫さけぶ紫帆の顔を見て、三郎はニヤリと笑う。「わかったよ。そのひどい顔に免めんじて、戦い方を教えてやる」（笑）

紫帆：しくしくしく……（笑）。

ＧＭ：「いいか、まず戦いの前にやっておかなきゃならんことがある」

紫帆：う、うん。

ＧＭ：「このまま戦闘に入れば、他の連中を巻まき込むことになる。それに、お前も誰だれかに目もく撃げきされるのは困こまるだろう」

紫帆：うん、困る。とても困る。

ＧＭ：「そのために〝結界〟を張はる」三郎は続ける。「自分を薄うすく広げるような感じで周りを知覚しろ。自分の中にある何かを広げるような感じでもいい」……《ワーディング》の話ね。

紫帆：わかった、やってみる。……と言って、心しん臓ぞうのあたりを押さえて集中する。

ＧＭ：了解。……紫帆が拳こぶしを握にぎるように意い識しきを集中すると、心臓がドクンと鼓こ動どう。見る間にあたりの空気を〝何か〟が塗ぬりつぶしていく。……《ワーディング》が発生した。

紫帆：おお、できた！

ＧＭ：その気配を察して、脚あしがピタリと止まる〝ツインエッジ〟兄。同時に三郎が言う。「うまくいったな。……ただし」

紫帆：ただし？

ＧＭ：「これをやると相手は本気になる」（笑）

紫帆：キュ───（すぼめる仕草）。

ＧＭ：「縮ちぢめるな！」（笑）

紫帆：だって！　そんなこと言われたら怖いじゃない！（笑）

ＧＭ：「ちぇっ、いい加か減げん覚悟決めろよ。……もうひとつだけ教えてやるから」

紫帆：な、なに？

ＧＭ：「武器の作り方だ」

紫帆：う、うん！　そういうの教えて欲ほしかったの！

ＧＭ：「よし」三郎は敵を睨にらみつけて言う。「前にやったみたいに全身の力を右手に集めろ。その後に勢いきおいよく拳を握りこめ」……《光の剣けん》の使い方ね。

紫帆：言われた通りにやってみます。……えいっ！




　自分の中のあらゆる熱が右手に集まるような、不思議な感覚。

　その感覚と共に、紫帆は拳を握った。負けられないという気持ちも、守りたいという気持ちも、共にその手に。

　思いは力と混じり、光となる。紫帆の手に生まれたのは、白銀に輝く形無き刃やいば。




ＧＭ：紫帆の右手に生まれた光の剣を見て三郎が言う。「よし。最初にしちゃ上出来だ」

紫帆：う、うん。

ＧＭ：三郎は続ける。「後はお前次し第だい。大丈夫、お前の受け継いだ力は最強だ」

紫帆：うん！　……そう言って、武器を構える！




　深く息を吸すい込んで、キッと敵を睨みつける。

　三郎の言うとおり。後はすべて、わたし次第！




[image: ]


＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：よし、では戦せん闘とうだ！　ミナリ、柳也の前に弟、紫帆の前に兄。ふたりの〝ツインエッジ〟を相手にしてもらおう！

ミナリ：よし、なんとか早めに仕し留とめます！

柳也：ああ、そのつもりだ。

紫帆：うう……、こっちもがんばらなきゃー。




◆第１ラウンド

ＧＭ：では、最初のセットアップ。兄弟は双そう方ほうとも《ヴァイタルアップ》を宣せん言げんする。「グロオオオオォォォォッ!!」と完全に獣けものとなった叫さけび声を上げ、体が倍加する！

[image: ]

柳也：ここまでは想定通りだが。

紫帆：うう、やっぱりひとりだと怖いなあ……。

ＧＭ：では、弟から行動だな。《インスタント・ボム》＋《大だい蛇じやの尾お》＋《ギガンティックモード》その他！　ミドルと同じように、触ふれると爆ばく発はつするつぶてを広こう範はん囲いに飛ばす！　対象は柳也とミナリ。

ミナリ：防ぼう御ぎよ無む視しか……。

ＧＭ：右手を振ふり回して、弟が叫ぶ。「……い、いっただきマース！」（笑）




　なぜか一同大爆笑。




柳也：って、なんだそのかけ声は！（笑）

ＧＭ：なにって、欲よく望ぼうをダイレクトに伝える叫び声だが（笑）。

ミナリ：いや、よく伝わるのはよく伝わるんですが……（笑）。

紫帆：なんか、あっという間にナイフとフォークを持った外見になるなあ（笑）。

ＧＭ：まあね（笑）。ともあれ攻撃だ。……命中は35。

ミナリ：回避できる達成値じゃないですね。……失敗。

柳也：こっちはまだ《リザレクト》できるからな。ここは大だい丈じよう夫ぶだろ。俺も失敗。

ＧＭ：ふたりとも回避は失敗だね？　では、ダメージは30点。つぶてが小規き模ぼの爆発を起こし、ミナリと柳也の体をえぐる。

ミナリ：まだまだ！　《リザレクト》！

柳也：こっちも《リザレクト》だ。

ＧＭ：了解。……では、場所変わって路地。兄の方が構かまえる。

紫帆：兄弟のデザインは左右対たい称しようなだけで、他は同じ？

ＧＭ：そうそう。で、兄弟仲良く犠ぎ牲せい者しやに傷きずを負わせていた。

ミナリ：無む駄だに仲いいなあ（笑）。

ＧＭ：そういう奴らなんだよ（笑）。では、兄は刃の生えた左ひだり腕うでを大きく振ふりかぶる。《大蛇の尾》＋《ピンポイントレーザー》＋《ガラスの剣》その他で攻こう撃げき！

ミナリ：エンジェルハィロゥ／キュマイラ！　兄弟でシンドローム違うの!?

ＧＭ：同じとは言ってない！　命中は55。巨きよ大だいな爪つめが振ふり下ろされた瞬しゆん間かんに見えなくなる。

紫帆：回避は……失敗！　というか、全然ダメ！

ＧＭ：ダメージは42点。キラリと何かが光ったかと思うと、透とう明めいな鱗うろこが紫帆に突つき刺ささる。「ギヒヒヒヒヒ、やった！　殺シタ！」兄は攻撃が当たっただけで、小こ躍おどりして喜ぶ（笑）。

柳也：知能レベルは弟と同じだな（笑）。

紫帆：えーと《リザレクト》します。……これで侵しん蝕しよく率りつが[image: ]％を超こえます。

ＧＭ：お、なるほど。ではかたわらの三郎が言う。「レネゲイドが傷を治してくれるのはここまでだ。こっからはもう攻撃を受けられねえぞ」

紫帆：そ、そーなんだ。

ＧＭ：では次の行動は……紫帆の番だね。

紫帆：あんまり何度も攻撃できないから、慎しん重ちように行かなきゃ……。

ミナリ：（うなずいて）〝賢けん者じやの石〟は侵蝕率伸のびますものね。

紫帆：うん。……とりあえずマイナーで相手に接せつ近きん。メジャーアクションで《獣けものの魂たましい》を使用。

ＧＭ：渋しぶいエフェクト取ってるなあ。

紫帆：なるべく振れるダイスを増ふやしたいのです。……相手を睨にらみながら、また片かた手てを心しん臓ぞうに当てる。〝賢者の石〟を鼓こ動どうさせて、力を増ぞう幅ふくさせる。

ＧＭ：「時間がかかってもいい。よく見て、よく狙ねらえ」と三郎。

紫帆：……うん。

ミナリ：次は私。マイナーで接近、メジャーアクションは《業ごう炎えん》を使って、ナイフで攻撃！　達成値は29！

ＧＭ：こちらは前と同じく《竜りゆう鱗りん》を宣せん言げんして防ぼう御ぎよの構えだ。

ミナリ：やっぱりそうくるか……。ダメージは30点ぴったり。

ＧＭ：こっちの装そう甲こう値は30点ぴったり。……鋼はがねのような腕に邪じや魔まされて、ミナリのナイフは突き刺さらない。ダメージは０だ。腕の向こうから顔を出して、「残念でシター」と言う弟（笑）。

ミナリ：こ、こいつらに言われると、悔くやしい……（笑）。

柳也：装甲は30点か。そうなると余よ裕ゆうはねえな。

ＧＭ：お？

柳也：マイナーでジェネシフト！　侵蝕率が[image: ]％を超えれば、俺は装甲を無む視しできる！

ＧＭ：賭かけにでたな。その方法なら《リザレクト》はできなくなるが、戦せん闘とうは早く展てん開かいする。

柳也：（ダイスを振ふって）侵蝕率は[image: ]％まで上じよう昇しよう！　そして全力！　《クリスタライズ》＋《ドッペルゲンガー》を組み合わせて攻こう撃げき！

ミナリ：おお、切り札をふたつとも。

柳也：俺の周囲に六人の分身が現あらわれる。そして全員が指を弾はじいて、同時に六つの重力球をヤツに飛ばす！　……命中の達成値ちは38！　ついでに回かい避ひにはダイスペナルティを４個こプレゼントだ！

ＧＭ：ぐぐ！　回避はそこそこなんだが……失敗！

柳也：ダメージは装甲無視で38点。……ちょっと小さいか。

ＧＭ：しかし痛いたいのは間ま違ちがいない。六発同時に発はつ射しやされた漆黒の球体が弟の体を撃つ。「い、イデエエエエエエエエエッ！」とのたうち回る弟。

柳也：まだ削りきれないか。タフなヤツだぜ。……これで俺の侵蝕率が[image: ]％。




◆第２ラウンド

ＧＭ：２ラウンド目。まずはセットアップから。

柳也：俺は《サポートデバイス》を使用。新しいタバコに火をつけて、集中力を高める。

[image: ]

ＧＭ：では弟の行動。目の前のミナリを攻撃！　さっきのコンボに、《獣の殺意》＋《神しん獣じゆう撃》！

柳也：本気出してきたか。

ＧＭ：回避にダイスペナルティ６個を与あたえて攻撃だ。……達成値は38。

ミナリ：……回避失敗。やっぱりペナルティが厳きびしすぎてダメ。

ＧＭ：なら、ダメージは46点。咆ほう哮こうと共に力任まかせの攻撃がミナリに襲おそいかかる。

ミナリ：《リザレクト》！　一度吹ふき飛ばされるけど、体たい勢せいを立て直す！　……これで侵しん蝕しよく率りつちょうど[image: ]％！

ＧＭ：よし。それじゃあ場所は移うつって兄の攻撃だ。ターゲットはもちろん紫帆。

紫帆：う……。

ＧＭ：マイナーで、《光の衣ころも》を使用。紫帆の目の前から、敵てきの巨きよ体たいが消えて無くなる。

紫帆：え!?

ＧＭ：次の瞬しゆん間かん、側面からヤツの左ひだり腕うでになぎ払はらわれる！　……達成値は55！

紫帆：《光の衣》の攻撃だから……回避のクリティカル値が上がる？

ＧＭ：うん、不意打ちの効果でクリティカルが＋１だ。回避のクリティカル値を下げるエフェクトを持ってないと、クリティカルしなくなるよ。

紫帆：じゃあ回避できません……。

ＧＭ：ならば、そのまま左腕が叩たたきつけられる。ダメージは50点！

紫帆：50!?　わたしが五人死ぬ！（笑）

ＧＭ：もう《リザレクト》もできないぞ。……どうする？

紫帆：では、倒たおれる瞬間にわたしの目に血を流す泉の姿すがたが見えて、瞬間的に意い識しきが覚かく醒せいする。

ミナリ：……お。

紫帆：ここで倒れたら、死ぬのはわたしだけじゃないんだ！　……泉をタイタスにして昇しよう華か、立ち上がる！




　爪に切り裂かれても、痛いたみはあまり感じなかった。ただ、全身の力が抜ぬけていくような感じ。

　ここでそのまま倒れたら楽だろうな、と思う。

　でも───それはできない。泉を、友達を助けなければならないのだから。




ＧＭ：兄は、立ち上がってくる紫帆を見て不満そうだ。「……ナゼ死なナイ？」

紫帆：ぜえぜえと息をつきながら、わたしも答える。……そういう、わけには、いかないの。

ＧＭ：兄が忌いま々いましげにうなり声を上げたところで、また場面を変えて倉庫。

柳也：よし、こっちか。……ミナリ、ここは待機だ。

ミナリ：え？

柳也：ヤツの残りＨＰを俺が削けずりきる。その後にもし復活してきたらお前が攻撃しろ。

ミナリ：わかりました。……待機します。

柳也：で、俺の行動だ。さっきと同じコンボで攻こう撃げき。侵蝕率は[image: ]％を突とつ破ぱ！　……ここで一度は殺してやる！

ＧＭ：「う、うう……」その殺気に弟が気け圧おされる。……むしろ、柳也の方が侵蝕率が高いんじゃねえかと言わんばかりの怯おびえ方だ（笑）。

柳也：一回で削りきれないなら、何度でも喰くらいな！　……と、今度は十二人に分身する！

ミナリ：数が増ふえた!?（笑）

柳也：《サポートデバイス》分だ（笑）。……達成値ちは40！

ＧＭ：さっきと同じってことはダイスペナルティも来るのか。《神獣撃》の効果で《完全獣化》解とけてるから、ほとんどダイス振ふれない。……回かい避ひ失敗。

紫帆：（しみじみと）すぐに《神獣撃》使っちゃうところが頭悪いですねえ（笑）。

ＧＭ：いつでも全力なんです（笑）。……で、ダメージは？

柳也：出目もそこそこで54点！　これなら削れるだろう！

ＧＭ：確たしかにそれはダメだ。十二人から放たれた重力球によって、ひしゃげ、ねじれ、吹ふき飛ばされる弟。「い、いテエー！　こ、こんナノいらねえええええええっ！」と、転がりながら《魔ま獣じゆうの証あかし》！　傷きずを強ごう引いんに治して蘇よみがえる！

柳也：これでヤツの残りＨＰは30点くらいか……。

ミナリ：それを削りきればこちらの勝ち！

柳也：ここは気合い入れろよ。

ミナリ：はい！　タイタスを三つ同時に昇華！　ナイフを逆さか手てに構かまえ直して相手を睨む。

紫帆：おおおおおおおおおおおっ！　タイタス三つ!!

ミナリ：攻撃は《業ごう炎えん》のみ！　……達成値は67！　全力でナイフを突き立てる！

ＧＭ：67か……。回避の確かく率りつはほぼ無いな。う──────ん、悩なやむが《竜りゆう鱗りん》だ！

ミナリ：ダメージは……ってあれ!?　どうして!?　45点しかない!?

ＧＭ：……30点装そう甲こうで止めて、15点ダメージ。まだ立っているぞ。

柳也：ダイス目でやられたか……。

ミナリ：しまった───っ！

ＧＭ：今までの倍近いスピードで繰くり出されたミナリのナイフはヤツの胴どう体たいを切り裂さく。……だが、その刃やいばは急所に届とどく寸すん前ぜんで止まる。

ミナリ：く……、すいません柳也さん。

柳也：仕方がねえ。引きずるな、ミナリ。

ＧＭ：では、再ふたたび場面移うつって路地。紫帆の手番だ。

紫帆：うん！

ＧＭ：兄は一度も攻撃してこない紫帆をせせら笑う。「なんダ！　じっとしてイルだけカ！足あし下もとモふらふらカー！」

紫帆：キッとそいつを睨にらみつけて、《フルパワーアタック》＋《ピンポイントレーザー》その他で攻撃！　〝賢者の石〟も使って、一撃で決める！

ミナリ：〝賢けん者じやの石〟まで使うの!?

紫帆：時間はかけていられないから！

ＧＭ：では、紫帆の意い志しに応えるように心しん臓ぞうと融ゆう合ごうしている〝賢者の石〟が輝かがやきを放つ。目に見えない力が心臓から全身へ、紫帆の体を覆おおっていく。

柳也：目の前で見たかったが。……残念だな。

ＧＭ：紫帆の持つ光の剣つるぎがより大きく、より勢いきおいを増ます。……同時に、瞳ひとみが銀色に染そまる。

ミナリ：ああ、鴉からすと同じ状じよう態たいに。

紫帆：相手の腕うでをかいくぐって、光の剣を横薙なぎに！　……達成値は86！

ＧＭ：86!?　……回避は23で失敗！　というか、80台の達成値なんて避よけられるか！

紫帆：えーと、ダメージは76点。

ＧＭ：76っ!?　おおおおおお、落ちた！　ホントに一撃で倒たおされた！

一同：おおおおおおおおっ！

ミナリ：さすが〝賢者の石〟！

ＧＭ：仕方がない、《魔獣の証》を使用する！　紫帆の一撃によって、せせら笑ったまま胴体を真っ二つにされる兄。

紫帆：……よし。

ＧＭ：「……あ、アレ？」と下を見れば下半身がずれていく。慌あわててそれをくっつける兄。

ミナリ：ば、バカっぽい復ふつ活かつエフェクトの演えん出しゆつを……（笑）。

ＧＭ：イメージに近いでしょ（笑）。で、兄は紫帆の方を愕がく然ぜんとした目で見て、「お、お、お、おマエ……危あぶなイことスルナ！」。

柳也：普ふ通ふうは今ので死ぬんだけどな（笑）。

紫帆：わたしはここで瞳の色が元に戻もどって、ちょっとビックリした様子で目の前の敵てきを見る。

ＧＭ：敵はちょっと逃にげ腰ごしだ。

紫帆：三郎……、あれ、わたしがやったの？　と、剣を正面に構かまえ直して。

ＧＭ：三郎はちょっと胸むねを張はって、「そうさ。一いち撃げきで仕し留とめられなかったが、もう一発当てればお前の勝ちだ。……だが、油ゆ断だんはするなよ？」

紫帆：うん！




◆第３ラウンド

ＧＭ：では次のラウンドだ。このラウンドがポイントになるかな？

[image: ]

柳也：なるだろう。……ここで敵を倒せないと、俺は侵しん蝕しよく率りつがかなりヤバイ。

ミナリ：なんとか、ヤツのＨＰを削けずります。

ＧＭ：だが、その前にこっちの攻こう撃げきをしのいでもらおうか！　まずは弟から行くぞ。相も変わらず目の前のミナリを攻撃だ！

ミナリ：来なさいっ！

ＧＭ：マイナーで再び《完全獣じゆう化か》。今度は《神獣撃》は抜きで、《獣けものの殺意》は入れる。

ミナリ：回避にペナルティか……。

ＧＭ：痛いたみでめったやたらに腕を振ふり回す弟。……う！　目が悪い！　命中の達成値ちは27！

ミナリ：それなら受けを試みる！　……ペナルティが入っていても、27なら成功！

ＧＭ：ちっ、ダメージはそれでも34点だが……。

ミナリ：34点ならぴったり止める！　ダメージ０！

紫帆：おおおっ！

ミナリ：相手の攻撃を、ナイフで受け、そらす！　……やった！　活かつ躍やくできた！（笑）

ＧＭ：弟はビックリした顔で、「オ、オデの右手デ、斬きれナイ？」

ミナリ：あなたの攻撃はもう何度も受けました。力だけでは勝てません。

ＧＭ：「ぐ、グググググ……」とうめく弟。……とここで場面を路地に。兄は紫帆の力への恐きよう怖ふに耐たえかねて暴あばれている。

紫帆：うう。

ＧＭ：死にかけた兄はただただ力まかせに暴れる。だが、その攻撃は途と中ちゆうでヤツの能力によって不ふ可か視しのものとなる。……さっきと同じく《光の衣ころも》から攻撃！　達成値は36。

紫帆：回かい避ひはできない。というかさせてもらえない。

ＧＭ：ダメージは27点。「どうだ！　コレでどウダ！」と腕を叩たたきつける。

紫帆：またＨＰは０になるけど……、目の前の敵てきをタイタスにして昇しよう華か。まだ倒れない！

ＧＭ：「なゼだー！　なぜ死なナイー！」狼狽して叫さけぶ兄。

紫帆：あと……一撃！

ミナリ：その前に、弟の方を仕し留とめます！　……今度もタイタスをひとつ昇華！　ダイスを10個こ増ふやして攻撃！

柳也：そうか、ミナリは起き源げん種しゆだったな。ダイスは少ないのか。

ミナリ：はい、だからダイスを増やしました！　先ほどと同じような達成値は出ないまでも、これくらい振ふれば多少はダメージが───。あれ？

紫帆：え？　どうしたの？

ミナリ：噓うそ……（振ったダイスを確かく認にんして）……噓！　ダイス14個も振って、最高値が４!?　１個もクリティカル無し!?　そんな馬ば鹿かな!?

一同：…………。




　呆ぼう然ぜんとするプレイヤーたち。ダイスの神は本当に恐おそろしい。




ＧＭ：ええと。……回避は簡かん単たんに成功。

ミナリ：ううううううううう、すいません……。

柳也：今のはしょうがない。しょうがないから、俺おれがとどめを刺さす。

ミナリ：柳也さん、ホントにすいませんー……。

柳也：任せろ。ミナリのおかげで俺はまだタイタスはひとつも使ってない。侵蝕率的にまだ無茶できる。……さっきと同じ攻撃で達成値は37！

ＧＭ：回避は……失敗だ。




　───パキィン！

　廃はい倉そう庫こに、柳也の指が生み出すひときわ甲かん高だかい音が響ひびいた。

　同時に生み出された重力球が、〝ツインエッジ〟の腹ふく部ぶを貫つらぬく。




柳也：ダメージは48点。……これで借りは返してもらうぜ、化け物。

ＧＭ：弟は、「兄者……、腹はら、減へッタ……」と倒たおれる。その腹には、大きな穴あなが。

柳也：では、煙けむりを吐はき出して言おう。……紫帆のところへ行くぞ。

ミナリ：……はい。

ＧＭ：倉庫の方は決着がついたか。後は路地の戦いだけだ。

紫帆：わたしもここで倒したい！　というかこれ以上侵しん蝕しよく率りつ上げたくない！

柳也：そうだな。ここでしくじると次のラウンドにまた攻撃が飛んでくる。

紫帆：うん、ここで決める！　……決めさせてほしい！

ＧＭ：よし、では攻撃来い！

紫帆：えいっ！　……達成値は29！　構え直した光の剣つるぎをそのまま突つき出す！

ＧＭ：回かい避ひ……失敗。

紫帆：ダメージは……あれ？　目が低い？

ミナリ：え!?　……いくつ!?

紫帆：ええと……ダメージは30ぴったり！　装甲は無視！

ＧＭ：おお！　ちょうどＨＰが０になった！

一同：あぶねええええええええええっ！

紫帆：では、さっきまでと違ちがって今度は自分の意い志しで剣を突く。敵の、体の中心に向けて。




　……とん、と。ほとんど手て応ごたえもなく、音もなく、剣は敵てきに突き刺さった。




ＧＭ：兄は目を見開いて、「〝賢けん者じやの石〟……、ヨコセ……」とうめき───。

紫帆：…………。

ＧＭ：そのまま、仰あお向むけに倒れる。とどめは刺すかい？

紫帆：……いや、やめときます。もう多分それどころじゃないし、呆然と見ている。

ＧＭ：了解。では〝ツインエッジ〟兄は意識を失って、けいれんしているよ。

柳也：では、そのへんで到とう着ちやくするか。

ミナリ：紫帆！　と声をかける。

紫帆：あ、委員長、柳也さん……。

ＧＭ：到とう着ちやくしたふたりの目の前には、〝ツインエッジ〟兄が倒れている。

ミナリ：ひとりでこの敵を……？

紫帆：えと、その、必死だったから……。

ＧＭ：「格かつ好こうはどうあれ、勝ちは勝ちだ」と三郎が言う。

紫帆：うん、勝てたよ。

柳也：ケガはないか。〝力〟をこれだけ振ふるったんだ、影えい響きようもあるだろう。

紫帆：あ、そうだ！　泉！　わたしは大丈夫だから泉のケガを───。




　その瞬しゆん間かん、紫帆の視し界かいがぐにゃりと歪ゆがんだ。

　抑おさえつけていた緊きん張ちようと、短時間で積み重なった疲ひ労ろうが一気に噴ふきだし、意い識しきを埋うめていく。

　ぐらぐらと回る意識の向こうで、ミナリが泉の無事を告げる声だけを何とか認にん識しきし、紫帆は眠ねむるように意識を失った───。







《ヴァイタルアップ》　自分の生命力を爆発的に上げるエフェクト。

《ギガンティックモード》　武器を巨大化させて複数人を一度に攻撃するモルフェウスのエフェクト。

《ガラスの剣》　光をねじ曲げ、武器を不可視にするエンジェルハィロゥのエフェクト。

レネゲイドが傷を治してくれるのは～　《リザレクト》は侵蝕率が[image: ]％を超えると使用できなくなる。

〝賢者の石〟は侵蝕率伸びる　Ｄロイス〝賢者の石〟は判定のクリティカルをしやすくなる代わりに侵蝕率が上がるという効果を持つ。

《獣の魂》　自分の潜在能力を解放するキュマイラのエフェクト。

ジェネシフト　オーヴァードが任意に自分の侵蝕率を上げること。

侵蝕率が[image: ]％を超えれば～　柳也は自分の侵蝕率が[image: ]％を超えないと使用できないエフェクトを持っており、それを使えば相手の装甲を無視できる。

《クリスタライズ》　相手を結晶化させて砕く、モルフェウスのエフェクト。

《ドッペルゲンガー》　自分と同じ力を持つ分身を作りだして攻撃する、モルフェウスのエフェクト。

《サポートデバイス》　何かひとつの分野で役に立つ道具を作り出すモルフェウスのエフェクト。

《獣の殺意》　殺気をぶつけて相手の回避を封じるキュマイラのエフェクト。

《神獣撃》　獣の能力を最大限に活かして攻撃するキュマイラのエフェクト。

《光の衣》　屈折率を変化させて、自分の体を隠すエンジェルハィロゥのエフェクト。

タイタス　ロイスとの関係が急激に変化することを「タイタスになる」と呼び、そのタイタスを昇華することで判定の補助や死からの蘇生が行なえる。

《フルパワーアタック》　力を溜めに溜めて、攻撃の威力を増すキュマイラのエフェクト。

〝賢者の石〟も使って～　Ｄロイス：賢者の石は、１セッションに１回だけ判定のクリティカル値を２下げられる。まさに切り札なのだ。

《魔獣の証》　獣の生命力で傷を塞ぐキュマイラのエフェクト。

受けを試みる　『ＤＸ２』では攻撃に対して、回避の他に武器を利用して攻撃の威力を軽減する〝受け〟を試みることができる。ミナリはそれに特化したキャラクターなのだ。

起源種だったな　「Ｄロイス：起源種」の効果は、エフェクトを全般的に強化する代わりに判定で振るダイスの数が下がるというものだ。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：ではエンディングの前に自じ律りつ判はん定ていだ。各々ダイスを振ってくれー。




　セッション中に上がった侵蝕率は、クライマックス終了時に自律判定を行なって引き下げる。これはタイタスに変わっていないロイスの数だけダイスを振り、合計値だけ侵蝕率を下げるというもの。この結果、侵蝕率が[image: ]％以上であった場合、そのキャラクターはジャーム化してしまうのだ。なお、後にもらえる経験値を犠牲にすることで振れるダイスの数を二倍、三倍にする選択肢も存在する。




紫帆：二倍振ぶりでなんとか戻もどってきたー。……途と中ちゆうまで大したこと無かったのに、〝賢けん者じやの石〟を使ったから一気に上がっちゃった。

ＧＭ：ひとりで戦ったから、タイタスもたくさん消しよう費ひしたしね。

ミナリ：私は問題無しです。……というより、ほとんど上がってません。

柳也：俺は二倍振りでギリギリ。危あぶなく経けい験けん点てん放ほう棄きするところだったぜ。

ＧＭ：了解。では、エンディングに移うつりましょう。







◆Ending 01◆決けつ断だんと、結末と


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　気を失った紫帆と、傷きずを受けた泉を連れて、ミナリは鳴島市の病院へと向かった。

　ここはＵＧＮの影響下にある病院。この手の事じ件けんの被ひ害がい者しやを治ち療りようするための場所だ。

　紫帆も、泉も、今は眠っている。……だが、このまま元どおりというわけにはいかないのだ。




ＧＭ：では、クライマックスの直後。泉と紫帆を病院に連れていったところからスタート。

ミナリ：一いち応おう確かく認にんしますが、泉の容よう態だいは？

ＧＭ：命に別べつ状じようはない。それなりに傷は深いけどね。

紫帆：はー、よかったー。

ＧＭ：敵てきには泉を殺すつもりは無かったから。紫帆を食った後に殺そうと考えてたんだ。

柳也：不幸中の幸いってところだな。

ミナリ：紫帆は？

ＧＭ：紫帆はただ気き絶ぜつしているだけ。

紫帆：あ、じゃあみんなが一息ついたところで、目を覚まします。

ＧＭ：うん。紫帆が目を開けると、白い天てん井じようが視界に入る。起きあがってみればそこは病院の中。隣となりのベッドには泉が寝ねかされている。

ミナリ：紫帆に声をかけよう。……起きた？　体に異い状じようはない？

紫帆：あ、うん。（なんとなく自分の体を確認して）……大丈夫、みたい。

柳也：なら安心だ。いつかみたいに暴ぼう走そうでもされると、大変なことになるところだ。……と俺は病院でタバコが吸すえないので、ちょっとそわそわしながら。

紫帆：え、と、……泉は？

ミナリ：もう大丈夫。しばらくは眠っていると思うけど、傷さえ治れば退院できるわ。

紫帆：よかった───。

ＧＭ：そう、傷については問題ない。……ただし、まだひとつ重要な問題が残っている。

紫帆：え？

柳也：……オーヴァードを見た一般人の後処理、だな？

紫帆：あ。

ＧＭ：その通り。レネゲイド関連の情報は一般人に隠匿されているから、〝ツインエッジ〟と出会った泉には何らかの処理をしなければならない。

柳也：通常、ＵＧＮがそういった後処理を行うよな？

ＧＭ：そうだね。記憶処理や情報操作などはＵＧＮの仕事だ。

紫帆：…………。

ミナリ：では、私がそれを紫帆に伝えます。真面目な顔で紫帆を見る。……今から私が言うことを、落ち着いて聞いて欲しいの。

紫帆：はい…………。

ミナリ：私たちオーヴァードは世間に公表されてはいけない、と前に話したわね？

紫帆：……はい。

ミナリ：でも、こういったレネゲイドに関連する事件の被害者は否いや応おうなくオーヴァードのことを知ってしまう。……その場合、我われ々われＵＧＮはとある方法でフォローを行なうの。

紫帆：…………。

ミナリ：それは、その人の記き憶おくを多少操そう作さして事件のことを忘わすれてもらう方法。

紫帆：え……？　そんな方法ができるなら、問題無いんじゃ？

ミナリ：……残念ながら、そう簡かん単たんじゃないの。

柳也：そうだな……。悪いが記憶操作をした場合、渡瀬泉は転校することになる。

紫帆：え？　ど、どうして？

柳也：彼女が同じ環境で暮らしていれば、いつ操作した記憶が戻るかわからない。だから、ＵＧＮは特別な理由がない限り、記憶操作を施した人間の環境をなるべく変えるようにしている。だから、泉は転校する必要がある。

ミナリ：…………納得できないと思うけど、あなたにはわかってほしい。

紫帆：…………。




　沈ちん黙もくが降おりる。

　親友を護まもるために紫帆は戦った。だが、その親友の日にち常じようを護る方法は、彼女との別べつ離りのみ。




紫帆：ちょっと……答えられないから沈黙してる。

ミナリ：では、静かな声で言います。……私は、泉さんは転校するべきだと思う。

紫帆：……じ、と委員長を見ます。

ミナリ：彼女はあんな風に見えても、洞どう察さつ力りよくが高い。あなたはきっと彼女に隠かくしごとはできない。

紫帆：…………。

ミナリ：彼女はあなたのことをよく見ている。何か異い常じようがあれば、すぐに気がつくでしょう。

紫帆：…………中学からの、長いつきあいの……友達だもん。




　脳のう裏りに、夕ゆう暮ぐれの光景がフラッシュバックする。

　……そう。泉はとうに気づいていた。紫帆が何かを隠していることに。

　だがそれを───紫帆は打ち明けなかったのだ。




ミナリ：あなたにとって、これから彼女に隠しごとを続けるのはかなりの負ふ担たんになる。だから彼女は転校させた方がいい。

紫帆：…………。

柳也：……どうだ？




　そして長い長い沈黙の後、紫帆は口を開いた。




紫帆：…………実は、さっきもわたしが悩なやみを話すかどうかで泉ともめてた。もう、彼女はわたしに何か起きていることに気づいていたみたい。

ミナリ：そう……。本当によく見ているのね……。

紫帆：このまま泉がわたしの周りにいたら、彼女はまたトラブルに巻き込まれるかもしれない。それに───またあんな顔されたら、もう噓うそはつけない。




　うつむいたまま、紫帆は言葉を絞しぼり出す。




紫帆：だから───泉のこと、お願いします。何があっても、彼女には無事でいてほしいから。




　それが紫帆の決断。最初の戦いで勝ち得た、苦い苦い報ほう酬しゆうだった。




柳也：では、俺おれは立ち上がる。……わかった。ＵＧＮにはしかるべき処しよ置ちを頼たのんでおく。

紫帆：うん……。お願いします。

柳也：ミナリ、紫帆を送って行ってやれ。まだこいつひとりじゃ心配だ。

ミナリ：了りよう解かいしました。……紫帆さん、歩ける？

紫帆：うん、大だい丈じよう夫ぶ。……とうなずいて、ベッドから降ります。そして泉の寝ねている側そばまで行く。




　おだやかな寝息を立てる泉に、紫帆は最後に声をかける。

　いろいろなことがあふれて来るのに、言葉にできたのはたったこれだけ。




「ごめんね。……さよなら」




　それ以上は言えなかった。

　それ以上言えば、決心が揺ゆらいでしまうから。

　その場で泣き出してしまうから。

　これが、七村紫帆と渡瀬泉の静かな別れとなった。







◆Ending 02◆ＵＧＮの選せん択たく


Scene Player ─── 九条柳也






　その日、喫きつ茶さ店てんペリゴールにはひとりの客が来ていた。

　落ち着いた様子で紅こう茶ちやを飲むその客を、柳也は憮ぶ然ぜんと、ミナリは落ち着き無く見守る。

　客の名前は霧谷雄吾きりたに・ゆうご───日本におけるＵＧＮの最高責せき任にん者しやである。




ＧＭ：では次のシーン。……それから数日後。泉に関する後処理も準じゆん備びを終えたころ。柳也の喫茶店にひとりの客がやってくる。

柳也：ほう、珍めずらしい。

ＧＭ：その客は霧谷雄吾。今は紅茶などをゆっくりと楽しんでおられます。

ミナリ：日本支し部ぶ長ちようが直ちよく接せつ!?　なんか嫌いやな感じがしますね……。私もそばに待機してます。

柳也：俺はバーの向こうから、隠しもせずに不ふ機き嫌げんな顔で霧谷を見ていよう。なにせ霧谷は俺を左さ遷せんした張ちよう本ほん人にんだ。

紫帆：あれ？　そうなるの？

柳也：日本支部の戦闘部隊からココに飛ばされてるからな。霧谷の判断なんだよ。

ミナリ：思い切り逆恨みじゃないですか（笑）。

柳也：いいんだよ（笑）。で、霧谷に聞く。……何か用か？　こんなところまで出向いてきて。

ＧＭ：「事後確かく認にんと、この支部の今後のことを相談しようと思いまして」と、霧谷は言う。

柳也：……犯はん人にんであるジャームは仕し留とめた。生せい存ぞん者しやは渡瀬泉ただひとり。ソイツに関しても、記憶処理、転校の手配を頼たのんだはずだが。

紫帆：…………。

ＧＭ：「そうですね」霧谷は自分の端たん末まつを確認して、「渡瀬泉さんに関しては問題無いでしょう。ケガを理由に寮りようを出て実家に戻もどることはよくあるケースです。……記憶のフラッシュバックに関しては、今後起きる心配は無いでしょう」

ミナリ：……それなら、よかった。

ＧＭ：「一いち応おう、この市には近づかないようにマインドブロックをかけてあります。……関係者は彼女にあまり連れん絡らくを取らないようにお願いします」

柳也：ふん……。相変わらず手て際ぎわのいいことだ。

ＧＭ：「慣なれてしまいましたからね。こういうフォローは」と苦笑いする霧谷。

ミナリ：ちょっとここで柳也さんの袖そでを引いて、裏うら側がわまで引っ張ぱっていきます。（小声で）……柳也さん、どうするんですか？　あの子のことは？

柳也：……紫帆のことか。

ミナリ：そうです。ＵＧＮにはまだ報ほう告こくしてませんよね？　霧谷さんには話すんですか？

柳也：そうだな。（苦い顔で）……正直、話すかどうか迷まようところだな。

ミナリ：個こ人じん的には、霧谷さんは信用できると思いますが……。

柳也：よし、とりあえず探さぐりを入れるか。

ミナリ：え？

柳也：鴉からすについて聞いてみる。

ミナリ：あ……。

柳也：じゃあ、裏から出てきて霧谷に言う。……ところで〝銀目の鴉〟のことだが。

ＧＭ：霧谷は黙だまってカップを置く。

柳也：今回の事じ件けんに鴉が関かかわっていたこと、この市に現あらわれたこと、知っているんだろう？

ＧＭ：「もちろん。……こちらにいる八重垣ミナリさんからの報告を受けました。あのコートは鴉のコートに間違いありません」

柳也：ふむ。

ミナリ：その後の追加報告の通り、鴉は姿すがたを消しました。

ＧＭ：「なるほど。……しかし、彼がこれだけの痕こん跡せきを残すとは珍しい」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「ボロボロのコートだけ残して、ただいなくなるとは腑ふに落ちない。……この市で、彼に何かあったと思うべきでしょう」と言って、逆ぎやくに探るようにキミたちを見る。

ミナリ：う……、やっぱり探りに来てますよ！　消しますか、柳也さん！（笑）

柳也：なんでそうなる（笑）。……あー、霧谷さんよ。

ＧＭ：「なんでしょう？」

柳也：ＵＧＮは〝銀目の鴉〟を───〝賢けん者じやの石〟を手に入れて、どうするつもりだい？　……もちろん、裏側には紫帆のことを報告したらどうするんだという意味を込こめる。

ＧＭ：いい質しつ問もんだね（笑）。では、霧谷は静かに笑ったまま言う。「さて……、本部の意い志しはともかくとして日本支部としてはそれほど大した思おも惑わくがあるわけではありませんよ」

ミナリ：というと？

ＧＭ：「私としては、鴉にはあまり動かないでもらいたいだけです」霧谷はひとつ息をつく。「……彼は非ひ常じように強力なオーヴァードです。その影響は計り知れない」

柳也：なるほどな。……俺はまたてっきり、実験対象にでもするのかと思ったぜ。

ＧＭ：「私はそこまでは考えていません」

紫帆：…………。

柳也：私は、か。

ＧＭ：うん。あくまで霧谷個人の考えだ。

柳也：（突とつ然ぜんに）うおおおおおお、悩むなあ！　すっごい悩なやむぞ、これ！

ＧＭ：はっはっは、好きにするがいい。それによって後のシナリオ変えるから（笑）。

柳也：そう言われるとますます悩む（笑）。

ミナリ：報告すれば話は大きくなるし、報告しなければ戦力はこのままだし───。

紫帆：とりあえず、わたしはどっちでもいいですよ。

柳也：ん～、報告しない方が好みではあるんだが。間違いなく苦労しそうなんだよな。

ミナリ：私はそれで構かまいません。

柳也：正直、紫帆はまだ目覚めたばかりだし。もう少し日常の中に置いておいてやりたい。

ミナリ：（繰くり返しうなずく）

柳也：と、プレイヤーは思うわけだが！　……でも素す直なおじゃないキャラクター（笑）。

ＧＭ：なんだ、その面白い発言は（笑）。

柳也：なんつーか、いろいろあるんですよ（笑）。霧谷にはこう言っておこう。……鴉については、何かわかったらアンタに連れん絡らくするさ。そう、何かあったら協力してくれるよな？

ＧＭ：霧谷は少しの間、黙だまって柳也を見る。

柳也：俺は口の端はしだけで笑ってる。

ミナリ：私はちょっとそわそわしてます（笑）。

ＧＭ：で、目を伏ふせる。「……約束しましょう。何かあれば、私はあなた方に協力します」

柳也：ああ、それでいい。それで十分だ。

ＧＭ：「では、もうひとつの話である人員の増ぞう加かについてですが……？」

柳也：それに関しては手を振ふって断ことわる。……いらん。俺は面めん倒どうなのは嫌きらいだ。

ＧＭ：「よいのですか？」

柳也：ああ。部下はミナリだけで十分だ。……実じつ際さい、ここで人員増加なんぞと言われても紫帆がいる以上受けられん。

ミナリ：ま、そうですね。……ちょっとため息をつこう。

ＧＭ：「わかりました。後はよろしくお願いします」と霧谷。

ミナリ：と、ここで計算機を持って乗り出してくる私。……ソレはソレとして霧谷さん、予算の話を。もうちょっと、増やして欲ほしいんですが……。

ＧＭ：「いえいえ、ふたりの支部ですし。それほどあっても使い切れない可か能のう性せいが……」

柳也：じゃ、予算の話を始めたふたりから離はなれて、ちょっとつぶやく。




「やれやれ、面倒なことになってきやがった」

　いつものように、天井に紫し煙えんを吐はき出して柳也はつぶやく。

　だが───その顔には獰どう猛もうとも言える笑えみが浮うかんでいた。

「それでも退たい屈くつしているよりはマシ、か……」

　まだ話をつづけるミナリと霧谷を見て、柳也は新しいタバコに火をつける。

　さて、次は何が起きるのか……。







◆Ending 03◆変へん貌ぼうしたもの


Scene Player ─── 七村紫帆






「ただいまー」

　誰もいないとわかっている部屋に、つい声をかけてしまう。

　泉がいなくなって数日。いまだに環かん境きように慣なれない自分に対して、紫帆はため息をついた。

　……自分で決めたはずなのに。ともすると、何かがあふれ出しそうになる。




ＧＭ：最後のシーンだ。シーンプレイヤーは紫帆。

紫帆：はい。

ＧＭ：泉はその後、紫帆には一回も顔を合わせることなく学校を出て行った。……記き憶おくの揺ゆり戻もどしが怖いので、会えなかったという方が正しいけど。

紫帆：…………。

ＧＭ：そして、彼女がいなくなって数日。……紫帆は今日もひとりの部屋に帰ってくる。

紫帆：ドアを開けて、ちょっと立ちつくす。ぽつーんと。

ＧＭ：泉の荷物はもう無くなっている。……いつもよりずいぶんと空間が広く、寒々しい。

紫帆：うう……。

ＧＭ：もちろん、そのうち違ちがうルームメイトは入ってくるだろうけど───。

ミナリ：あ、そこには私が入ります。同じオーヴァード同士だし、三郎のことも知ってるし、都合がいいでしょう。

ＧＭ：おお、確たしかにその通りだ。

ミナリ：口実はいろいろと校こう則そくを破やぶる紫帆の管理とかで。先生に頼たのんでおきます。……こう見えてもクラス委員長ですから。

ＧＭ：ふむ、それは了りよう解かいだ。だが、それももう少し先の話。今は紫帆ひとりだけだ。

紫帆：……何度帰ってきても、寂さびしいなあ。

ＧＭ：そんなことを言いながらドアを閉しめると、三郎が現あらわれる。三郎はふん、と鼻を鳴らして、「そんな顔をするんなら、あの時に引き留とめておけばよかったじゃねえか」

紫帆：だって……今後わたしのうっかりで泉をまた巻まき込んだら、彼女の日にち常じようを全部台無しにしちゃったら、話にならないじゃない。

ＧＭ：「ふん……」三郎は紫帆を睨にらむ。「お前は本当に自分に自信が無いんだな」

紫帆：う……。ちょっと図星なので、鼻白む。

ＧＭ：「まあいいさ。……けどな、お前はもう少しわがままになった方がいい」

紫帆：え……？

ＧＭ：「気を遣つかいすぎだろ。何でも屋だかなんだか知らないが、そんなふうにあらゆる人間に気を遣ってたら、お前の方が先にどうにかなっちまうぞ」と、愚ぐ痴ちを言うようにぶつぶつと。

紫帆：えーと……。

ＧＭ：「ったく、これだから……」

紫帆：ねえ、それってわたしのことを心配してくれてるの？

ＧＭ：「……は？　心配？　俺おれが？　お前のことを？」指で自分と紫帆を指す三郎。

紫帆：あ、珍めずらしく驚おどろいてる。

ＧＭ：「そんなことをしてたつもりは無かったが……」

紫帆：……そこでなんで悩なやむの？

ＧＭ：「うーん……」右へ左へ、ぶんぶんと空中を飛び交かいながら悩む三郎。

紫帆：……変なの。

ミナリ：じゃ、ここでちょっとノックする。……八重垣ですが、今ちょっといいかしら？

紫帆：はーい。

ミナリ：ドアを開けると、微び妙みように引きつった笑え顔がおの私がいる。

紫帆：……？　委員長？

ミナリ：え、ええと。……こ、こんにちは。元気？




　あまりにも不自然な挨あい拶さつである。




ＧＭ：なんだその空気読んでない挨拶は！（笑）

ミナリ：いや、泉についてなんかフォローを入れようと思ったんですが！（笑）

柳也：変に自信が無いな、お前も（笑）。

紫帆：じゃあ、わたしもかくかくうなずく。……あ、うん、元気だけど。

ミナリ：そのー、体の調子とかどう？　妙に体調よすぎたりとかしない？

紫帆：うん、そういうことも無いけど……。

ミナリ：あ、そう。よ、よかった……。

紫帆：…………。

ミナリ：…………。




　無言になるふたり。




紫帆：は、話が続かないよ！（笑）

ミナリ：えーと、その、あの……（笑）。

ＧＭ：ぎくしゃくとした雰ふん囲い気きがあたりを支し配はいする（笑）。

ミナリ：そうだ！　その、紫帆さんは何でも屋とかやってるのよね！

紫帆：え？　うん、いつでも受け付けてるけど……？

ミナリ：じゃあ、喫きつ茶さ店てんの方で看板描かける人を探さがしているんだけど、誰だれか紹しよう介かいしてもらえないかしら？

紫帆：うん、それなら美び術じゆつ部ぶの誰かを……。

ミナリ：それから、私のルームメイトが雑ざつ誌しのバックナンバーを探してるからそれも助けて欲ほしいし、担たん任にんの先生も何か困こまっているようだったし、ああ、そろそろ文化祭の準じゆん備びも、ええとそれから───。

紫帆：…………。




　目の前であたふたと混こん乱らんするミナリを見て、ようやく紫帆は理り解かいした。

　彼女は、自分を慰なぐさめようとしてくれているのだと。

　そして───泉がいなくなってもそれまでの日にち常じようは終わってくれないのだと。ただ、新しく変へん貌ぼうした日々がそこにあるだけなのだ。




紫帆：目の前の委員長を見て、なんとなく笑っちゃおう。……クスクスクスっと。

ミナリ：……紫帆さん？

紫帆：紫帆、でいいよ。さんづけはあんまり慣なれてないし。

ミナリ：……わかりました。

紫帆：あのさ……、これからもよろしくね。

ミナリ：え？




　突とつ然ぜんの挨拶に、ミナリは目を白黒させる。

　これからの日常に対して挨拶をしておいたのだが、彼女には分からなかったらしい。

　……まあ、それならそれでいい。




紫帆：それじゃあ、何から片かた付づけていこうか。……仕事のネタは今委員長からもらったし。

ミナリ：頼たのんだ手前、強くは言えないけど、校こう則そくに違い反はんしない形でお願いね。

紫帆：あはは、きちんと約束はできないけど。……きちんと役には立つから！




　失ったモノを忘わすれることはできない。苦い記き憶おくも癒いえることはないと思う。

　それでもまだ先に進める。そう思える内は一歩でも前に進もう。




　───こうして、七村紫帆の日常は変貌した。誰にも知られることなく。





To be continued


















　　　PREPLAY




　さて、一話は無事に終わった。覚かく醒せいしたてのオーヴァードが出会う事じ件けんとしては、複ふく雑ざつすぎず、よいストーリーになったと思う。ただ、いくつか想定外の点はあった。




　ひとつは泉いずみの処しよ置ちである。

　泉が学校を去るという展開をＰＣから言い出すとは思わなかった。泉に全部話すか、危険を承知で学校に残すかになるだろうと思っていた。もちろん、紫し帆ほたちの取った方法は泉の安全を守る上でもっとも確たしかな方法だ。その代わりに、紫帆は心の傷きずを負ったわけだが。

　もうひとつは紫帆のことをＵＧＮに知らせなかったことである。

　支部長である柳りゆう也やは紫帆の環かん境きようを優先して、戦力の増ぞう加かを断ことわったのだ。




　このふたつの要よう素そを取り込みつつ、私は次のシナリオを煮詰めていく。

　幸いにして、二回目のセッションのテーマはすでに決めてある。それは───。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで、今回のシナリオのテーマは〝ジャーム化〟です。

一同：…………。




　第二回のセッション開始と同時に私が言ったこの一言に、プレイヤーの三人はそろってイヤな顔をしたのだった。




紫帆：（不安そうな顔で）ジャーム化って、なんでそんなに不ふ吉きつなテーマなんですか？

ＧＭ：もちろん、王道だからですよ。『ＤＸ２』のメインテーマのひとつにも、侵しん蝕しよくするレネゲイドとの戦いという要素がありますから。

柳也：この手の作品として〝自分の力に対する葛かつ藤とう〟が欠かせないのは分かるが……。

ミナリ：なんかこう、今日のシナリオがひどいことになるような気がしますね……。

ＧＭ：はっはっは、大だい丈じよう夫ぶ。いつも苦労してるじゃないか。

紫帆：いや、フォローになってませんよ!?（笑）

ＧＭ：それはともかく。今日のシナリオは、紫帆の侵蝕率が焦しよう点てんになるので。それだけは覚えておいてください。

一同：…………。

ＧＭ：……では、まずはハンドアウトから。一いつ緒しよに成長の報ほう告こくもしてください。




『ＤＸ２』では、セッションごとにもらえる経験点を消費することでキャラクターの能力を強化できる。これを「キャラクターの成長」と呼ぶ。




▼ＰＣ①：七なな村むら紫帆

ロイス：青あお原ばらまひろ　　　ポジティブ：好意／ネガティブ：不安

　キミは最近、毎日街に行って捜さがし物をしている。

　捜しているのは〝銀色の目をしたオーヴァード〟。三さぶ郎ろうがどうしても捜さなければならないとうるさいため、仕方なくキミが捜し回っているのだ。

　……無む論ろん、そんな人間が簡かん単たんに見つかるわけはない。

　空から振ぶりを繰くり返すある日、キミは偶ぐう然ぜん彼女に、青原まひろに出会った。

　鳴島市で花屋を営いとなむ、優やさしげな笑えみを浮うかべる彼女に。




紫帆：お花屋さんのおねえさんだ！

ＧＭ：そうそう。紫帆は偶然にこのまひろに───。

紫帆：お花屋さんのおねえさんだ！　お花屋さんのおねえさんだ！




　なにやらツボに入ったらしい。




ミナリ：ど、どうしたの一体。

紫帆：いや～、こういうキャラクター好きなんです。ちょっと落ち着いた感じで、にこにこしている人だとなお良いです。

ＧＭ：あー、大体あってますよ。そんなキャラです（笑）。

ミナリ：それはそれとして、三郎は〝銀色の目をしたオーヴァード〟を捜しているんですか？

紫帆：あれ？　銀色の目ってわたしと同じ？

ＧＭ：その通り。「理由は忘わすれたが、捜さなきゃいけない気がする」と主しゆ張ちようしている。

柳也：前の事件からはどれくらい経たっているんだ？

ＧＭ：一ヶ月くらい。その間ずーっと、三郎はその話ばかり。

紫帆：うう、それはうるさい。仕方がないから捜しに行っちゃいそう（笑）。

ＧＭ：この一ヶ月、紫帆はミナリからレネゲイドのことについて教わったり、三郎に引っ張ぱり回されたり、何でも屋の仕事したりで、とにかく忙いそがしいよ。

紫帆：大変だ。……でもそれくらい忙しい方がいいのかも。泉もいなくなっちゃったし。

ＧＭ：そうだね。忙しい間はあんまり泉のことを思い出さなくてすむから。

紫帆：でも悪いことばかりじゃないよ。オーヴァードになって、生活は便利になってるし。

柳也：ああ、ちょっとしたことはレネゲイドの力で解かい決けつできるからな。

ＧＭ：うん。……それでは、成長の報告をしてください。

紫帆：いろいろ迷まよったんですが、回かい避ひのための《ゆらめき》と範はん囲い攻こう撃げきのための《レーザーファン》のふたつにしました。

柳也：エンジェルハィロゥのエフェクトが多いな。

ミナリ：キュマイラ分少なめね。

紫帆：あー、でも《獣けものの魂たましい》はあるから。……魂はキュマイラ？（笑）

ＧＭ：野性に返りそうな魂だな（笑）。ともあれ、次のハンドアウトにー。




▼ＰＣ②：八や重え垣がきミナリ

ロイス：七村紫帆　　　ポジティブ：連帯感／ネガティブ：脅きよう威い

　この一ヶ月の間にキミが七村紫帆をチェックした結果、確かに彼女の体内には賢けん者じやの石が眠ねむっていることがわかった。

　紫帆の持つ賢者の石は、通常のそれと比べても特殊なものだ。その力は計り知れない。だが、それは不安定で危あやうい力でもある。

　しばらくはキミが気をつけなければならないだろう。まだ彼女はオーヴァードとして覚かく醒せいして間もないのだ。




ミナリ：なんか、ものすごく不安なことがハンドアウトに書いてあるんですが。

ＧＭ：（にこやかに）さっきも言ったとおり、今回のテーマはジャーム化だから。

紫帆：うう、その笑え顔がおが怖こわい……（笑）。

ＧＭ：ともあれ、ミナリはこの一ヶ月、紫帆にオーヴァードとしての基き礎そを教えている。

ミナリ：（にこやかに）もう、やる気まんまんですよ。一から十までがっちり教えます。

紫帆：うう、この笑顔も怖い……（笑）。

ＧＭ：ミナリしか教える人間がいないからねえ。紫帆のことはＵＧＮには隠かくしているし。

紫帆：おかげでコードネームもまだ無いし。

柳也：ああ、そうか。アレは主にＵＧＮ内で使用されるものだからな。

ミナリ：では、私がつけてあげましょう！　……あなたのコードネームは〝ざ・ＮＰＣ〟！〝ざ・ＮＰＣ〟よ！

紫帆：（ほとほとあきれた様子で）えー。

ミナリ：〝しょんぼり剣けん士し〟でもいいけど。




　何がよいのか。




紫帆：いや、あの！　コードネームはそのうち自分で決めるから！　大だい丈じよう夫ぶ！

ミナリ：……まあいいでしょう。今は講義の方が大切だし。

ＧＭ：それも紫帆は最近〝銀色の目をしたオーヴァード〟とやらを捜し回って、なかなか講こう義ぎを受けに来ないわけだが（笑）。

紫帆：あれ、もう委員長と部屋は一いつ緒しよなんだっけ？

ＧＭ：そうだね。引っ越こしは終わっただろう。

紫帆：じゃあ、部屋に帰ると講こう習しゆうが始まるので、あえて街をうろうろしている（笑）。

ミナリ：ふふふふふ……、私の講義をサボるとは……（笑）。

ＧＭ：まあその辺はオープニングにでもやってもらおう（笑）。……で、ミナリの成長は？

ミナリ：前回の失敗から学んで、火力を上げようと思います。

柳也：あー、是ぜ非ひそうしてくれ（笑）。

ミナリ：というわけで、《氷こおりの加か護ご》を取りました。後は《フルインストール》２レベルでダイスを増ふやして、《バリアクラッカー》で攻こう撃げきを当てやすくします。

ＧＭ：なるほど、弱点を補ってきたな。

ミナリ：今回はがんばりますよ！




▼ＰＣ③：九く条じよう柳也

ロイス：〝アキューズ〟　　　ポジティブ：指定無し／ネガティブ：指定無し

　前の事じ件けんからしばらく。キミは再ふたたび退たい屈くつな時を過すごしていた。

　だが、そのぬるま湯のような空気は唐とう突とつに、そして静かに破やぶられることとなる。

　キミの店に、ヤツがやってきたからだ。

　ヤツ───〝アキューズ〟は裏うら社会で活動するエージェントのひとり。その冷れい徹てつな意い志しとすさまじい能のう力りよくはキミですらも脅威を感じるほどだった。

　その彼が、キミにこう言ったのだ。この街で依い頼らいをこなす。敵てきに回れば容よう赦しやはしない、と。




ミナリ：私や紫帆とはずいぶんと温度が違ちがうハンドアウト（笑）。

紫帆：ハードボイルドだ（笑）。

柳也：好みの温度だ（笑）。

ＧＭ：アキューズはもちろんコードネームね。見ての通り、オープニングで敵が挨あい拶さつに来るところからスタートする。

柳也：ところでハンドアウトで推すい奨しよう感かん情じようが決まってないんですが。

ＧＭ：うん。アキューズとの関係はそっちで決めてもらおうかと思って。その方が話も展開しやすいし。

柳也：なるほど。このアキューズはどんなヤツなんですか？

ＧＭ：一言で言えば〝寡か黙もくで真面目な男〟。あまり余よ計けいなことは喋しやべらずに、冷静に仕事をこなすようなタイプ。ただし、仕事を完遂するためには何でもやる。

柳也：あー、プロフェッショナルな感じですね。

ＧＭ：外見は細身で長身の男。鋭するどい目付きをサングラスで隠していて、頭は細いドレッドを後ろでまとめている。他に特徴と言えば……噓を言わないことかな。

ミナリ：へえ。

ＧＭ：もっと正確に言えば、自分の言葉を曲げない。一度言った以上は必ず守る、みたいなポリシーの男だよ。

柳也：そんなヤツがエージェントをやってるのか。……厄介だな。

ＧＭ：で、どんな関係にする？

柳也：ん[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。（感情表を見ながら）ポジティブは〝有ゆう為い〟、ネガティブは〝敵てき愾がい心しん〟で。

ミナリ：敵だけど力は認めている、ライバルっぽい感じ？

柳也：それだな。昔、何かの事件で協力した。その時に、〝コイツと戦ってみたい〟と思ったとか。

ＧＭ：了りよう解かい。……では改めて成長を。

柳也：《リアクティブダッシュ》と《灰はい色いろの庭》を取った。

ミナリ：《灰色の庭》？　（本を見て）相手のイニシアティブ値を下げるエフェクトか……。

ＧＭ：火力じゃなくて、違う方向に行ったのか。

柳也：火力はある程てい度ど確かく保ほしたからな。俺はもうちょっと違うことができる方がいいだろう。

ＧＭ：なるほど。考えてるな。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、最後にＰＣ間ロイスを。順番は前とちょっと変わって、紫帆[image: ]ミナリ[image: ]柳也[image: ]紫帆の順番で。

紫帆：じゃあわたしから。委員長へはポジティブが〝好意〟でネガティブが……。

ミナリ：同じ部屋になったから、今は毎日生活をチェックしますよ。オーヴァードの講こう義ぎはもちろん、毎日の宿題まで。それはもう、クラス委員ですから（笑）。

ＧＭ：いや、クラスメイトの宿題を事前にチェックする委員長なんて聞いたこと無いぞ（笑）。

紫帆：じゃあ、ネガティブは〝食しよく傷しよう〟で（笑）。

柳也：前の俺と同じだ（笑）。

ミナリ：では、私から柳也さん。……ポジティブ〝連帯感〟、ネガティブ〝憤ふん懣まん〟で。相変わらずやる気無いので。

柳也：ま、性しよう分ぶんは変えようがねえよ。

ミナリ：もうちょっとシャンとしてください！　ほら、コーヒーもきちんと用意してくださいよ！　インスタントじゃなくて！（笑）

柳也：客に出す分なんざ、これでいいだろう（笑）。

ＧＭ：どんな喫きつ茶さ店てんだ（笑）。

紫帆：ホントに（笑）。

柳也：で、俺から紫帆はポジティブ〝庇ひ護ご〟、ネガティブ〝不安〟。……どっちかというと不安の方が強いな。この環かん境きようを保たもってやりたいとは思うが。

紫帆：うう、情なさけが身にしみます。

柳也：気にかけるくらいはしてやるさ。それ以上のことは約束できんがな。

紫帆：それで十分です。

ＧＭ：よし、全員決まったところでオープニングを始めよう。







《ゆらめき》　自分の姿をぼやけさせて回避するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《レーザーファン》　光を拡散させて広範囲に攻撃するエンジェルハィロゥのエフェクト。

《氷の加護》　武器に冷気を纏わせてダメージを上げるサラマンダーのエフェクト。

《フルインストール》　生体電流を活性化して、一時的に能力をブーストするブラックドッグのエフェクト。

《バリアクラッカー》　電磁力を利用して相手の防御を打ち破るブラックドッグのエフェクト。

《リアクティブダッシュ》　重力によって、自分自身を動かすバロールのエフェクト。

《灰色の庭》　相手に高い重力をかけることで、行動を遅らせるバロールのエフェクト。











　　　OPENING PHASE







◆Opening 01◆ひとつの出会い


Scene Player ─── 七村紫帆






「紫帆ー、今日は空いてるー？　無ければどっか行かないー？」

「ごめん！　今日も用事入ってるんだ！　また今度ね！」

　放課後、最近毎日のように行なわれる会話に紫帆はこっそりため息をつく。

　最近、三郎の〝捜さがし物〟、ミナリの講義、何でも屋の〝仕事〟とスケジュール過剰なため、普通の学生生活がだいぶ犠牲になっているのだ。

　さて、今日は何からこなそうか……？




ＧＭ：では、最初のオープニングは紫帆。まずは侵しん蝕しよく率りつを上げて下さい。……さっきも言ったとおり、紫帆の侵蝕率がこのセッションでは非ひ常じように重要となるのでご注意を。

紫帆：は、はい。……７上がって40％。

ＧＭ：……そんなに高いなんて。もうダメかもしれません。

紫帆：ええええええええっ!?

ＧＭ：冗じよう談だんです（笑）。

紫帆：あああああ、ビックリしましたよ（笑）。

ＧＭ：これは失礼（笑）。……ともあれ、シーンは今日の授業が終わるところから。

紫帆：じゃあとりあえず、部屋に帰ってから……。

ＧＭ：と、紫帆が歩き出すと頭の中に三郎の声がする。「おい、直接街に出るぞ」

紫帆：え？　（ハンドアウトを見て）また今日も、〝銀色の目をしたオーヴァード〟捜すの？

ＧＭ：「当たり前だ。見つかるまでやるぞ」

紫帆：それはいいけど。部屋に帰って、着替えくらいは……。

ＧＭ：「ダメだ。部屋に帰るとヤツに捕まる」

紫帆：……ヤツ？

ＧＭ：「（ミナリを指して）ヤツだ」

ミナリ：くっくっく、さあて今日はどんな講こう義ぎをしようかしら……。

柳也：前回とキャラ全然違うじゃねえか（笑）。

紫帆：（三郎に）うん、部屋には帰らない方がよさそうね（笑）。

ＧＭ：「……それに、動き回ってないとお前はまた考え込むだろ」

柳也：泉のことか。

紫帆：う……。

ＧＭ：「だから行くぞ、ほら行くぞ」とせかす三郎。

紫帆：……もう。捜す理由も覚えてないくせに。

ＧＭ：「それでも捜さなきゃいけないんだ。理由なんて後で思い出す」

紫帆：わかった、わかった。街には出るよ。……どうせ頼たのまれたモノを買ったりしなきゃいけないし。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで街に出てきた紫帆。……今日も制せい服ふくのままだ。

紫帆：だって着き替がえてるヒマが無いんだもん（笑）。

ミナリ：そのころ私は紫帆がこないので、部屋でナイフを研といでいる。……うふふふふふ。

ＧＭ：怖こわいよ！（笑）

紫帆：じゃあ、街で買い物を終えてから広場で、通りかかる人の眼めを見てる。じー……。

柳也：こっちはこっちで怖いな（笑）。

ＧＭ：では、紫帆は今日鳴島市の南にある鳴島海浜公園に来ている（ＭＡＰを出す）。

[image: ]

柳也：海浜公園？

ＧＭ：近くにはアクアパークという数年前にできたばかりのテーマパークもある、大きな公園だ。遊歩道やサイクリングコースなどもあり、休みの日には親子連れでにぎわうよ。

紫帆：ああ、ちゃんとした公園なんだ。

ＧＭ：そうそう。それなりに人も多いから。……とは言え、該当する人は見つからないが。

紫帆：うーん。……三郎、ホントにいるの？　手がかりくらい無いの？　わたしみたいに一時的に銀になるような目だと普通には捜せないよ？

ＧＭ：「この街に住んでいる確信はある。……記き憶おくはないが」

紫帆：（げっそりした顔で）それじゃわかんないよ。……なんかものすごい無む駄だなことをしている気になってきた。とりあえず、飲み物でも買おう。

ＧＭ：うん、じゃあ紫帆が自じ販はん機きの前で財さい布ふを開けて五百円玉を取り出そうとすると、ちょっとしたはずみでそれがコロンと落ちる。

紫帆：あ！　あ、あ、あ、あぁ～……。

ＧＭ：そのまま五百円玉は転がり、自販機と自販機の間に入り込こみ───見えなくなる。

紫帆：こ、困った。どうしよう。

柳也：いいだろ、硬こう貨かの一枚まいくらい。

紫帆：良くないですよ！　高校生にとって五百円は大金です！

ミナリ：確かに（笑）。

紫帆：うーん、うーん……（キャラシートを見て）あ、《光の剣》とか使えないかな？

柳也：実体の無い剣でどうするつもりなんだ（笑）。

紫帆：ほら、明かり代わりにはなるかなーと思って（笑）。（ＧＭに）どう？

ＧＭ：ＯＫ、いいだろう（笑）。判定が必要なことじゃないし、侵蝕率を上げれば隙間を照らして五百円玉の場所が見えることにしていいよ。

紫帆：よし！

柳也：……なんか、ものすごくせせこましいことに力を使ってるな（笑）。

ミナリ：本当はあんまり良くないんですけどね（笑）。

ＧＭ：五百円玉は見つかるけど、紫帆の手が届とどく場所じゃないね。自販機の下だし。

紫帆：細長いものを拾ってきて使おう。えーと、枯れ枝とかを使いつつ、意識を集中して五百円玉をひっかき出す。




　真しん剣けんな目で自販機の間を睨にらみ、枝でコインを取りだそうとする少女、七村紫帆。




柳也：なんつーか、シュールな光景だな（笑）。

紫帆：本人は真剣です。もう十分くらいやってる（笑）。

ミナリ：ながっ！（笑）

ＧＭ：では、紫帆がコインに悪戦苦闘している最中に後ろから声をかけられる。「あの～？」

紫帆：はっ、見られた！（笑）　と、とりあえず首をギギギッと回して確かく認にん！

ＧＭ：そちらを見ると、二十代半ばで髪かみの長い女じよ性せいが紫帆を見ている。なんというか、どこか線の細い感じのする人だね。

[image: ]

紫帆：慌あわててその場を飛び退のく！　すすすす、すいません！　どうぞ使ってください！

ＧＭ：「あ、いや、その、自販機を使いたいわけじゃなくて。……何をしているのかなあ、と」

紫帆：あー、いや、その……。答えに困るなあ（笑）。

ミナリ：そうでしょうとも（笑）。

紫帆：素す直なおに話そう。……ちょっとお金落としちゃって。と自販機の間を見る。

ＧＭ：「ああ！」と手を叩たたく彼女。「もしかして、その枝じゃ短いの？」

紫帆：まー、その、そんな感じです……。ううう、なんかすごく恥はずかしい（笑）。

ＧＭ：すると彼女は「ちょっと待っててね」と言って、隣にある花屋に入っていく。

紫帆：おや？

ＧＭ：で、戻ってきて、「はい」と長めの物差しを差し出す。顔はにっこり笑え顔がお。

紫帆：あ、ありがとうございます……。しまった、やめられなくなっちゃった（笑）。

柳也：微び妙みように罠わなだな、これは（笑）。

ＧＭ：まあ、長くて直線の物差しを使うとあっさり五百円玉は戻もどってくるよ。

紫帆：なんでこんな大だい冒ぼう険けんをしているんだろう。……あ、なんか目から涙なみだが（笑）。

ＧＭ：「取れた？　……よかったわね」と彼女はにこにこしながら言う。

紫帆：あ、ありがとうございます。（物差しを見て）これは、洗あらって返しますので───。

ＧＭ：「洗うなんていいわよ。それよりも……」と、彼女の目が紫帆を上から下まで見る。

紫帆：な、なんでしょう……？

ＧＭ：彼女の目はピタリと紫帆の膝ひざあたりに止まる。「ちょっとすりむいちゃってるわね」見れば、確かに少し血が出ている。

ミナリ：まあ、制せい服ふくのままやってたみたいだから、膝もむけるでしょ。

紫帆：あ、これくらい大だい丈じよう夫ぶです。なめておけば治りますから。……と手を振ふりながら言う。

ＧＭ：「そんな男の子みたいなこと言わないの」と苦笑いしながら彼女は紫帆の手を取る。

紫帆：およ？

ＧＭ：「ほら、こっちにいらっしゃい」と、強引に紫帆を花屋の方に連れて行く。

紫帆：お、お、お……（笑）。




　何が何だかわからないままに紫帆は花屋の中へ。

　紫帆を椅い子すに座すわらせると、彼女は傷きずの洗せん浄じよう、消毒、ガーゼ当てまでを手早く終わらせた。




ＧＭ：というわけで、傷の手当てを終えて女の人は一旦店の奥に下がっていった。

紫帆：なんか……不思議なシチュエーションだ。ぼーっとしちゃうなあ（笑）。

ＧＭ：ちなみに花屋自体は小さいけど、雰囲気はいい。珍しい花もあるしね。

紫帆：ぽけー、と周りを見てます。

ＧＭ：すると、彼女がお茶のセットを持って戻ってくる。

紫帆：えーと……、ここはお姉さんの店なんですか？

ＧＭ：「そう、わたしの店よ。半分趣味だけどね」と微笑ほほえんで、お茶を入れる彼女。

紫帆：へえ……。

ＧＭ：で、彼女はお茶を出しながら言う。「あなたは？　瀬せ戸と川がわ学園の生徒さん？」

紫帆：あ、はい、そうです。お茶ありがとうございます。

ＧＭ：「制服を着たままこの辺まで来る子は珍しいわね」

紫帆：ちょっと、着き替がえるヒマが無くて……。と、頭をかくわたし。

ＧＭ：彼女はクスクスと笑う。「若わかいわねー」

紫帆：や、お姉さんもそんな年じゃないでしょ？

ＧＭ：「どうかしら？」といたずらっぽく言う。「それよりも───」




　それからしばらく、紫帆は彼女と話を続けた。

　話すことは学校のこと、寮りようのこと、花屋のこと───他愛たわいのないことばかり。

　気がつけば日は落ちかけ、門もん限げんギリギリの時間になっていた。




紫帆：あ、やばい！　もうこんな時間。

ＧＭ：「あら。……そうね、だいぶ引き留とめちゃったわね」

紫帆：いえいえそんな。……って、そういえば名前聞いてなかった。お姉さん、お名前は？

ＧＭ：「わたし？　わたしは青原まひろ。……あなたは？」

紫帆：七村紫帆です。

ＧＭ：彼女はにっこりと笑って言う。「じゃあ紫帆ちゃん。またいつでも寄よってね」

紫帆：はい！　何か機会があったら、お花も買いに来ます！




　それが紫帆と彼女───青原まひろとの出会いだった。

　この時、紫帆はまだ気づいていなかった。

　彼女がどこか懐なつかしそうに、どこかまぶしそうに、紫帆を見ることに───。







◆Opening 02◆力の不安


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　寮の部屋……自分と紫帆の部屋の中で、ミナリは厳きびしい顔をしていた。

　目の前には携けい帯たい端たん末まつ。画面上には紫帆のデータが映うつし出されている。そのデータはあらゆる角度から、七村紫帆というオーヴァードが危き険けんな存そん在ざいであることを示していた。




ＧＭ：次はミナリのシーン。……時じ間かん軸じく的には、紫帆がまひろの花屋で過すごしているころ。

ミナリ：はい。

ＧＭ：ミナリは自室で紫帆を待っているわけだが……、待てども待てども彼女は来ない。

ミナリ：途と中ちゆうまで仁に王おう立だちで待ってるんですが、来ないのでナイフを研といでいよう（笑）。

柳也：ホントにナイフ研いでるのか（笑）。

ミナリ：時間を無む駄だにするのはイヤなんです。その後は、適てき宜ぎ情じよう報ほう収しゆう集しゆうを。

ＧＭ：了りよう解かい。……ミナリが携帯端末を開けると、以前に検けん査さした紫帆のデータが映し出される。

紫帆：わたしのデータ？

ＧＭ：ミナリたちはＵＧＮに紫帆のことを隠かくしているので、身体検査自体も自分たちでやらなきゃならんわけですよ。で、そのデータをミナリが持っているわけです。

ミナリ：その検査データで変わったところは？

ＧＭ：うん、変わったところだらけだ。

紫帆：え!?

ＧＭ：まず、〝賢けん者じやの石〟の融合箇所。スキャンの結果、心しん臓ぞう部分───正せい確かくに言えば、心臓が半分えぐれてて、その部分を補ほ完かんするように石が融ゆう合ごうしている。

ミナリ：なるほど。

ＧＭ：少なくともミナリが知っている〝賢者の石〟の情報では、石は通つう常じよう手の甲こうや胸むねなど外部に露ろ出しゆつするようにくっついており、体内に融合しているケースは見たことがない。

ミナリ：……研究者じゃないからたいしたことは分からないけど、想そう像ぞう以上ね。

ＧＭ：〝賢者の石〟の状じよう態たいもおかしい。なんというか、恐おそろしく不安定な感じがする。

ミナリ：というと？

ＧＭ：一時間の間で、レネゲイドの出力がほとんど０からジャーム並なみに上下したりする。

紫帆：ええええええええええええっ!?

柳也：あー、でもちょっと分かる気がするぞ。前にも微び妙みように意い識しき乗っ取られたりしてたし。

ミナリ：ああ、銀色の目になったりしてましたね。

ＧＭ：銀の目に関しては、その後の検査でも同じような結果がでるよ。どうやら、紫帆はある程度レネゲイドの力が増すとああいう状況になるらしい。

ミナリ：なるほど……。

ＧＭ：なお、この〝賢者の石〟はほとんど活かつ性せい化かしていない。これはあくまで予想だけど、本ほん格かく的に活動状態になったら紫帆はとてもじゃないが理り性せいを保たもてないだろう。

ミナリ：…………具体的に、そうなったら紫帆はどういうことになります？

ＧＭ：とてつもない衝しよう動どうが連発して彼女を襲おそう。侵しん蝕しよく率りつは伸のび続けるし、どんなに強きよう靱じんな精せい神しんでもいつかは内なる衝動に負ける。

ミナリ：あの子は、精神的に強い方じゃない。一度衝動に負ければ……。

柳也：ジャーム化するだろうな。

ＧＭ：ただジャーム化するだけじゃない。紫帆がその破壊衝動のままに活動すれば、鳴島市全体を巻き込んだ大災害になりかねない。

紫帆：そ、そんなに？

柳也：あながち噓とも言えないな。紫帆の戦闘能力は十分に強い。それが莫大な侵蝕率で暴走すれば、俺もミナリも止められない。そうなれば後は死ぬまで破壊を続けるだろう。

ＧＭ：そういうこと。……で、このデータの結論としては、賢者の石はもともとレアな存在であり、特殊な物だけど、紫帆の持つ石はそれに輪をかけて特殊な物である、ということだ。

ミナリ：……この話は、紫帆には伝えないように封ふう印いんします。

ＧＭ：了解。……それから、紫帆の特とく徴ちようで一番大きなものがもうひとつある。

ミナリ：もしかして───三郎、ですか？

ＧＭ：その通り。……〝賢者の石〟に人じん格かくが宿るという話はＵＧＮ内でも噂うわさになっているけど、その人格が自じ我がを持ち、かりそめの体を手に入れて動き出すなんてことは聞いたことがない。

ミナリ：では、ため息をついてそのデータを閉とじます。その後、パスワードをかけて封印する。……悪い想像しかできないわね。

ＧＭ：了解。紫帆のデータは一いち応おうだが封印されたよ。

ミナリ：…………で、紫帆は？

ＧＭ：まだ帰ってこないな。

紫帆：今ごろはまひろさんの店でゆっくりしてるころかな（笑）。

ミナリ：しばらくじっとしてから、おもむろに立ち上がる！　そしてよく研げたナイフを背せ中なかにおさめる！（笑）

ＧＭ：おお？（笑）

ミナリ：ギラリと眼鏡めがねが輝かがやいて、……私の講こう義ぎから、また逃にげたわね！

紫帆：ひぃ（笑）。

ミナリ：そして、ズカズカズカと外に出て行きます。

ＧＭ：了りよう解かい（笑）。ではそこで一度シーンを切るか。

紫帆：帰ってくる最中に、背せ筋すじが寒くなってそう（笑）。

柳也：お前にも、ミナリの怖こわさがわかってきたようだな（笑）。







◆Opening 03◆忌いまわしき再さい会かい


Scene Player ─── 九条柳也






　喫きつ茶さ店てんペリゴールにその客が訪おとずれた時。九条柳也はいつものように天てん井じように向かって紫し煙えんを吐はき出していた。

　その客───アキューズの顔を見ても、柳也は特に驚おどろきはしなかった。

　ただ、男の無む表ひよう情じような顔の向こうに透すけて見える、〝死〟を感じ取り、笑みを浮うかべただけだ。




ＧＭ：では柳也。ミナリの悩なやみもなんのその。キミは今日も喫茶店でぼーっとしている。

柳也：（しみじみと）今日も客がいない。いいことだ……（笑）。

紫帆：ちょっと待って喫茶店なのに───っ！（笑）

柳也：静かなのはいいことさ。退たい屈くつなのはダメだがな。

ＧＭ：今は午前中。ミナリも学校に行っており、静かな時間が過すぎていく。

柳也：せっかくひとりだし、たまにはコーヒーを淹いれるか。……ミナリにばれると客に出せとか言われるからな（笑）。

ミナリ：当たり前です（笑）。

柳也：戸と棚だなの奥おくに隠してある豆とコーヒーミルを取り出して、じっくりと本格的に淹れるぞ。俺だけのために（笑）。

ＧＭ：リラックスしてやがるな（笑）。では柳也がゆったりと過ごしていると、カラン、とドアが開いてひとりの男が入ってくる。

柳也：……目だけでそいつを追う。




　そこにいたのは、戦場の空気をまとった男。

　細身の長身。羽は織おったコートの下から、素そ材ざい不明の黒いつなぎ──戦闘服が見えている。

　特徴のある細いドレッドを後ろで束ね、サングラスが鈍にぶく光を反はん射しやしていた。




柳也：アキューズか。

ＧＭ：その通り。ヤツは昔とほぼ変わらぬ外見をしている。……で、彼は勝手にカウンター席に座すわると一言。「……ウオッカを」

柳也：俺は肩かたをすくめて言うぜ。……おいおい、ここは喫茶店だぜ。酒は置いてねえよ。

ミナリ：…………そうなのかしら。

紫帆：絶ぜつ対たいあると思うけどなあ（笑）。

柳也：外野は口を出すな（笑）。

ＧＭ：するとアキューズはピクリともせずに、「ならば、お前が飲んでいるものでいい」

柳也：これか？　これは売り物じゃないんだが……。

ＧＭ：アキューズは黙だまって右手を出す。よこせ、と言っているらしい。

柳也：ちっ。カップを滑すべらせるぜ。……まさかお前がコーヒーを飲むなんてな。

ＧＭ：ヤツはそれを受け取って一口すすってから。「お前こそ、こんなところで何をしている。……戦闘部隊でその名をはせた〝ヴォイドスナップ〟が」

柳也：今の俺はしがない雇われ店長さ。……で、何をしにきた。まさかコーヒーを飲むために来たわけじゃねえだろう。

ＧＭ：「この街で仕事を受けた」

柳也：（茶化すように）また裏稼業か？

ＧＭ：ヤツはうなずく。「その通り。仕事の内容は拉致。ターゲットが抵抗すれば殺して死体を持ち帰ることも許可されている」

柳也：うお！　いきなり全部言いやがった！

ＧＭ：「ターゲットはこの街にいる。……だから、先にお前に会いに来た。この街のＵＧＮ支部はお前が仕切っていると聞いたのでな」と言って、アキューズは柳也をジロリと見る。

柳也：……派は手でにやらかすつもりか？

ＧＭ：「俺にそのつもりはない。……だが結果的にどうなるかはわからない」ちなみに、柳也はアキューズの能のう力りよくをひとつ知っている。

柳也：ほう？

ＧＭ：アキューズは一いつ般ぱん人じんをほぼ自じ在ざいにジャーム化させることができる。

一同：えええええええええええっ!?

紫帆：ど、どういうことだろう？

ミナリ：えーと、アレじゃない？　《ヨモツヘグリ》とかの戦せん闘とう不能を復ふつ活かつさせるエフェクト。確たしか、一般人がオーヴァード化する可か能のう性せいがあるって書いてあった。

ＧＭ：ご名答。自分で一般人を殺して、そのエフェクトで復活させる。それだけで八割わり方がたの人間は衝動に負けてジャーム化する。ジャーム化しなかったヤツは殺してしまえばいい。

ミナリ：なんという強ごう引いんな……。

柳也：周囲への被ひ害がいや自分のモラル、隠おん密みつ性せいさえ考えなければありえない手じゃない。……普ふ通つうは危き険けんすぎて使おうともしないだろうけどな。

ＧＭ：そうだね。そのまま暴ぼう走そうしたジャームに殺されてもおかしくはないし。

柳也：では俺は、苦い顔になってから言う。……この街を化け物の住みかにするつもりか？

ＧＭ：ヤツは表ひよう情じようを変えない。「結果どうなるかわからない、ということだ」

柳也：……ターゲットは誰だれだ？

ＧＭ：「そこまで話す義ぎ理りはない。だが、どうせ荒あら事ごとになればお前は出てくるだろう。ならば、先に準じゆん備びを整えてもらった方が無む駄だが少ない。そう感じたから、ここにやってきた」と言って、アキューズはコーヒーをあおる。

柳也：ちっ、こっちのことも織おり込こみ済ずみか、とタバコをかみつぶす俺。

ＧＭ：「無む論ろん、お前が何も見ず、動かなければ面めん倒どうは起きない」と言ってからアキューズは初めてうっすらと笑えみを浮うかべる。「だがお前は来るだろう？　お前は退たい屈くつよりもトラブルを好む男だ、〝ヴォイドスナップ〟」

柳也：ふん……。図星なので、肩を軽くすくめるだけだ。

ＧＭ：「もちろんお前が出てきたとしても依頼は完遂する。……俺は一度言ったことを違たがえたりはしない」淡々と、静かにアキューズは言う。

柳也：相変わらず真面目なヤツだ。……アキューズは噓うそをつかないのが信条だったよな？

ＧＭ：そうだよ。

柳也：つまりヤツは自分のポリシーにかけて仕事をするってことか。……厄介な。

ＧＭ：良くも悪くも実直な男なんだよ。では、コーヒーを飲み干した後にアキューズは席を立つ。

柳也：…………。

ＧＭ：彼は適当にコインをおいて、そのまま背を向けて喫茶店を出て行く。

柳也：一応聞くが、攻撃を仕掛けることはできるか？

ＧＭ：できるよ。柳也だったら隙を見つけられないわけじゃない。ただ、ここで攻撃してもヤツは逃げに徹するだろうね。それもキミだったら予測できる。

ミナリ：つまり、攻撃をするなら一撃で仕留める必要がある……。

柳也：…………ダメだな。さすがに仕留めきれる自信はねえ。ここはあきらめて見送ろう。

ＧＭ：では喫茶店のドアをくぐる時、アキューズは肩越しに一瞬だけ柳也の方を見る。……どうやら向こうも同じことを考えていたらしい。

柳也：あわよくばこちらを倒そうとしてたってことか。……ホントに真面目なヤツだ。

ＧＭ：ただ、タイミングも見つけられなかったので、アキューズはそのままどこかへと去っていく。

柳也：では最後に一言つぶやく。




「……やれやれ、また面倒なことになってきたぜ」




　ひとり虚こ空くうに言葉を吐はき出す柳也の口元には、言葉と裏うら腹はらに獰どう猛もうな笑みが浮かんでいた。







　　　MIDDLE PHASE







◆Middle 01◆穏おだやかな時間


Scene Player ─── 七村紫帆






　周り中を花で囲まれた不思議な空間で、紫帆はふんわりと幸せに浸ひたる。

　あれから数日。紫帆はまた、まひろの花屋にやってきていた。

　なんともいえず居い心ごこ地ちのいいこの空間を、紫帆は大いに気に入っていたのだ。




ＧＭ：さて、次は紫帆のシーン。……あれから数日がたった。

紫帆：あ、わたしあれから毎日のようにまひろさんの花屋に来てますよ。

ミナリ：毎日？

紫帆：だって、どうせ毎日三郎に言われてこの辺に来るし。かといって手がかりがあるわけでもないし。適てき当とうに捜さがしたら、まひろさんのところに寄よって帰るというコースに。

ＧＭ：なるほど。では、いつものように紫帆はまひろの花屋でお茶をもらっている。

紫帆：わーい（笑）。

ＧＭ：まひろはにこにこしながら出で迎むかえて、「毎日来てくれてありがとう」。

紫帆：いえいえ、わたしも楽しいですからー。

ＧＭ：「そう？　それならいいのだけど」

ミナリ：……そこで登場します。

ＧＭ：お、了りよう解かい。

ミナリ：実は私は、毎日部屋で紫帆を待ち続けているんですよ。仁に王おう立ちで（笑）。

紫帆：う……（笑）。

ミナリ：これだけの教材、機材をそろえたというのに。……一体何が不満なのかしら。

紫帆：そ、そういう問題じゃないと思うな……（笑）。

ミナリ：で、業ごうを煮にやして今日は追いかけてきます（笑）。

ＧＭ：わかった（笑）。では、ミナリは追つい跡せきの結果この花屋にたどり着いたということで。中では紫帆と店の人らしい女じよ性せいが楽しそうにお茶を飲んでいる。

ミナリ：（何かを押おし殺ころしたような低い声で）……お邪じや魔ま、します。

紫帆：こ、こわっ！（笑）

ＧＭ：「あら？」入ってきたミナリにまひろが気づく。「いらっしゃいませ」

紫帆：わたしはそこで振ふり向むいてミナリに気づく。……うわっ!?　委員長!?（笑）

ミナリ：（ドスのきいた声で）……いえ、客ではなくこの子の知り合いです。

ＧＭ：「あら、紫帆ちゃんのお友達？」とまひろ。彼女はミナリの殺気に気づいていない（笑）。

ミナリ：（おどろおどろしく）七村さん……？　どうして部屋に来てくれないの……？

紫帆：いや、その、これは……！　委員長、怖こわいよ～（笑）。

ＧＭ：「紫帆ちゃんのお友達なら、お茶を出さないと」と、雰ふん囲い気きをまったく理り解かいしてないまひろが微笑ほほえみながら言う。

ミナリ：いえ、私は……。

ＧＭ：（言葉を聞かずに）「あなたも座すわって？　……ええと、お名前は？」

ミナリ：紫帆と同じクラスの八重垣ミナリです。でも、本当にお構かまいなく。私は紫帆を連れて帰らなければならないので。……と言いつつ、紫帆の肩かたをがしりとつかむ（笑）。

紫帆：ひぃ（笑）。

ＧＭ：「でも、少しくらいならいいでしょ？」とまひろ。「せっかく来てもらったんだもの」

ミナリ：う……、いや、私は……。

ＧＭ：「この街に来てそれほど時間も経たってないから、私も話し相手が欲ほしかったの」

紫帆：そ、そうだよ！　せっかく来たんだから！

ＧＭ：「ね、ゆっくりしていってくれないかしら？」にこにこにこーっと、まひろの微笑み。

ミナリ：む……。ま、まあ少しなら……。

ＧＭ：「よかった！　じゃあ座って？」ぱぁっと、まひろの表ひよう情じようがさらに明るくなる。

紫帆：はぁ、助かった（笑）。

ＧＭ：「じゃあ、まずはあなたたちのことを聞かせて？」

紫帆：あ、はい。それじゃあ───。




　ミナリを交えて、再ふたたび会話が始まる。

　学校のこと、何でも屋のこと、寮りようのこと。紫帆やミナリの日にち常じようを、まひろはどこかまぶしそうに聞いていた。




ＧＭ：にこにこと話を聞きながら、まひろはポットを傾かたむける。……で、お茶が空になっているのを確かく認にんして、「あら？　……もう少し持ってくるわね」と席を立つ。

紫帆：はーい。

ミナリ：……なんというか不思議な人ね、まひろさん。

紫帆：いい人だよ。見ず知らずのわたしのことを心配してくれたし。

ミナリ：そうね……。

ＧＭ：と、キミたちが会話をしているとまひろが戻もどってくる。「お待たせー」と言いながら、ポットを置こうとしたその時……。




　カチン、とほんの小さな音を立ててポットの取っ手が割われた。

　気づいた紫帆が慌あわててポットを支ささえ、ミナリがカップを避ひ難なんさせる。

　そしてまひろは───なぜか血の滴る自分の手を見ていた。ただ、呆然と。




ＧＭ：まひろの手から、血がパタパタと落ちる。どうやら、割れた取っ手で切ったようだ。

紫帆：えっ!?

ミナリ：……傷きずの具合は？

ＧＭ：ちょっと切った程てい度どだよ。ただ傷の場所が悪いのか、出血が少しある。

紫帆：まひろさん、大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：返答は無い。彼かの女じよはただ呆然と血を見ている。顔色は蒼そう白はくになり、震ふるえが───。

紫帆：まひろさん？　……まひろさん！　ちょっと強く呼よびかける！

ＧＭ：すると彼女ははっと気がついたように、「あ……、ちょっと切っちゃったみたい」と笑う。……思い切り無理して。

ミナリ：……まひろさん、とりあえず傷きず口ぐちを流しましょう。それから消毒と絆ばん創そう膏こうを。

ＧＭ：「あ、……うん。そうね」まひろは辛つらそうに奥おく歯ばを嚙かみしめている。

紫帆：まひろさん、ホントに大丈夫ですか？　休んだ方がいいんじゃ？

ＧＭ：「うん、別に問題は無いんだけど……」彼女は力なく笑い、「でも、休ませてもらおうかしら。念のため」

ミナリ：それがいいですよ。無理してもいいことはないです。

ＧＭ：「うん、そうだね……」




　その後、紫帆とミナリが帰るまで、まひろの調子は良くならなかった。




ＧＭ：店を出るふたりにまひろが声をかける。「ごめんね。……それからありがとう」

紫帆：まひろさん、お大事にしてください。

ミナリ：お茶ありがとうございました。

ＧＭ：「また、来てね」と、彼女は最後まで笑みを絶たやさず、店の中へと入っていく。

ミナリ：……紫帆。まひろさん、血が苦手なの？

紫帆：うーん、わたしが膝ひざをすりむいた時はそんな様子は無かったけどなあ。

ミナリ：…………。

紫帆：心配だから明日もお見み舞まいにこよう。




　ちらりと花屋を振り返り、紫帆はまひろの様子を思い出す。

　先ほどの様子に不安を覚えつつ、紫帆は夕ゆう暮ぐれの寮へと帰っていった。







◆Middle 02◆敵てきの影かげ


Scene Player ─── 九条柳也






　アキューズが訪おとずれてから数日。街に異変は起こっていなかった。

　柳也は黙だまって紫し煙えんを吐はき、喫茶店で待ち続ける。

　アキューズのことはＵＧＮにも伝えた。そろそろなんらかの反応があるはずだが……。




ＧＭ：というわけで、次のシーンは柳也。

柳也：とりあえず、アキューズが来たことをＵＧＮの日本支し部ぶにも伝えて向こうでも調べてもらう。ヤツの目的がわからん以上、俺おれたちだけで情じよう報ほうを集めるのは無理だ。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、喫きつ茶さ店てんにしよう。日本支部から連れん絡らくが入るシーンだ。

柳也：では俺おれがいつものように虚こ空くうを見上げてぼーっとしていると、電話が鳴る感じで。

ＧＭ：了りよう解かい。では柳也が電話を取ると、「霧きり谷たにです」と声が。

柳也：アンタか。……アキューズの件けんは何かわかったか？

ＧＭ：「ええ、彼の目的がわかりました。……アキューズは、〝銀の目を持つオーヴァード〟を捜さがしています。該当する人物の拉致、もしくは殺害が彼の仕事です」

紫帆：え。

柳也：……おい、ミナリの検査結果で、紫帆がそういったオーヴァードだってことは判明してたな。

ミナリ：はい、そういう結果が出てます。

柳也：ちっ。……内心で舌した打うちをしながら霧谷の話を聞いている。

ＧＭ：霧谷は続ける。「ターゲットを見つければ、アキューズは躊ちゆう躇ちよ無なく行動に移うつるでしょう。その時の被ひ害がいは想そう像ぞうできません。厳きびしいとは思いますが、早期の解かい決けつを」

柳也：了解だ。また何かあったら連絡を。

ＧＭ：「わかりました」……と言って、霧谷も電話を切る。

柳也：ちっ、厄やつ介かいだな。

ミナリ：登場します。これは話を聞いておいた方がよさそう。……電話が終わったようなので、奥おくから出てくる感じで。

ＧＭ：了解。

ミナリ：柳也さん、霧谷さんからですよね？　何かありましたか？

柳也：俺は苦い顔のまま言う。……前に話したアキューズの目的がわかった。ヤツは銀目のオーヴァードを捜している。

ミナリ：銀の目……、紫帆のことでしょうか、鴉からすのことでしょうか。……それとも、この街には他ほかにもそんな存そん在ざいがいるんでしょうか。

柳也：さあな……。

ミナリ：誰を狙っているにせよ、近い将来事件が起きるのは間違いなさそうですね。

柳也：そうだ。……それまでになるべく準備をしておかなきゃならん。

ミナリ：ちょっとここでため息をつく。……最近、次から次へと事件が起きますね。今まで何にも起きなかったのに。

柳也：だが、もともと火だねはあったのかもしれんぞ。遅おそかれ早かれ事件は起きていた……そう考えれば、今回のことはいいタイミングだ。

ミナリ：もう一度ため息を。……柳也さんが言う「いいタイミング」はまとめて片かた付づけられるとか、荒あら事ごと前ぜん提ていのタイミングか、どっちかじゃないですか。

柳也：（にやりと笑って）分かってるじゃねーか。

ミナリ：本当は、分かりたくないのですが。

柳也：で、ミナリ。紫帆はどうなっている。

ミナリ：日にち常じよう生活の方は問題なく。身体データの方は……前に提てい出しゆつしたものと変わりません。

柳也：不安定だってヤツか。

ミナリ：（うなずいて）訓練の方は、その……ちょっとマイペースすぎるところがあります。

ＧＭ：最近さぼりがちだしね。

紫帆：それは三郎が悪いのよー！（笑）

柳也：もう少し締しめ付けを強くしてやれ。……紫帆自身が狙ねらわれる可か能のう性せいもある。ミナリ、お前もアイツを護衛しろ。

ミナリ：了解です。

柳也：正直、紫帆も戦力として投入したいところだが……。

ミナリ：早すぎます！

柳也：（手を振ふって）わかってる、わかってる。そう目くじらを立てるな。

ミナリ：……失礼しました。

柳也：あとはアキューズの動向をつかまなきゃならんな。

ミナリ：それならば準備はできています。……ということでＧＭ。情報収しゆう集しゆうの判はん定ていをしていいですか？　前回のセッションでも登場した、老刑事の山さんあたりに連絡をして。

ＧＭ：いいよ。では、〈情報：警察〉で判定を。

ミナリ：……達たつ成せい値ちはクリティカルして13。

ＧＭ：高いな。ではミナリの携けい帯たい端たん末まつに山さんからこんな情報が送られてきている。

ミナリ：ふむふむ。

ＧＭ：ヤツが街に入ってきてから、行方ゆくえ不明事件が増加している。

柳也：ぐお、それは……。

ＧＭ：もちろん、この街はそれなりに大きいのでまだ目立った動きにはなってないけど。行方不明事件は警察に届とどけられるのも遅おそかったりするし。

紫帆：子こ供どもならともかく、大人だとそうなるよね……。

ミナリ：でも確かく実じつに事件は起きている、と。

ＧＭ：そうそう。だんだん山さんも気になってきている、という感じ。

ミナリ：わかりました。その情報を柳也さんに報告します。

柳也：その報ほう告こくを受けて苦い顔になる。……あのヤロウ、仕し込こみをしてやがるな。

ミナリ：仕込み、ですか？

柳也：ヤツは一いつ般ぱん人じんをジャーム化できる。間違いなく手て駒ごまを増ふやしているんだろうさ。

ミナリ：……何てことを。

柳也：ミナリ、今からジャームの群れに囲まれる覚悟くらいはしておけ。

ミナリ：…………了解です。

ＧＭ：では、会話が終わったところでシーンを切ろう。







◆Middle 03◆銀色の瞳ひとみ　


Scene Player ─── 七村紫帆






　バスを降おりて、紫帆は早足で公園に向かう。

　今日は何をやっても手につかなかった。どうしても昨日のまひろが気にかかって何にも集中できなかった。……今はただ、なるべく早く彼かの女じよの無事を確かく認にんしたかった。




ＧＭ：では次のシーン。シーンプレイヤーは紫帆。まひろが手を切った次の日の放課後だ。

紫帆：……今日は放課後になったらすぐにまひろさんのところに行こう。

ＧＭ：では、紫帆が急ぎ足で公園に来たところで三郎が声をかける。「……おい、またあの女に会いに行くのか」

紫帆：うん。……昨日のことが気になるから。

ＧＭ：「ふ～む」と三郎はうなっている。

紫帆：……どうしたの？　何か変な声だして。

ＧＭ：「いや、俺おれはあの女がどこか気になるんだが……」

紫帆：気になる？

ＧＭ：「う～ん」と、三郎はうなったままだ。……どうやら覚えてないらしい。

紫帆：……ちょっと気に掛かかるけど、とりあえずまひろさんの方が先かな。

ＧＭ：了りよう解かい。では、花屋の前に行くといつもとちょっと状じよう況きようが違ちがう。……店先で五歳さいくらいの女の子がひとり泣いている。まひろがそれをなだめているけど、泣きやむ気配はない。

紫帆：あらららら。とりあえずまひろさんに声をかけよう。……まひろさん。

ＧＭ：「紫帆ちゃん」と彼女は困こまったように笑って言う。

紫帆：あの、昨日は大だい丈じよう夫ぶでした？

ＧＭ：「心配かけてごめんなさい。もう大丈夫だから」

紫帆：それで、この子は……？

ＧＭ：「お気に入りのバッジを落としちゃったらしくて……」とまひろは困った顔。女の子の方は、「わあああああああああん！　バッジ─────っ!!」とまた泣き出す。

紫帆：ああああああああ、泣かないでー。

ミナリ：その辺で私も登場します。……どうしたの？

紫帆：あ、委員長。……と言いつつ、状況説明を。

ミナリ：なるほど、わかったわ。（女の子に）どこで落としたの？　それはわかる？

ＧＭ：「あっち」と女の子が指さす先には、紫帆が悪あく戦せん苦く闘とうしたあの自動販はん売ばい機が（笑）。

柳也：アレか（笑）。

紫帆：アレなら任まかせて（笑）。また前と同じように《光の剣》を使って捜します。

ＧＭ：了解（笑）。では《光の剣》で自販機の間を照らすということで。……侵蝕率は上げてね。

紫帆：はーい。

ミナリ：また軽々しく〝力〟を使って。……まあ、今日は大めに見ますが。

ＧＭ：前にやったことだからね。《光の剣》を使えばすぐ見つかるよ。

紫帆：じゃあ、また借りた物差しで取り出してから、あった！　とバッジを女の子に見せる。

ＧＭ：すると、泣いていた女の子がパッと泣きやんで走ってくる。慌ててまひろも。

紫帆：女の子にバッジを渡わたそう。……はい、もう落としちゃダメだよ。

ＧＭ：「うん、ありがとう！」と女の子。「よかったわねー」とまひろ。

紫帆：よしよし。

ＧＭ：で、女の子は何度も手を振ふって帰っていく。まひろはそれをニコニコしながら見送って、「喜んでくれてよかった」と。

紫帆：うん、よかったです。……それで、まひろさん昨日のことなんですが───。

ＧＭ：（言葉をさえぎって）おっと。その時、唐とう突とつに紫帆の背はい後ごから鋭するどい殺気が向けられる。

紫帆：えっ!?　思わず振り向いて確認するけど……。

ＧＭ：そこには───。




　紫帆が振り向くと、そこには男がひとり立っていた。

　戦場の空気を身に纏まとい、凍こおり付つくような殺気を紫帆に向けている。

　男の名はアキューズ。〝銀の目を持つオーヴァード〟を狙ねらうエージェント。




柳也：やっぱりアキューズか！

ＧＭ：その通り。彼のサングラスの横からはコードが伸のびており、レンズ部分には何らかのデータが映うつしだされている。……ミナリはこのサングラスのことを知っている。

ミナリ：もしかして……。

ＧＭ：レネゲイドチェッカー。……対象がオーヴァードであるかどうかを見極める装そう置ちだ。

ミナリ：しまった！　それで紫帆が〝力〟を使うところを確認したのか！

ＧＭ：その通り。ヤツは無言で紫帆に近づいてくる。

ミナリ：何も言わずに《ワーディング》！　とにかく被ひ害がいを広めるわけにはいかない！

ＧＭ：……それと同時にアキューズの右手が紫帆を向く。公園の枯かれ枝えだが何本も浮うき上あがり、紫し電でんと共にそれらが剣つるぎや槍やり、ナイフなど無数の武ぶ器きとなる。

紫帆：え、こんなところで！

ミナリ：本当に手段を選ばないのね……。

柳也：そういうヤツなのさ。

ＧＭ：というわけだ。アキューズは迷いもせずに、宙に浮かんだ武器すべてに合図を出す。同時にそれらが一斉に紫帆へと襲いかかる！

紫帆：ま、まずい……。

ＧＭ：雷光のように降り注ぐ武器の群れ。だが、その時───。




「危ないっ！」

　誰かの叫びと共に、紫帆は引き倒される。

　───あれ、これ、どこかで見たことある。

　回る視界の中、紫帆の脳裏に泉の記憶がフラッシュバックする。

　あの時〝ツインエッジ〟から紫帆をかばった泉と、今、襲い来る武器の群れから紫帆をかばうまひろの姿がダブって見えた───。




ＧＭ：まひろが紫帆をかばう。彼女にアキューズの武器が降り注ぎ、突き刺さっていく。

紫帆：まひろさんっ!?

ミナリ：待って！　今は《ワーディング》中なのに彼女は動けるの!?

ＧＭ：そう。彼女が《ワーディング》の影響を受けている気配はない。

柳也：オーヴァードだったのか……！

ＧＭ：彼女は膝ひざをつき、血をバタバタと落としながら言う。「逃にげて、はやく……！」

紫帆：ま、まひろさん！

ミナリ：紫帆、慌あわてないで！　まず彼女の安全を確かく保ほして！

紫帆：あ、そ、そうだ。まひろさんの傷きずを……。

ＧＭ：まひろは「いいから……、逃げて……！」と言うのみ。自分からは動けないようだ。

紫帆：置いていけないですよ！

ミナリ：アキューズの……様子は？

ＧＭ：なぜか状況を見守っている。……まひろの方をじっと見ているよ。わずかながら迷っている感じもするね。

ミナリ：……？

紫帆：えーと、とりあえずまひろさんを抱かかえてここから逃にげないと。彼女の様子は？

ＧＭ：ぜいぜいと息を荒げながら、何かを抑えるように固く拳を握っている。その目は、自分が流した血に釘くぎ付づけになっている。そして───。




　みずからの血に釘付けとなり、震ふるえ続けるまひろ。

　彼女は変わっていく。ゆっくりと、人間ではありえない熱を発しながら。

　彼女は変わっていく。その瞳が、漆しつ黒こくから青みがかった銀に。




ＧＭ：そして紫帆が抱えているまひろの体に、ゆらめくような光が灯る。同時に三郎が出しゆつ現げんして叫ぶ。「思い出した！　おい！　離はなれろ！　そいつは───」

紫帆：え……？




　三郎の言葉をさえぎるように、まひろの体に炎ほのおが灯る。それは、白銀に輝かがやく自然ではありえない炎。

　炎は紫帆とミナリを吹ふき飛とばし、まひろを守る柱へと姿すがたを変える。

　そして彼女はゆっくりと立ち上がる。……その瞳を銀色に染そめて。




紫帆：銀色の目……。

ＧＭ：その通り。まひろは、苦しんでいるような、笑っているような奇き妙みような表ひよう情じようで空を見上げている。白銀の炎は彼女にまとわりつき、天を焦こがさんばかりだ。……ミナリが見ればわかるが、明らかにまひろは暴ぼう走そうしてる。

ミナリ：最悪の展てん開かい……！

ＧＭ：アキューズは状況を観察している。……いつでも攻こう撃げきできる準じゆん備びはしているが。

紫帆：そんなのどうでもいいよ！　まひろさんに声をかける。……まひろさん！

ＧＭ：その声に反はん応のうして、まひろがゆらりと紫帆を見る。同時に三郎が、「よせ！　あの目を見るな！」と叫ぶが───。




　紫帆はまひろから目を離はなせなかった。……吸すい寄よせられるように、銀の瞳を直視する。




　その銀色の瞳が自分を見た瞬しゆん間かん、自分の〝賢けん者じやの石〟が鼓こ動どうするのを紫帆は知覚した。

　繰くり返かえされる鼓動は見る間に力の奔ほん流りゆうと変わり、紫帆の理り性せいを奪うばっていく。

　その流れの向こうに何かを感じ取りながら、紫帆の意識は闇やみに落ちていった───。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：では、ここでシーンが終しゆう了りようだ。

ミナリ：え、切れるんですか？　まだ状況は混こん沌とんとしたままなのに。

ＧＭ：紫帆も意識を失ったしね。一度ここでマスターシーンが挟はさまるのだ。

柳也：じゃあ、マスターシーンが終わったらこの続きか？

ＧＭ：その通り。

ミナリ：まさに休まる暇ひまも無いですね。

紫帆：こっちもどうなっちゃうんだろう……。







◆Middle 04◆うつろな夢ゆめ


Master Scene






　それは暗い水の中を沈しずんでいくような気分だった。深い深い記き憶おくの底に向かう、そんな感覚。

　水の底にたゆたうは、ほのかに光る記憶の数々。

　七村紫帆に宿る、彼女のものではない記き憶おくの数々───。




ＧＭ：では次のシーン。……マスターシーンなんだけど、紫帆だけは登場。キミは今、夢を見ている。

紫帆：夢？

ＧＭ：そう。気がつけばキミは、どことも知れない建物の中に立っている。病院か研究所か、妙みように白い通路は数知れぬジャームの死し骸がいによって赤く汚よごされている。

紫帆：う……。

ＧＭ：キミは無数のジャームに囲まれている。彼らは次々と襲おそいかかってくるが、キミにはかなわない。圧倒的な力でジャームたちをはじき飛ばし、引きちぎり、真っ二つにする。

紫帆：ちょ、ちょっと待って！　わたし何してるの!?

ＧＭ：〝キミ〟はジャームの群むれの中をひとりで突つき進んでいく。〝キミ〟の通った跡あとは、ジャームの死骸が折り重なっている。……よく見てみれば、これは紫帆の体じゃない。

紫帆：わたしじゃない？　……ええと、自分の顔を確かめることはできますか？

ＧＭ：できるよ。紫帆が意識をちょっとずらすと、視し点てんが上がって自分自身が確かく認にんできる。そこにいるのは───。




　黒いコートをはためかせ、ジャームを蹂じゆう躙りんしながら進む男がそこにいた。

　彼の銀色の瞳ひとみに射い貫ぬかれたジャームは、例外なく殺されていく。

〝銀目の鴉からす〟───孤高のオーヴァードの姿すがたがここにあった。




ＧＭ：紫帆にとっては、一度死んだときに見た顔として認にん識しきされるかな。……というわけで紫帆は鴉の姿となっている。

紫帆：これってもしかして三郎の記憶……？　えーと、改めて見て鴉は三郎に似にてる？

ＧＭ：似てる。さすがにデフォルメはされてるけど、よく似ている。

紫帆：三郎。……ねえ、三郎ー！　と声はかけてみるけど……？

ＧＭ：無む論ろん反はん応のうはしない。そのまま鴉はジャームの群れの中を駆かけ抜ぬけていき───唐突に場面が変わる。

紫帆：え？




　そこは荒こう野や。沈みゆく夕ゆう陽ひがすべてを赤く染そめ上げてる、どことも知れぬ荒野。

　鴉はそこで、その場を去りゆく数名の人々を見ていた。

　喜びに顔を明るくする少年、厳きびしい顔をしている男、沈んだ顔をしている女。

　それぞれに違ちがう感かん情じようを見せながら、その数名はバラバラに荒野を去っていく。

　ただ共通しているのは、彼らは全員〝賢けん者じやの石〟を埋うめ込まれていたこと。




ミナリ：全員に〝賢者の石〟!?

ＧＭ：そう。肩かた口ぐちとか眼がん球きゆうとか見える部分に埋め込まれている人もいるし、そうでない人もいるけど、鴉には───つまり紫帆にはなぜか全員に石が埋め込まれていることがわかる。

一同：…………。

ＧＭ：その中のひとりが鴉に「……ありがとう」と言う。振ふり向けばそこにはまひろが。

紫帆：え!?　まひろさん!?

ＧＭ：今よりももう少し若いけどね。……そして彼女は続ける。




「みんな、別々に生きていくことを決めたわ。……あなたのおかげよ」

　柔やわらかく微笑ほほえむまひろ。その顔からは、感かん謝しやの意が伝わってくる。

　鴉の口が動く。……だが、その言葉は紫帆には聞こえない。




紫帆：ありゃ？

ＧＭ：なんというか、そこだけ音声が入らない感じ。……さらにまひろは言う。




「あなたの言いたいこともわかる。……私たちだって不安だもの。これから、本当に普ふ通つうの人間として暮くらしていけるかどうか……」




ＧＭ：まひろは悲しそうな顔をする。そしてまた鴉が何かを言うが聞こえない。

紫帆：…………。




「それでもね。……いえ、だからこそあなたにひとつ頼たのみがあるの」

　まひろは、柔らかく微笑んだままでその言葉を口にした。

「もし、私の理り性せいが無くなってしまったら、その時はあなたが止めて。……私を殺して」




　その言葉には一点の曇りもなかった。彼女はただ、人のままで死にたいと願っただけ。

　それを理解しつつ、紫帆の意識はこの夢から離れていく。まひろの言葉に対する答えを見つけられぬまま───。

[image: ]







◆Middle 05◆非ひ難なんされるもの


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　まひろは暴走し、アキューズは攻撃に移る隙をうかがっている。

　紫帆はまひろと目を合わせた瞬間に意識を失い、いまだに戻らない。

　……本当に最悪の状況。

　ミナリは心中で毒づき、思考を始める。……この場を切り抜けるための一手を求めて。




ＧＭ：では、さっきの続きだ。紫帆が夢ゆめを見ている最中のシーン。

ミナリ：状況は？

ＧＭ：変わってない。まひろは炎を纏ったまま動かず、アキューズはあたりを睨みつけている。紫帆は気を失ってミナリの足下に倒れている。

ミナリ：とりあえず紫帆を確かく保ほします。でも、これは……。

柳也：俺も登場する。さっきの《ワーディング》は感知できてるだろうしな。

ミナリ：助かります。

柳也：礼なんざいい。紫帆は俺おれが抱かかえる。で、ミナリに言う。……状況が動いた瞬しゆん間かんに逃にげるぞ。

ミナリ：（うなずいて）わかりました。

ＧＭ：では、しばらくの間膠こう着ちやく状態は続き───唐突にそれは破られる。




「あああああああああああっ!!」

　突如、あたりにまひろの絶叫が響き渡る。同時に、彼女の纏う白銀の炎が蛇のように形を変え、ミナリ、柳也、アキューズの三人に襲いかかる。




ＧＭ：まひろは苦悶の表情のままうずくまってる。炎だけが自動的に襲いかかってくるような感じだ。……どうやら力の制御に失敗したらしい。

柳也：ちっ！　暴走したか！　紫帆を抱えたままかわすぞ！

ＧＭ：アキューズも炎をかわし、瞬間的に柳也たちから視し線せんがはずれる。

柳也：よし、今だ！　逃げるぞ、ミナリ！

ミナリ：まひろさんは……？

柳也：今はあきらめろ！　紫帆が寝ている以上、この場でアキューズと戦うのは無理だ！　……そう言いつつ走り出す！

ミナリ：仕方ない、か……。柳也さんの後について私も走ります。

ＧＭ：了りよう解かい。アキューズはキミたちが動くのを確認すると、即そく座ざに追つい跡せきにかかる。ギロリと睨にらむと、あたりの物体が武器に変へん換かんされ、それぞれがミナリたちを襲う。

柳也：く～っ、少しは判はん断だん迷まよえ！

ミナリ：とりあえず路地へ！




《ワーディング》を展てん開かいしたまま、人通りの少ない路地へと駆かけ込こむ柳也とミナリ。

　海浜公園沿いのエリアは鳴島市の中でも高いビルが建ち並ぶ一角。背の高い壁に囲まれながら、ふたりは逃げ続ける。だが───。




ＧＭ：アキューズの攻撃は止まらない。間断なく武器の雨は降ふり注ぐ。柳也たちが路地を曲がると、一瞬遅おくれてその曲がり角にヤツの攻撃が突つき刺ささる感じだ。

ミナリ：柳也さん！　手の内を知っている相手でしょう！　抑おさえられないんですか!?

柳也：そんななまぬるい相手じゃねえ！　……と叫さけびながら、飛んでくる武器を回かい避ひする。

ＧＭ：アキューズは延々と追いかけてくる。表情も変わらず、淡々と。

柳也：ちっ！　相変わらずのワーカホリック野や郎ろうが！

ミナリ：こういうところ、もうちょっと柳也さんも見習ってください！（笑）

柳也：ぐお！　へんなところからダメージが！　それは関係ねえだろう！（笑）

ＧＭ：アキューズは「逃がしはしない」とつぶやいて、さらに無数の武器を生成する。

柳也：ちっ、ならこっちも仕掛けてやる……！　ヤツの生み出した武器をかわした後に、俺は重力球を生み出して路地の壁かべの横面に立つ。でミナリに、……上がれ！　と右手を出す。

ミナリ：即座にその手を取って壁の上に。

柳也：さらに紫帆をミナリに投げてよこす。

紫帆：もうちょっと丁てい寧ねいに扱あつかって欲ほしいなあ……（笑）。

柳也：で、そのままの体たい勢せいでアキューズが出てくるのを待つ。……追いかけるのが単調になった隙すきをついて攻こう撃げきする！　……判定した方がいいか？

ＧＭ：いや、いいよ。ここは基本的にイベントだから。では柳也たちが待ちかまえている中、路地の曲がり角から人影があらわれ───。

柳也：影が見えた瞬間に、ありったけの重力球をたたき込む！




　路地を利用した、ありえない角度からの不意打ち。

　無数に生み出された漆黒の球体は間違いなくアキューズを捕らえる───はずだった。




ＧＭ：漆黒の重力球はすべて現われた人影に命中する。断末魔の悲鳴を上げる人影。……だが、重力球が消滅した向こうに現われたのは体中穴だらけになったジャームが一匹。

ミナリ：えっ!?

ＧＭ：ジャームは力なく倒れる。……そしてその後ろからアキューズがゆらりと現われる。

柳也：ちくしょう！　かっこいい登場の仕方しやがって！（笑）

ミナリ：感心してる場合じゃないでしょう！（笑）

柳也：とりあえず偽にせ物ものだとわかった時点で、俺も壁の上に登るぜ。舌した打うちをしながら。

[image: ]

ミナリ：（眉まゆを寄よせて）今のはアキューズの能のう力りよく？　でも、どこからジャームを連れてきた？

ＧＭ：ミナリの問いに「ここからだ」と答えると、アキューズはコートの懐ふところに手を入れる。……そこから、成人男だん性せいがひとりずるずるとあらわれる。

一同：えええええっ!?

ＧＭ：モルフェウスのエフェクト、《折り畳たたみ》の効こう果かでこの男性を紙かみ状じようにしていたのだ。そして懐から取り出した時点でそれを解かい除じよ。さらに元の姿になったその男の胸むねを右手で貫つらぬく。

柳也：ぐ、そして復ふつ活かつエフェクトでジャーム化させるのか……。

ＧＭ：その通り。アキューズは《アウェイクン》を使用しつつ、淡たん々たんと言う。「ひとりでは逃げられる可能性がある。対たい応おうするために手て駒ごまを増ふやす」……言葉と同時に、男性が変へん異いしていく。人と獣の中間のような姿のジャームに。

柳也：ダメだ！　逃にげるぞミナリ！　足を止めればヤツに捕つかまるだけだ！

ミナリ：はい！




　そしてまた柳也たちとアキューズのチェイスが始まる。

　手駒を増やすも追いつめきれないアキューズ。紫帆を抱かかえ、反はん撃げきに転じられない柳也たち。

　……捕つかまえられず、逃のがれられない状じよう況きようから手を離はなしたのは、アキューズの方だった。




ＧＭ：三体ほどのジャームを向かわせても追いつめられないのを見て、アキューズは攻こう撃げきの手を止めて言う。「お前たちは手強い」

ミナリ：……今さら何を。

ＧＭ：「力押しで突とつ破ぱできる相手ではないことはわかった。……策さくを変える」そう言って、アキューズはやってきた方向にちらりと目をやる。

ミナリ：もしかして……、まひろさんを押さえるつもり!?

ＧＭ：アキューズは何も言わず、身を翻ひるがえして来た道を戻る。

ミナリ：待て！　こっちも戻って───。

ＧＭ：おっと、アキューズは去ってもヤツの生み出したジャームはそのまま残るぞ。

柳也：ちっ。……こっちには紫帆もいる。まひろのことはあきらめざるをえんな。

ミナリ：…………わかりました。ジャーム討伐後、撤てつ退たいします。




　ジャームを切り伏せながら、ミナリは歯がみをする。

　あらゆる点で後手に回っている。このままでは、最悪の結果も考えられる。

　だが───それを打破する方策はまったく見えないのだ。







《アウェイクン》　傷を癒やすモルフェウスのエフェクト。一般人はオーヴァード化する可能性がある。











◆Middle 06◆破は滅めつの道


Scene Player ─── 九条柳也






　喫きつ茶さ店てんペリゴールに戻り、柳也はひとつ息をつく。

　アキューズの追撃はなんとか脱したが、問題は山積みだ。




　柳也はタバコに火をつけ、紫帆の顔を見る。

　事件の焦点はやはり〝賢者の石〟……か。




ＧＭ：では次のシーン。喫茶店に帰ってきたところからね。

柳也：ふう、やれやれ。……とりあえず椅い子すを並ならべて紫帆を寝ねかしておくか。

ミナリ：私はまず老刑けい事じの山さんに連れん絡らく。アキューズの面相を伝えて警告を。

ＧＭ：山さんにアキューズを追ってもらうってこと？

ミナリ：いいえ。見つけても手を出さないように警告します。……平然と一いつ般ぱん人じんをジャーム化させて手駒にするようなヤツです。監かん視しが見つかれば殺される。

柳也：確たしかにな。殺されるどころか、ジャームの仲間にされちまう。

ミナリ：（ため息をついて）実物を見て、ヤツがどれだけ厄やつ介かいな相手かを実感しました。……あの躊ちゆう躇ちよのなさは厳きびしい。

柳也：新しいタバコに火をつけて、一息ついてから言う。……真ま面じ目めなのさ、ヤツは。

ミナリ：それは理解しました。……そのアキューズが急に離れた理由は、やはりまひろさん───青原まひろでしょうか。

柳也：そうだろうな。ヤツは〝銀の目を持つオーヴァード〟を捜さがしているという話だ。紫帆とまひろの両方がターゲットだとしてもおかしくはない。

ミナリ：では、ちょっと寝ている紫帆の顔を見て。……すぐに出しゆつ撃げき命令を。紫帆が起きる前にまひろさんについては解決するべきです。

柳也：虚こ空くうに煙けむりを吐はきながら。……なんでだ？

ミナリ：なんでって……。目が覚めたら、彼女は絶ぜつ対たいついてきますよ？

柳也：連れていってもいいじゃねえか。（にやりと）紫帆に実戦を経けい験けんさせるいい機会だ。

ミナリ：無む茶ちやです！　相手が悪すぎる！　しかも紫帆は敵てきのターゲットですよ！

柳也：ターゲットだからこそ、だ。

ミナリ：……どういうことですか？

柳也：ヤツが紫帆を狙ねらっているからこそ、俺たちは紫帆と同じ場所にいなきゃならん。……うっかり目を離した隙すきに狙われでもしてみろ。〝ツインエッジ〟の時の二の舞いだ。

ミナリ：う……。それでも、私は反対です！　あまりにも場当たり的すぎです！

柳也：ちっ、お前は過か保ほ護ごすぎるんだよ。

ミナリ：彼女がジャーム化でもしたらどうするんですか！　街ひとつを滅ぼすような事態になる可能性があると、柳也さんにも報告したじゃないですか！　それに……。

柳也：それに、なんだ？

ミナリ：私たちはこれから青原まひろと戦うかもしれない。……紫帆は彼女とは戦えません。

紫帆：うーん、今のミナリの声で目を開けよう。……あれ、ここは？

ミナリ：う……、こ、ここは喫茶店よ。

紫帆：なんで、喫茶店に……。

ＧＭ：と、紫帆が顔を上げてミナリと柳也を見る。その目は───銀色に染そまったまま、元の色に戻もどってない。

柳也：お？

ミナリ：……暴ぼう走そうしてるのかと思って身み構がまえる。

紫帆：え？　……え？

柳也：あー、紫帆自身はわかんねえか。なら、店の鏡を持ってこよう。……ほらよ。どうやら、さらに厄やつ介かいなことになったらしいぜ。

紫帆：（のぞき込んで）え？　こ、これどういうこと？

柳也：さあな。（皮肉げに）……もう戻らなかったりしてな。

ミナリ：……意地の悪いジョークはよして下さい。

紫帆：えええええっ!?　と、とりあえず三郎を呼よぶ！　三郎、三郎、三郎ー！

ＧＭ：「……なんだよ」と、憮ぶ然ぜんとした三郎が現あらわれる。

紫帆：目が、目が、目が～。三郎[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

柳也：慌あわてすぎだ（笑）。

ＧＭ：三郎はいやいや言うよ。「共鳴作用だ。……だからあの時見るなって言ったのに」

紫帆：……きょ、きょうめい？

ＧＭ：「暴走した〝賢けん者じやの石〟に当てられて、お前の石が少し活かつ性せい化かしてるんだよ。今のお前はちょっとしたショックですぐレネゲイドが暴あばれ始める状態だ」……具体的には衝しよう動どうが起きやすくなっているってことね。

紫帆：う……（嫌いやそうな顔になる）。

ミナリ：ちょっと待って。今、暴走した〝賢者の石〟と接触した、と言ったの？

ＧＭ：そう言ったね。

紫帆：あ、さっきの夢ゆめだとまひろさんも〝賢者の石〟を持ってたんだっけ。じゃあそれを三郎に確かく認にんしてみる。……三郎、わたしの石を活性化させたのはまひろさんの〝賢者の石〟？

ＧＭ：「……そうだ」渋い顔をして三郎は言う。

ミナリ：ということは、銀の目は〝賢者の石〟を埋め込まれている証あかしということ？

柳也：そういうことだろう。そして、あの女が三郎が捜していたオーヴァードということだ。

紫帆：わたしも、さっき見た夢の話をみんなにする。……あくまで夢だけどって前置きして。




　おそらく鴉からすのものであろう記き憶おくを見た、と紫帆は話す。

　十名を超こす〝賢者の石〟保ほ有ゆう者しや。その中のひとりがまひろだったことを。




ミナリ：青原まひろは鴉の仲間であり、その彼女が先ほど暴走した。そういうわけですか。

ＧＭ：「…………」

紫帆：え……？　……まひろさん、どうなっちゃったの？

ＧＭ：視し線せんが三郎に集中して、ようやく三郎の口が開く。「アイツの〝賢者の石〟は完全に暴走状態にある。アイツ自身の精神力で石を止めない限り暴走は続く。……だが、アイツは消しよう耗もうしている。それも絶望的だ」

ミナリ：つまり、どういうことです？

ＧＭ：「おそらく後一日ほどでアイツはジャーム化する。……確実に」

ミナリ：一日……。

柳也：（大きく息をついて）……もうひとつ気になることがある。

ＧＭ：「……何だ？」

柳也：三郎、お前どうしてそんなことを知っている。お前は記憶を失ってたんじゃないのか。

紫帆：あ。

ＧＭ：それを指摘されると三郎はいやそうな顔になる。そして「……思い出したんだよ」とつぶやくように言う。

紫帆：そういえば、さっきも「思い出した」とか何とか言ってたっけ。

柳也：まひろが暴走するのを見て記憶が戻ったってわけか？

ＧＭ：「全部を思い出したわけじゃない。あくまで一部分だけだ」

柳也：ほう？　で、思い出したのはこれで全部か？

ＧＭ：「…………そうだ」目線をそらして三郎は言う。ちなみにどう見ても隠し事をしているような様子だ。

柳也：ふん……。まあ隠していることは後で聞き出せばいい。

ミナリ：そうですね。今はここまで聞けば十分。まひろさんのことは私たちで引き受けます。……紫帆はここで留る守す番ばんを。

柳也：（とがめるように）おい。

ミナリ：三郎の話によれば、紫帆は今危険な状態。ならば、なおのこと彼女は出撃せずに隠れているべきです。……紫帆のためにも、街のためにも。

柳也：だがな───。

紫帆：ちょっと、ちょっと待って！　割り込ませて！　わたしの話はいいから！　まひろさんはどうなったの!?

ミナリ：それは……。

紫帆：まさか…………まひろさんもジャームなの？

ミナリ：…………。

紫帆：そんなことないよね？　だって、さっきまで普ふ通つうに話してたんだよ？　普通にお花屋さんで、お茶も淹いれてもらって……。

柳也：───紫帆。そうじゃねえ。

紫帆：う……。

柳也：オーヴァードってのはタイトロープを歩くような存そん在ざいだ。ついさっきまで普通に笑っていたヤツも、ふとしたきっかけで理り性せいを無くし、ジャームになる。

紫帆：ジャームになったオーヴァードを戻もどす方法は……？

ミナリ：（残念そうな顔で）……無いわ。

紫帆：でもまひろさんは……、穏おだやかに過すごしたいって言ってたのに……。

ＧＭ：「なりたくてジャームになるヤツはいない。ジャームになるのはただの結果だ」三郎は首を振ふる。「ジャームになったヤツにできることは、殺してやることくらいだ」




「殺してくれ」、と夢の中で彼女は言った。

　その願いをかなえるために、三郎はまひろを捜さがしたのだろうか。

　死を与えるために、彼女を捜したのだろうか。




　だが、紫帆は何も聞けなかった。

　真実を知ることが怖くて、何も問うことができなかった───。





＊　　　＊　　　＊






柳也：まひろがあと一日でジャーム化、か。なかなかヘヴィな展開になってきたな。

紫帆：まひろさん、助からないのかな……。

ＧＭ：いや、彼女を助ける方法は用意されているよ。

一同：えっ!?

ＧＭ：まだ情報が不足してるだろうから、思いつくのは難しいだろうけどね。

紫帆：そっか。まだ全然情報収集してないもんね。

ＧＭ：まあ、思いついてもその選択肢を取るかどうかは自由だけど。

ミナリ：……なんか、また不吉なことを言ってますね。

ＧＭ：ふっふっふ、まあいろいろと考えてみたまえ。……では、次のシーンだ。







◆Middle 07◆振ふり下ろされる杭くい


Master Scene






　ともすれば途と切ぎれそうになる意い識しきを繫つなぎながら、まひろは暗くら闇やみの中をはいずっていた。

　もう、まともに歩く力も無い。今の彼女は暴ぼう走そうするレネゲイドに抗あらがうだけで精せい一いつ杯ぱいなのだ。




　それでも───。

　彼女は、最後の、ほんの小さな希望を探して、自分の部屋へと入っていく。




ＧＭ：もう一度マスターシーンだ。今度は誰だれも登場無しで。

柳也：おお。

ＧＭ：キミたちが喫きつ茶さ店てんペリゴールで話をしているそのころ。まひろはよろよろと自分の店の中を歩いている。髪かみは乱みだれ、背せは曲がり、息は荒あらい。




　少しでも気を緩ゆるめれば、この体は炎を生みだし周囲を焼き尽つくすだろう。

　奥おく歯ばを嚙かみしめて、彼女は〝力〟を身の内に閉とじこめる。




　体力はとうに限げん界かいを超こえていた。気力はすでに尽きていた。

　それでも、ただひとつの約束とひとつの思い出だけが彼女を支ささえていた。




　長い長い時間をかけてようやっと彼女は自分の部屋の扉とびらを開く。

　安あん堵ど感かんから、まひろは苦笑いを浮うかべる。

　……まともな体ならば、ここまで一分もかからないだろうに。

　だが、ここまでくれば希望はある。あの薬があれば、まだいくらかは───。




ＧＭ：ぜえぜえと息をつきながらまひろはゆっくりと顔を上げる。

紫帆：…………。

ＧＭ：だが、そこには───。




　闇やみの中には、細身の男がひとり立っていた。

　細くまとめた髪を後ろで束ね、猛もう禽きん類のような鋭するどい視し線せんをまひろに投げかける。

　その手には……薬くすり瓶びんがひとつ握にぎられていた。それを見たまひろの顔色がさっと変わる。




「捜しているのはこれだな？」

　男……アキューズは機械のような声で言う。

「衝しよう動どう抑よく制せい剤ざいの一種か。どこで入手したかは知らないが、こんなものを使わねばまともに生活もできぬ体だったとはな」

　男はまったく声の調子を変えぬまま、まひろに絶ぜつ望ぼうの宣せん告こくを突きつける。

「だが───それももう無い」

　言葉と共に、アキューズの手の中で薬が瓶もろとも砂すなと化す。




「…………っ!!」

　声にならない叫さけびと共に、まひろを絶望と憎ぞう悪おが支し配はいする。同時に生まれる白銀の炎ほのお。

　だが、炎が解とき放たれる寸すん前ぜん。アキューズの生み出した幾いく本ほんもの鎖くさりがまひろを縛しばりつける。




「お前を今、ただの化け物にしてやるわけにはいかん」

　指ひとつ動かせぬまひろを見下ろして、アキューズはつぶやく。ただ淡たん々たんと、冷れい徹てつに。

「お前を利用して、ヤツらを叩たたく」




　まひろを見下ろすアキューズの目には、なんの感かん情じようも浮うかんではいなかった。







◆Middle 08◆日にち常じようのかけら


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　早朝から、ミナリは街を駆かけ回っていた。

　アキューズの襲しゆう撃げき、まひろの暴走と立て続けに事じ件けんが起きた昨日。ミナリたちは紫帆を守り通すことはできたものの、まひろは行方ゆくえ不明。依い然ぜんとして状じよう況きようは悪いままだ。

　───だから懸けん命めいにミナリは捜そう査さを続ける。ひとりでも多く助けるために。




ＧＭ：では、次の日。シーンプレイヤーはミナリ。

ミナリ：今の状況は？

ＧＭ：昨日は結局何も起きなかった。ただし、まひろとアキューズも行方不明のままだ。

ミナリ：うーん。事件の形は理解できたけれど、状況の打開方法がわからない。

柳也：やはり情じよう報ほう収しゆう集しゆうがしたいところだな。〝賢けん者じやの石〟関連か、アキューズ関連か。何か隠してるらしい三郎に当たるのも手だが。

ミナリ：（しばらく考えて）……それならまひろさんの家を探たん索さくしてみます。

紫帆：家？

ミナリ：まひろさんの情報は全然集めてないし。探さぐってみる価か値ちはあるかな、と思って。

柳也：確かに悪くないな。

ＧＭ：ＯＫ。……では次の日の早朝、ミナリはまひろの花屋に来ている。

ミナリ：人の気配は？

ＧＭ：まったく無い。店先は昨日の影えい響きようで少し焦こげてるし、中も微び妙みように荒あれているけれど、大きな異い変へんはとりあえず見あたらない。

ミナリ：……中に入ります。

ＧＭ：中も基き本ほん的には異い常じようは無い。ただ、まひろの自室らしい部屋だけ荒らされている。

柳也：む。

ＧＭ：その部屋の一部が焦げ、そして床ゆかにいくつかこぶし大の穴あなが空いている。……ミナリが見れば分かるが、オーヴァード同士の戦せん闘とう痕跡だ。

ミナリ：ゆっくりと、慎しん重ちように部屋を見回します。

ＧＭ：では、〈知覚〉で判はん定ていをしてもらおう。

ミナリ：……達成値ちは12。

ＧＭ：ＯＫ。ならば、ミナリが部屋を捜そう索さくして分かることがいくつかある。……ひとつは、これがまひろとアキューズとの戦闘痕跡であり、加えてまひろが負けたこと。

柳也：さっきのマスターシーンの出来事が想像ついたってところか？

ＧＭ：そんなところだね。そしてもうひとつ。こちらが重要なんだが。

ミナリ：？

ＧＭ：バインダーで閉とじられたまひろの研究レポートを発見する。……正せい確かくに言えば、彼女が自分自身の状じよう態たいをレポートにつけていたものだ。

紫帆：おお。

ミナリ：これは……役に立つかも。

ＧＭ：まあレポート兼けん日記かな。その日のデータと共に、ちょっとしたコメントが書いてある。

ミナリ：詳しよう細さいは後で見るとして、まずは〝賢者の石〟について書いてないか確たしかめてみます。

ＧＭ：了解。ざっと見たかぎり、気になる点は三つある。

ミナリ：ふむふむ。

ＧＭ：まずひとつ目は、「私たちは近くにいてはいけない」という項目。

ミナリ：……？

ＧＭ：文面にはこうある。「私たちの〝賢者の石〟には通常のものと違い、高い共鳴作用がある。持ち主同士が近くにいれば、片方が暴走したときにもうひとりも巻き込まれてしまう可能性が高い。……これは非常に危険なことだ」

ミナリ：共鳴……、確か三郎もそんなことを言っていた……。

柳也：それに、やはりまひろや紫帆の石は特殊なものらしいな。

ＧＭ：そうだね。まひろたちの〝賢者の石〟はお互いに影響を与えている。だから、ひとりが暴走した場合、それが他の石にも伝わる可能性がある。集団で暮らしていた場合、最悪全員が一度にジャーム化する可能性すらある。

紫帆：…………。

ミナリ：それを恐れてまひろさんはひとりでこの街にやってきたというわけね。……他には何が？

ＧＭ：もうひとつは、まひろが自分の体に対して抱かかえている不安。徐じよ々じよに強くなる〝賢者の石〟の影響、特に衝しよう動どうについての不安が書きつづってある。

ミナリ：……一いち応おう、確かく認にんします。

ＧＭ：一年くらい前の書き込みにはこうある。「近ちか頃ごろ、石の活かつ性せい化かが激はげしい。刺し激げきを与あたえれば、すぐに活性化するようになってしまった。……まだ抑おさえられるが、今後どうなるか不安だ」

紫帆：…………。

ＧＭ：半年前だとこう。「自分の血を見た時にもっとも強く石が活性化し、それに比例した衝動が発生する。……少しでも衝動を弱めるために抑よく制せい剤ざいを使うことにする」

ミナリ：抑制剤？

ＧＭ：衝動そのものを抑おさえる薬じゃなくて、発生した衝動を制御しやすくする薬。……データ的な話をすれば、衝動判定の目標値を下げることができる薬だ。ちなみに非常に入手しにくく、副作用も強い。

柳也：なるほど。制御できても衝動自体は起きるから、侵しん蝕しよく率りつは上がるわけか。

ＧＭ：その通り。あくまで日にち常じようを過すごすための応おう急きゆう措そ置ちでしかないわけだ。さらに三ヶ月前だと、「抑制剤を使っても、徐々に衝動を抑えられなくなってきている。このままでは今の暮らしを続けることはできない」とある。後は徐々に募つのる不安が書いてあるね。

ミナリ：…………。

ＧＭ：そして最後。新しい方のレポートには紫帆のことが───。

ミナリ：いや、そこまできたらレポートを閉とじます。

ＧＭ：え、閉じるの？

ミナリ：紫帆については、彼女自身が見た方がいいですから。

紫帆：委員長……。

ミナリ：それに、これ以上読めば任務に支し障しようをきたす可能性があるので。……私がまひろさんと戦えなくなるわけにはいかない。

ＧＭ：……わかった。では、ミナリはバインダーを閉じた。

ミナリ：アキューズがまひろさんを確かく保ほしたことを柳也さんにメールして、帰ります。

ＧＭ：了りよう解かい。ではここでシーンを切ろう。







衝動自体は起きるから侵蝕率は上がる　衝動は抑制する判定（衝動判定）に成功しても失敗しても侵蝕率が上昇する。衝動による感情の波や力の暴走は意志の力で食い止められても、レネゲイドが活性化するのまでは防げないのである。











◆Middle 09◆再ふたたびの邂かい逅こう


Scene Player ─── 九条柳也






　タバコに火をつけ、青空に向かって柳也は煙けむりを吐はき出した。

　駅前の喫きつ煙えんコーナーでミナリからのメールを受け取った柳也は、そのまま思考を巡めぐらせる。




〝賢者の石〟や青原まひろについては、これ以上の情じよう報ほうを集めることは時間的に厳きびしい。

　だとするならば、押さえておかねばならぬのはアキューズの居い所どころ。ならば───。




ＧＭ：さて、次は柳也のシーンだ。

柳也：うーん、ＧＭ、ちょっと確かめたいことがあるんだが。

ＧＭ：なに？

柳也：〝賢者の石〟は今ミナリが調べたよな。

ＧＭ：そうだね。

柳也：で、まひろはあと半日ほどでジャーム化し、今アキューズに捕まっている。

ＧＭ：その通り。

柳也：まひろを助けるにしても倒すにしても、ヤツの居場所がわからんとどうしようもないか。……よし。ＧＭ、ちょっとアキューズをおびき出したい。

ミナリ：ええええええっ!?　何をするつもりなんですか、柳也さん!?

柳也：まともにヤツの居場所を探り当てるよりこの方が早いだろ。聞きたいこともあるしな。

ＧＭ：おびき出すって、どうやって？

柳也：《ワーディング》を適当に張りつつ、街を歩く。これ見よがしに挑発すれば出てくると思うんだが。向こうも確認したいことがあるだろうし。

ＧＭ：むむ、なるほど。う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん……。

柳也：出てこないならそれでもいいが。街を一周したら帰るぞ。

ＧＭ：いや出てこよう。ここで柳也と接せつ触しよくすることは、アキューズにとっても利点はある。

柳也：では、俺おれは花屋近くの海浜公園内、灰はい皿ざらのあるベンチに座すわってタバコをふかしている。顔は空を見上げ、《ワーディング》はゆるく張りっぱなし。

ＧＭ：では、その《ワーディング》の上から殺気の塊かたまりのような《ワーディング》が重ねられる。柳也にはわかるが、アキューズのものだ。

柳也：よし、来たか。

ＧＭ：公園の逆ぎやく側がわからアキューズがやってくる。「……お前ひとりだけで、一体何のつもりだ」

柳也：ちょっとお前に確認したいことがあってな。強引な方法だが、呼び出しをかけたのさ。

ＧＭ：「……聞かせてもらおうか」一定距離を保ったまま、アキューズは言う。

柳也：ＯＫ。では最初に……お前の目的は〝銀の目のオーヴァード〟の確保だな？

ＧＭ：「……その通りだ」

柳也：つまりターゲットは青原まひろと七村紫帆。……だが、本当にそうなのか？

ＧＭ：……ぴくり、と反はん応のうするアキューズ。

柳也：お前、ターゲットがふたりだとは聞かされていなかったな？　いや、むしろひとりだと言われてきたんじゃないのか？

ＧＭ：……アキューズは黙だまって先を促うながす。

柳也：紫帆かまひろか、どっちがお前にとっての想定外かはわからん。だが、昨日あの場所に銀目のオーヴァードがふたり現あらわれた時点で、お前のターゲットは増ふえてしまった。

ミナリ：…………。

柳也：もうひとつ確認だ。……お前、青原まひろを拉ら致ちしたな？

ＧＭ：「その通りだ。彼女は今、俺の手にある」とアキューズ。

柳也：だが、紫帆を確保しなければお前は撤てつ退たいできない。……そうだな？




　念を押おすように柳也は問いかける。




ＧＭ：アキューズはしばし黙った後に、「その通りだ、〝ヴォイドスナップ〟」とうなずく。

柳也：やはりか。

ＧＭ：ヤツはほんの微かに笑う。「お前の想そう像ぞうは的確だ。やはり、お前たちは手て強ごわい」

柳也：なんだ、いきなり？

ＧＭ：「お前たちは手強い。だから俺は罠わなを張はる」

柳也：……直球にモノを言うなあ（笑）。

ＧＭ：そういうヤツなんだよ（笑）。アキューズは続ける。「あの女、青原まひろはこちらが預あずかっている。女は今でも暴ぼう走そう中ちゆうだ。……半日後にはジャームと化すだろう」

紫帆：…………。

ＧＭ：「あの女がジャーム化すれば、この街ひとつを一瞬で焼き尽くすことができる」

ミナリ：街ひとつ！　紫帆と同じ石を持っているから、それだけの出力を……？

ＧＭ：いや、まひろの場合はもっと簡単だ。彼女の能力は炎を操る能力。そして、彼女は《神速の鼓動》というエフェクトで、それを超広範囲に拡大することができる。それに〝賢者の石〟の力を上乗せしたら……。

柳也：街中にあの炎が降り注ぐってことか。しかも、紫帆が〝ツインエッジ〟を一撃で倒した時のような威力の炎が。

ＧＭ：その通り。街全体を焼き尽くすことも不可能じゃない。

柳也：ちょっとイラつきながら聞く。……本題に入れ、アキューズ。お前は何がしたい。

ＧＭ：「俺は時間が無いと伝えたいだけだ、〝ヴォイドスナップ〟」

柳也：……ちっ、紫帆を隠かくすなってことか。

ＧＭ：アキューズはうなずく。「その通りだ。もうひとりのターゲットをお前たちが隠せば、俺は何もせずにあの女をジャーム化させる。……お前たちでは半日であの女の居場所を捜さがし出すことはできまい」

柳也：確かに。人数が少ないことが俺たちにとって最大の弱点だからな。

ＧＭ：「俺の任にん務むはあの女の死体を持っていくことでも完かん遂すいできる。できれば生きたままで、と言われているがそこはあきらめよう」淡たん々たんと、アキューズは言葉を吐はき出す。

柳也：街ごと紫帆が死んだとしても任務に支障はないってわけか。

ＧＭ：「その通りだ」

柳也：…………。

ＧＭ：…………。

柳也：ちっ、やっぱこれしかねえか。……アキューズ、ひとつ提てい案あんがある。

ＧＭ：「なんだ？」

柳也：今晩、深夜零時に、ここにまひろを連れてこい。……こちらは紫帆を連れてきてやる。

紫帆・ミナリ：えええええっ!?

柳也：まだるっこしいのは性しように合わねえ。勝った方がふたつの〝賢けん者じやの石〟を総そう取どりだ。お前はうまくいけば生きたままのターゲットをふたりとも手に入れられる。……どうだ？

ＧＭ：……アキューズはしばらく思案した後に返答する。「いいだろう。……お前らしい提案だ、〝ヴォイドスナップ〟」

柳也：よし。返答を聞いた後で、にやりと笑いながら言う。……もし紫帆を連れてこられなかった時はお前も好きにしていいぜ。

ミナリ：だから柳也さんっ!?

ＧＭ：「そのケースも想そう定てい済ずみだ。その場合はお前ともうひとりのエージェントを倒たおし、残ったターゲットをゆっくりと追い詰つめる」アキューズは表ひよう情じようも変えずにそう言ってのける。

柳也：ちっ、根っからのプロフェッショナルめ。少しは動揺しやがれ。

ＧＭ：「では、深夜に」そう言って、アキューズは背せ中なかを向け───。

柳也：待て、アキューズ。もうひとつ聞かせろ。

ＧＭ：「……なんだ」と肩かた越ごしに柳也を見る。

柳也：あの女……青原まひろを助ける方法はあるか？

ＧＭ：「お前も知っているはずだ。ジャームを元に戻もどす方法は、ない」

柳也：…………。

ＧＭ：「だが、あの女はまだジャームではない。そして、ジャームになる原げん因いんもはっきりしている。その原因さえ解かい決けつできればあるいは……」めずらしく曖あい昧まいなことをいうアキューズ。

柳也：おい、どういうことだ？

ＧＭ：ヤツは首を振ふる。「忘わすれろ、現げん実じつ味みの無い話だ」と言って、そのまま去っていく。

柳也：ふむ、……それは黙って見送るか。

ＧＭ：ではそこでシーンを切ろう。





＊　　　＊　　　＊






ミナリ：なんかすごい約束したー！（笑）

ＧＭ：面おも白しろい展てん開かいだよね（笑）。

柳也：アキューズは真ま面じ目めだからな。ある程てい度ど危き険けん性せいがあっても、利点があれば乗ってくると思った（笑）。

紫帆：それにしてもまひろさんはどうやったら助けられるんだろう……。

ミナリ：ちょっとまだ、わからない……かな。

ＧＭ：そろそろ推測できるかな。全部のヒントを入手してるわけじゃないけど。

一同：うーん。

ＧＭ：よく考えてくれ。……では次のシーンだ。







《神速の鼓動》　音や振動を利用して、攻撃を超広範囲に拡大するハヌマーンのエフェクト。











◆Middle 10◆道の重さ


Scene Player ─── 八重垣ミナリ






　そしてまた、喫きつ茶さ店てんペリゴールにミナリの怒鳴り声が響き渡る。

　柳也の設定したアキューズとの対面。紫帆を連れて行くという条件。

　目をつり上げ、ミナリは柳也に反対する。あまりにも危険なその方法を止めるために。




ＧＭ：というわけで次のシーン。シーンプレイヤーは……。

ミナリ：あ、ちょっと先にこっちのシーンをやらせてもらっていいですか？

ＧＭ：お？　一いち応おう紫帆の予定だったんだけど。

ミナリ：うん、紫帆が出てくる前にちょっと演えん出しゆつを入れたいなあと。……具体的には柳也さんと口げんかしておきたい（笑）。

柳也：ああ、俺おれがネタ振ふったからか（笑）。こっちはＯＫだが。

紫帆：じゃあ、わたしは後でいいよ。

ＧＭ：了りよう解かい。そうするとシーンは喫茶店ペリゴールかね。

ミナリ：そこで私は柳也さんからアキューズの話を聞いて机つくえを叩たたきます。……紫帆を連れて行くなんて、絶ぜつ対たい反対です！

柳也：俺はまたか、という顔でため息をつく。……なら、お前はどうした方がいいんだ。

ミナリ：アキューズは我々ふたりで撃破するべきです。紫帆がジャーム化したときの危険性は何度も説明したとおり。危険すぎます。

柳也：（低い声で）青原まひろはどうする。

ミナリ：…………彼女こそ、我われ々われふたりで止めるべきでしょう。

柳也：それはまひろを殺す、ということだな？

ミナリ：目を伏ふせて言います。……紫帆は、まひろさんと友達です。行かせるのは忍しのびない。

柳也：それを聞いたらギロリと睨んで言う。……何を甘あまいことを言ってやがる。

ミナリ：それは……。

柳也：俺たちが優ゆう先せんして守るべきは日にち常じようの世界そのものだ。そのために戦力を出し惜おしみしている場合じゃねえだろう。まひろは一瞬で街を破壊できるような能力者だぞ。

ミナリ：しかし！　今の紫帆を連れて行けば、また暴ぼう走そうする可か能のう性せいがあります！　そうなれば紫帆は敵てきよりも厄やつ介かいな存そん在ざいになります！

柳也：それにここで紫帆を下げれば、アイツはいつまでたっても成長しねえ。アイツは狙われる身だ。成長が無ければ、いつか最悪の結果が訪れる。

ミナリ：それでも……。今ジャーム化してしまえば、すべてはお終いです。

柳也：（ため息をついて）お前がアイツを危険な物から遠ざけたいという気持ちも分かる。

ミナリ：…………。

柳也：だがな、今アイツを育てないで一体どこで育てる？　力ってヤツは危険な物だが、無いといざって時に何もできない。自分の身も、周りのものも守れねえんだぞ。




　どこか自じ嘲ちよう気味に柳也は言う。

　無力なまま何かを喪そう失しつする痛いたみは、彼自身がよく知っていた。




ミナリ：少し黙ってから、こちらも言います。……私はテロリストの訓練キャンプで育ちました。そこには私と同じ年代の少年、少女が兵士として育てられていました。

柳也：…………。

ミナリ：施し設せつ崩ほう壊かいのあの時。彼らは何も知らされず、ただ命令のまま戦せん闘とうに出しゆつ撃げきし、そして帰ってこなかった。……生きていれば、どんな形ででも人生を取り返すことができたはずなのに。




　視し線せんを上げ、柳也の目を見てミナリは言う。

　無む為いに、意味もなく死ぬ。あまりにも悲しい結果を、彼女は知っていた。




柳也：…………。

ミナリ：…………。

柳也：（肩かたを落として）……平行線だな。

ミナリ：（目を伏せて）そうですね……。

柳也：最初から俺たちだけで決着のつく問題じゃねえってことか。本人がいないところで喋しやべってるんだからな。

ミナリ：はい、彼女を呼よんできましょう。……不本意ではありますが。

柳也：ははっ。……俺は苦笑いをして言う。




「仕方がねえだろう。結局のところ、巻き込まれてるのは紫帆なんだ」

　同じく苦笑いをして、ミナリも言う。

「ええ。彼女に決めてもらいましょう。……この街を、まひろさんを、紫帆自身をどうするのかを」




　進む道を決められるのは、その道を歩む本人のみ。

　そして歩むものには道を選ぶ義ぎ務むがある。

　選ばなければならないのだ。───どれだけ痛みを伴ともなおうとも。







◆Middle 11◆覚かく悟ごすること


Scene Player ─── 七村紫帆






　柳也とミナリが言い合いをしている時、紫帆はペリゴールの入り口にいた。

　中からは、自分に決けつ断だんを迫せまるふたりの言葉が聞こえてくる。




　……不意に、得体の知れない不安感が紫帆を襲った。

　ふたりと顔を合わせずに、彼女は早足で店の裏手へ回った。……まるで、逃げるように。




ＧＭ：では、次は紫帆のシーン。

紫帆：あの～、今の会話、聞こえたことにしていい？　実は入り口付近にいたとかで。

柳也：ああ、構かまわんぞ。

紫帆：じゃあ、その会話を聞いてなぜか店の裏うら手に逃げる。で、地面に座すわっちゃう。

ＧＭ：日の光の届かない裏手は、この季節でも寒さを覚える。直に座れば、その冷たさがじんわりと伝わってくるよ。

ミナリ：…………。

紫帆：座ってうつむいたまま、三郎を呼よぶ。……ね、三郎。

ＧＭ：声に応えるように、三郎が音もなく現あらわれる。「……なんだよ」

紫帆：どうしてこんなことになったんだろう。……わたしがオーヴァードになったから？

ＧＭ：「…………」

紫帆：わたしがオーヴァードになったから、〝賢者の石〟を持ったから、泉も、まひろさんも巻まき込こまれたのかな───。

ＧＭ：「……かもな」

紫帆：それなら、どうしてわたしはオーヴァードなんかになっちゃったんだろう……。

ＧＭ：「なら、あの時死んでた方がよかったか？」三郎は冷たい声で言う。

紫帆：ううん、そうじゃない。……あの日、あの時、あの路ろ地じ裏うらに入ったのはわたしだもん。死にたくないと願ったのも───わたし。

ＧＭ：「…………」

紫帆：でも……、自分が理由でまわりの人が苦しむのを見るのは辛つらいよ……。




　紫帆は顔を埋うずめたまま、嗚お咽えつのように言葉を吐はき出だす。




柳也：それでも、お前が決めなきゃならん。……ここで登場する。店の裏にいるならすぐにわかるだろう。

紫帆：柳也さん……。

ミナリ：私も柳也さんについて登場。……今夜零れい時じ、公園にアキューズがまひろさんを連れてやってくる。私と柳也さんは、そこでヤツと戦います。

柳也：お前がついてくるかこないかは、自分で決めろ。俺たちはどっちでも構わない。

紫帆：…………あの、まひろさんは？　どうなるの？

柳也：（冷たく）現げん状じよう、青原まひろを助ける方法は発見されていない。もし彼かの女じよがジャーム化した場合、俺おれたちは彼女を殺してでも止めなければならん。

紫帆：う……。なんとか、ならないんですか？

柳也：〝オーヴァードはジャーム化したら戻もどらない〟……これは覆くつがえせない事実だ。

ミナリ：だから、私たちはジャームを倒たおすの。もし自分が変へん異いしたら、どんなことをしても絶対に止めてほしいから。

紫帆：…………。




　わたしを殺して───と願うまひろの言葉が紫帆の脳のう裏りに蘇よみがえる。




紫帆：（ぽつりと）前に鴉の記き憶おくを見たときに、まひろさんも言ってた。自分がジャーム化したら殺してほしいって。───やっぱり、あれはまひろさんの本心なのかな？

ＧＭ：「…………」三郎は黙ったまま答えない。

ミナリ：それは、きっと私たちには答えられない。

紫帆：……委員長の方を見ます。

ミナリ：でも、これを見れば何かがわかるかもしれない。まひろさんが直に感じたことが書いてあるから。……といって、自分の鞄からまひろさんのレポートを出して紫帆に手渡す。

紫帆：これは……？

ミナリ：彼女の家でみつけたの。……あなたのことも書いてある。

紫帆：…………とりあえず、中を読んでみます。




　そのレポートには、まひろの苦く悩のうが書かれていた。

　侵しん蝕しよくされていく体、すり切れていく理り性せい。

　自分の破は滅めつが遠くないことをまひろはよく分かっていた。




ＧＭ：コメントのほとんどは、自分が破滅へと向かっていることについて淡たん々たんと書いてあるだけ。……ただし、紫帆と出会った日からそれが変わる。その日のコメントはこうだ。




「今日は、私と同じ仲間を見つけた。本当なら接せつ触しよくしない方がよかったのだが、つい声をかけてしまった。……あの子はあの場所にいた子ではない。この石についても何も知らないだろう。だが、それは幸せなことだ」




紫帆：…………まひろさん、わたしが〝賢者の石〟を持ってること、最初から気づいてたんだ。




「私と同じ存そん在ざいである彼女が楽しそうに日にち常じようを過すごしている！　それだけで、本当に幸せな気分になれた。今日は良い日だった」




ＧＭ：紫帆と出会った日から、明るいコメントが続いている。紫帆に自分を投とう影えいし、楽しそうな様子を見て、自分もまだ大だい丈じよう夫ぶだと信じている。実じつ際さいに体調もよかったようだ。

紫帆：…………。

ＧＭ：だが、どこかで不安も感じている。自分の〝賢者の石〟が紫帆と共鳴することで、悪い影えい響きようを与あたえるのではないかという不安だ。そして、最後の日付にはこう書かれている。




「もう、少しの出血でも衝動を制御できない。理性を失うのは目前だ。次にあの人が来たら、もう一度殺してくれるように頼もう。───私が紫帆ちゃんたちを手にかける前に」




紫帆：…………レポートを閉とじます。

ミナリ：アキューズが襲しゆう撃げきしてきた時に、紫帆はまひろさんの影響でレネゲイドが暴ぼう走そうしかけた。……でも、彼女にとっては紫帆が逆ぎやくの効こう果かとして働いたのかもしれない。

柳也：なるほどな。お互たがいに影響し合っているということか。

ＧＭ：で、黙だまっている紫帆に三郎が声をかける。「……で、どうするつもりだ？」

紫帆：……できれば、まひろさんは助けてあげたい。でも、行っても委員長たちの足手まといになるかもしれないし……。

ＧＭ：三郎はジロリと紫帆を睨む。

紫帆：殺してくれって頼まれたのは鴉だけど、だからといって放ってはおけないし……。

ＧＭ：……三郎はイライラと紫帆を見てる。

紫帆：でも、わたしが行ってもまひろさんは喜んでくれないかもしれないし……。

ＧＭ：「……だああああああああああっ！　ちっがあああああああああああう！」

ミナリ：ひゃっ！

紫帆：さ、三郎？

ＧＭ：三郎は腕うでをばたばた振ふり回まわしてからビシッと紫帆を指さして言う。「そんなことどうでもいいんだよ！　俺おれが心配してるのはお前のことだ！」

紫帆：え、わたし……？

ＧＭ：「あの女を殺すのなんか、ミナリに任まかせておけばいい！」ミナリと柳也を指す。「それよりも危き険けんなのは、お前がジャームになることだ！　お前、それをわかってないだろ！」

紫帆：わたし自身はどうとでもなるよ。……それよりも三郎。わたしが行かないと、三郎だって約束守れないんだよ？　ほら、このレポートにも三郎のことが……。

ＧＭ：「そんなことは、どう！　でも！　いい！」と腕を回す。

紫帆：ひゃあっ。

ＧＭ：「お前、自分がジャームになることを想像したことねえだろう！　ジャームになったらお前自身が一番大切なものを、この街を滅ぼすんだ！」

紫帆：街を……？

ＧＭ：「そうだ。お前の石が暴走すればそれだけの力を発揮する。それだけの破壊を、お前自身がやるんだぞ。それをわかってねえって言ってるんだ！」

紫帆：う……。そんなこと言ったって、今わたしが逃げても何も変わらないじゃない！

ＧＭ：「少なくとも、今まひろの石と接触するよりはマシだ！」

紫帆：何がマシなのよ！

ＧＭ：「今、アイツの石と接触したら、石がひとつになるだろうが！　そんなことになれば、ふたりともジャームになるか死ぬかのどっちかだ！　そんな結末でいいのかよ！」

柳也：……ん？

ミナリ：ひとつ、になる？

一同：…………。




　三人の目線が、三郎に集中する。




ＧＭ：「な、なんだよ」様子の変わった三人に、三郎はちょっと慌あわてる。

紫帆：えと……、三郎。〝石がひとつになる〟ってどういうこと？

ＧＭ：「……は、しまった！」（目を見開いて、口を押おさえる）

一同：今さら隠かくしても遅おそいわああああああああっ！（笑）

柳也：あー、そういや三郎がまだ何か隠しているような演出があったが、これがそうか（笑）。

ミナリ：勝手に向こうから話しましたけど（笑）。

ＧＭ：もともと紫帆が三郎に相談すれば、情報を出す予定だったんだよ。形は変わったけど、一応相談はしてるでしょ？

ミナリ：確かに。……半分言い合いですが（笑）。

紫帆：じゃあ改めて三郎に聞こう。……で、どういうこと？

ＧＭ：「うう……」三郎はがっくりと肩かたを落として、渋しぶ々しぶ喋しやべる。




　三郎によれば、〝銀の目のオーヴァード〟が持つ〝賢者の石〟は一定以上の共鳴現げん象しようを起こすと、ひとつに戻もどる特とく性せいがあるという。片かた方ほうの石がより強い方の石に飲のみ込こまれ、吸きゆう収しゆうした石はさらに大きな力を持つというのだ。




ＧＭ：「まひろが暴走したまま石を吸収すれば、ヤツのジャーム化を早めるだけだ」と三郎。

ミナリ：待ってください。……では、石を吸収された方はどうなるのですか？

ＧＭ：「特に害は無いはずだ。……ただし、石は吸収される直前までもう片方の影響を受け続ける。暴走状態の石に飲み込まれれば……吸収された方もジャーム化するだろう」

柳也：つまり、紫帆がまひろに接触した場合、紫帆もジャーム化するってことだな。

ミナリ：それもあるんですが……、逆のケースを考えてました。

紫帆：逆って？

ミナリ：紫帆がまひろさんの石を抜き取るケース。……そうすれば少なくともまひろさんから〝賢者の石〟を抜き取ることはできるんだな、と思って。

紫帆：ああ、なるほど。

ミナリ：まひろさんは〝賢者の石〟の暴走でジャーム化しつつあるわけだから、それを取とり除のぞくことで助けられないかと思ったんですが……。

柳也：確たしかに。アキューズも似にたようなことを言ってたな。だが、その方法だと紫帆がジャーム化するだろう。

ミナリ：そうなんですよね……。

紫帆：あれ……？　それって……？

ＧＭ：「……どうした？」と三郎。

紫帆：それってわたしが今のままでまひろさんの石を吸収すればいいんじゃないのかな？

ミナリ：……どういうこと？

紫帆：えーと、ほら、まひろさんの石を落ち着かせた上でわたしがそれを吸収すれば……。

柳也：……あ、共鳴か！　まひろの石が紫帆の石の影響を受けることは、確かにレポートにも書かれていた！

ミナリ：石をそのまま吸収すればジャーム化するから、こっちの石と共鳴させていったん沈静化。その上で石を吸収。……力ずくな感じがするけど、確かに条件は満たしている。

紫帆：でしょ？　これならまひろさんを助けられる

ＧＭ：紫帆の発言をぽかんと聞いていた三郎が慌あわてて叫さけぶ。「無茶言うな！　向こうの石に干かん渉しようするだけでも衝動が起きるんだぞ！　吸収なんてことに、今のお前が耐たえられるか！」

紫帆：うん。それでも、可能性があるなら……。

ＧＭ：「失敗したら何もかも終わりなんだぞ！　ただでさえ莫大な力を持つ賢者の石をふたつも抱えて暴走するんだ！　お前だけの話じゃない！　まひろだって、こいつらだって、街の人間だって消滅するぞ！」かみつきそうな勢いきおいで三郎が言う。

紫帆：わかってる。それもわかってる。それでも───。




　そして紫帆は口にする。

　───いつもは表に出さない、心の底にある思いを。




紫帆：わたしは、これ以上周りの人を失いたくない。……泉の時みたいに、わたしのせいで周りの人がいなくなるのはイヤなの！

ＧＭ：「お前……」

紫帆：周りの人が笑っているところを見たい。みんなが幸せそうにしているところを見たい。……それがわたしの願いだから。

ミナリ：なるほど。それであなたは〝何でも屋〟なんてことをしているのね。

ＧＭ：「…………」三郎は驚おどろいた顔で、紫帆を見ている。

紫帆：三郎───。

ＧＭ：「お前は……わがままなヤツだな。自分のために、他人に『幸せになれ』なんて」

紫帆：…………。

ＧＭ：「……失敗した時はどうする」三郎はぶっきらぼうに言う。

紫帆：わたしはどうなるかわかんない。でも、柳也さんと委員長なら止めてくれるよ。

　紫帆はふたりのオーヴァードを見る。

　ミナリはいかにも仕方がない、とため息を。柳也は任せておけ、と口元をつり上げる。




柳也：じゃあ、ここで口を挟はさもう。……三郎、もう何を言っても紫帆は動かねえよ。もうコイツの中で、覚悟が決まっちまった。

ＧＭ：「だがな……」と何か言いかける三郎。

ミナリ：私だって紫帆が行くことには反対です。

紫帆：う……。

ミナリ：でも、これだけの覚悟を見させられれば気持ちも変わります。……それに三郎、彼女がやろうとしていることはあなたがやったことと同じですよ。

ＧＭ：「俺と同じ……？」

ミナリ：あなたも自分の命を懸かけて紫帆を助けたでしょう？　紫帆がまひろさんを助けようとするのは、それと同じです。

ＧＭ：三郎はばつが悪そうな顔をしてから、「ふん。なら勝手にしろ」と消える。

紫帆：三郎……。

柳也：やれやれ、勝手なヤツだ。

ミナリ：でも、かわいげがあっていいじゃないですか。

柳也：じゃあ紫帆、改めて聞くぜ。……俺たちと一いつ緒しよにくるか？　アキューズの、まひろの待つ場所へ。




　柳也の視し線せんを真っ向から受け止めて、紫帆は言葉を返した。




紫帆：───はい。連れて行ってください。まひろさんを助けるために。

ミナリ：仕方がありませんね。言っても聞かないのは三郎との会話でよくわかりましたし。

紫帆：えへへへへ……、ごめんなさい。

ミナリ：まったく……。謝あやまるくらいなら、最初からそんな主しゆ張ちようはしないことね。

紫帆：はーい。

柳也：さて、じゃあ───行くとするか。決着をつけに。




　扉とびらは開かれ、道は示しめされた。……まひろのレポートを固く握にぎりしめ、紫帆は立ち上がる。

　この道は、紫帆の願いによるもの。そしてこの願いは正しいものであるとは限かぎらない。




　でも───今は、この願いを消したくないから。

　その思いを胸むねに、七村紫帆は最後の場所に向かう。







　　　CLIMAX PHASE







◆Climax 01◆蒼あおい月の下で


Scene Player ─── 七村紫帆






　皓こう々こうと蒼い月が照らす中、紫帆たちは海浜公園で敵を待ち続けていた。

　冷えた空気がぴりぴりと肌はだに痛いたい。木々は闇やみを作り、そよ吹く風は不気味に音を立て、紫帆の不安をかき立てる。




　───でも。

　歯を食いしばり、恐きよう怖ふに耐たえて紫帆は待つ。……結末を自分の手で作るために。




ＧＭ：ではクライマックスだ。全員登場して下さい。

一同：はーい。

ＧＭ：と、シーンを始める前にまひろを助ける条じよう件けんを確かく認にんしておこうか。

紫帆：まひろさんの石を、こっち側に共鳴させてからわたしが吸きゆう収しゆうすればいいんだよね？

ＧＭ：そう。手順はこうだ。最初にまひろの石に接せつ触しよくしてこれを沈ちん静せい化させること。ゲーム的には、まひろに接触した時に発生する衝しよう動どう判はん定ていに成功すればよい。

ミナリ：衝動か……。

ＧＭ：もしこれに失敗した場合、まひろの石が沈静化することはない。むしろ、紫帆の石を取り込みにかかる。

柳也：なるほど。

ＧＭ：そして、沈静化に成功させたら今度は吸収を試みることができる。……この時も衝動判定が発生、これに成功しなければならない。

ミナリ：失敗したら？

ＧＭ：吸収自体に失敗する。つまり、石は紫帆とまひろの双方に残ったままだ。

紫帆：でもそれだとまひろさんはいつかジャーム化する……。

ＧＭ：その通り。

柳也：しかし成功するまでに衝動判定が二回か。……侵しん蝕しよく率りつもだいぶ上じよう昇しようするな。

紫帆：うう……、衝動苦手なのに……。

ＧＭ：もちろん、最後の自じ律りつ判定で紫帆がジャーム化したらすべてアウトだからね。

一同：う───ん……。

柳也：これは想そう像ぞう以上に厳きびしいな。衝動判定二回で侵蝕率４Ｄ10上昇は厳しい。

ミナリ：しかも、これをあのアキューズと戦せん闘とうしてからやるのか……。

紫帆：でも、戦闘の後の自律判定が最後の関門って珍めずらしいですね。

ＧＭ：セッションの最初に言ったとおり、今回のテーマは〝ジャーム化〟ですから。……ちょっと変わった感じですが、どうですか？

紫帆：面白いですよ。……だいぶスリリングですが（笑）。

ＧＭ：楽しんでもらえればなによりです（笑）。では、改めてシーンの演出を始めよう。

一同：はーい。

柳也：こっちは早めに公園に来て、そこで待機しているぜ。

紫帆：あ、三郎は？

ＧＭ：とりあえず、今は出てくる気配がない。

紫帆：そっか……。

ＧＭ：では、待つことしばし。約束の刻こく限げんちょうどに敵てき意いの強い《ワーディング》が公園を覆おおう。同時に、公園の入り口からアキューズがひとりで歩いてくる。

ミナリ：…………。

柳也：約束は守ったぜ、アキューズ。

ＧＭ：「そのようだな。……ならばこちらも守ろう」と言いつつアキューズがコートを翻ひるがえす。すると砂すなが巻まき上がり、その向こうにまひろが現あらわれる。

紫帆：まひろさん！

ＧＭ：彼かの女じよはうずくまったまま弱々しく紫帆の方を向き、「……来な、いで」と。

紫帆：…………っ。

ＧＭ：まひろを見つめる紫帆に、アキューズは声をかける。「興きよう味み本位だが聞かせてもらおう。……この女をどうするつもりだ」ヤツはまひろを指さす。

紫帆：暴ぼう走そうを止めて、助ける。

ＧＭ：「どうやって？」ヤツは冷たい目で紫帆を見る。「この女を助ける手しゆ段だんはない。こいつを待っているのはジャームになるか、死か、どちらかだ。それでも助けると言うのか」

紫帆：……どんなに可か能のう性せいが少なくとも、どんなに危き険けんでも。




　ゆっくりと息を吸すい込こみ、まっすぐに敵てきを見み据すえ、紫帆はその言葉を口にする。




紫帆：どうやってでも───助ける！

ＧＭ：「……ならば」とアキューズは言い、懐ふところから黒く染そまった紙を何なん枚まいも取り出す。

ミナリ：ジャーム……！

ＧＭ：その通り。無数のジャームがアキューズの周りに降おり立たち、そしてヤツが告げる。「ならばその魂たましいごと、お前の心を砕くだいてやろう。そして〝賢けん者じやの石〟をいただいていく」

[image: ]

紫帆：敵への恐怖をぐっと飲のみ込こんで、拳こぶしを握にぎる！　……そんなことはさせない！　これはまひろさんを救うために必要なものだから！《光の剣けん》を出す！

ＧＭ：では戦闘に移うつろう！　敵はアキューズ、暴走しかけのまひろ、そしてジャームのトループが３グループだ！




◆第１ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では最初のセットアップから。こちらはアキューズが《ヴァイタルアップ》を使う。

ミナリ：私は《フルインストール》！　最初から全力で、短期決戦を狙ねらう！

柳也：そうだな。後の条件を考えると、戦闘を早く終わらせるのがベストか。……紫帆の侵蝕率は？

紫帆：ええと……今[image: ]％。

ミナリ：まひろさんを助けるために４Ｄ10、だいたい20％くらい上昇するから……。

柳也：紫帆がタイタスをひとつも昇華しないことを前提で侵蝕率[image: ]％。ここら辺が限度だな。

紫帆：一回の攻撃でだいたい11％上がるから、攻撃できるのは三回か……。

ミナリ：私の役目は紫帆へ攻撃を全部カバーリングすることですね。

柳也：おう、それで行こう。

ＧＭ：ではまずイニシアティブ18でアキューズの行動。紫帆に「行くぞ」とつぶやくと、虚こ空くうに無数の武ぶ器きが出しゆつ現げんする。……《砂の刃やいば》＋《雷いかずちの槍やり》＋《雷の砦とりで》その他で攻こう撃げき！

ミナリ：……《雷の砦》？　どんなエフェクトでしたっけ？

紫帆：（ルールブックを開いて）……あ！　命中すると転倒するエフェクトだ！　転倒したらマイナーアクションでそれを解除するまで移動ができないって！

柳也：短期決戦にしたいこのシチュエーションで移動封じか！　わかってやがるな！

ＧＭ：単純に行動を消費させる意味でも転倒は有効だ。こっちは一度柳也たちと戦っているからな。ある程度対応はしてくるぞ。……では命中は37！　虚空に浮かんだ武器たちが紫帆の脚を狙って飛ぶ！

紫帆：回かい避ひは……ダメ、失敗。

ミナリ：こちらに任まかせて！《マグネットフォース》＋《氷ひよう盾じゆん》＋《球電の盾たて》その他で紫帆をかばう！　受けは成功！　ナイフを逆さか手てに構かまえて武器を叩たたき落おとす！

ＧＭ：ダメージは45点！

ミナリ：よし！　防具のおかげでダメージは０！　……ただ、転倒は受けちゃうけど。

ＧＭ：やるな。次々と襲おそい来る武器を捌さばくミナリ。だが、圧あつ倒とう的てきな物量で押おされて片かた膝ひざをついてしまう。それを見て、「ノーダメージか。やはり……ポテンシャルが高い」とアキューズがつぶやく。

ミナリ：…………前のセッションで活かつ躍やくできなかったから、こうやって褒ほめられるとちょっと嬉うれしい（笑）。

柳也：まあ気持ちはわかるぞ（笑）。

紫帆：次はわたしの番だけど……。ちょっと待機しよう。敵の手が見たい。

柳也：なら次は俺おれだな。俺は全力で後ろにいる連中を撃うって少しでも敵の数を減へらす！　いつものコンボに《ドッペルゲンガー》＋《因いん果が歪わい曲きよく》！　侵蝕率は21％上昇！

ＧＭ：まさに血を吐はくような声だな（笑）。

柳也：これでダメだったら泣くぞホントに！（笑）

紫帆：柳也さんがんばってー！（笑）

ＧＭ：ちなみにアキューズが攻撃の対象に入っているんで、判定のダイスを２個こ減へらしてね。ヤツが装そう備びしている抗こうレネゲイドスーツの効こう果かだ。

ミナリ：し、渋しぶいものを……。

柳也：けっ！　そんなもん打うち破やぶってやる！　四体に分身して重力球を……って、低い!?　命中は19！

ＧＭ：抗レネゲイドスーツが利いてるね。はっはっは、なかなかに絶ぜつ望ぼう的だな。

柳也：ぐぐ……、しかしトループにさえ当たれば……。

ＧＭ：アキューズは……28で回避。重力球をぎりぎりで見切ってやり過すごす。トループは……む、両方ともギリギリで失敗！

柳也：よぉし！　ダメージは27点！　これでトループは死ぬだろう！

ＧＭ：ちっ、その通りだ。アキューズの隣となりにいたジャームたちはそれで全ぜん滅めつする。

ミナリ：なら私も待機。……まひろさんの行動を見てから動きたい。

ＧＭ：ＯＫ。ではまひろの行動。（ダイスを取り出して）まずランダムに攻撃の対象を決める。

ミナリ：え？　それって……アキューズやジャームも含ふくまれる？

柳也：無差別攻撃か！

ＧＭ：その通り。今の彼女は周囲の殺気に当てられて能のう力りよくが暴走しているだけだからね。

ミナリ：これはまた予よ測そくの難むずかしい行動を……。

ＧＭ：というわけで……（ダイスを振ふって）ターゲットは紫帆。まひろの体にプラズマの炎ほのおが灯り、うねるように紫帆に向かってくる。

紫帆：わわわ！　こっち来た！

ＧＭ：《プラズマカノン》＋《マイクロウェーブ》その他で攻撃。命中すればラウンドの最後にダメージを与あたえる消えない炎だ！　……命中は27！

ミナリ：それも防ふせぐ！　紫帆によけいなダメージは与えない！《マグネットフォース》その他で紫帆をカバーリング！　受けは成功！

紫帆：委員長、ありがとう～。

ＧＭ：ダメージが……36点。

ミナリ：よし！　それも弾はじいた！　ダメージ０！

ＧＭ：やるな。ミナリの振ふるうナイフがプラズマの炎を断たち切きっていく。……だが、体に燃もえ移うつった炎は消えずにじわじわとキミを焼いていくぞ。ラウンドのクリンナップに９点のダメージだ。

紫帆：９点!?

柳也：これもきついな。

ミナリ：なるべく早く決着を付ける方向で。そうすれば受けるダメージは軽けい減げんできます。

柳也：そうだな。

紫帆：……じゃあわたしが残ったジャームを倒たおした方がいいね。本当は《獣けものの魂》を使って判定のダイスを増ふやしておきたいところだけど、少しでも早く戦いを終わらせないと。

ＧＭ：ほう、《獣の魂》をあきらめるか。

紫帆：それよりも先にやらなきゃいけないことがあるから！　マイナーアクションでジャームに近づいて、《獣の力》＋《ピンポイントレーザー》その他で攻撃！　なるべく侵蝕率が上がらないように、微び妙みように手て抜ぬき！（笑）……でも、命中は45。

ＧＭ：ダイスが回ったか。……こちらの回避は失敗。

紫帆：光の剣で横になぎ払ってダメージは34点！　これで……？

ＧＭ：うん、ジャームはバタバタと倒たおれていく。

ミナリ：よし。私はその後、マイナーで転倒を回かい復ふくしてメジャーで移動。紫帆の横に並ならび、声をかける。……いい調子よ。

紫帆：うん！

ＧＭ：手て駒ごまがいなくなったアキューズは、倒たおれたジャームをちらりと見て言う。「三十近い数を集めても、一分保もたなかったか。……急ごしらえではこんなものか」

柳也：どうしたアキューズ、今さら準じゆん備び不足で泣き言か？

ＧＭ：「いいや。……想定通りだ。時間は稼かせげた」と言ってのけるアキューズ。

紫帆：え……？

ＧＭ：まずは次のラウンドだ。そしてその前に……。

ミナリ：私が９点ダメージを受ける、と。……厳しい。




◆第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では２ラウンド目のセットアップ！　ここでアキューズは《フルインストール》を使用！　これで常じよう時じ30個近いダイスを振ふるぞ！

柳也：うお！　30!?

ＧＭ：ヤツの体全体に紫むらさき色いろの雷が走る。その雷を纏まとって、スピードが倍近くに跳はね上あがる！

ミナリ：こいつ、もしかして１ラウンド目にはこっちを使えないから……。

ＧＭ：そう、１ラウンドの時間を稼かせぐためだけにアキューズはジャームを用意したのだ。

紫帆：これだけの人をジャーム化させといて、ただの時間稼かせぎなんて……メチャメチャだ。

ＧＭ：繰り返すが、そういうヤツなんだ。モラルなど関係ない。

柳也：俺も《サポートデバイス》を使用する。この勢いきおいはこっちもマジにならないとヤバイ。（紫帆に）……今の侵蝕率は？

紫帆：……[image: ]％。今のところは順調です。

柳也：よし。こっからが勝負だな。

ミナリ：私も《フルインストール》を。少しでも戦力を上げないと。

ＧＭ：ではアキューズの行動。全力を出せるモードに入ったし、早速切り札を使うぞ！　さっきの攻撃に《パラライズ》＋《ギガノトランス》を加える！

紫帆：シーン全体攻撃！

ＧＭ：今まで以上の殺気を発し、アキューズが右手を高々と掲かかげる。すると───。




　虚空より、その空間を埋うめつくさんばかりの武器が生成される。

　剣が、槍が、斧おのが、鎚つちが、それぞれが冷たい殺気を放ちつつ、空中に浮うかぶ。




ＧＭ：「……行け」とアキューズがつぶやくと同時に、それらが紫帆たち全員に襲おそいかかる！

柳也：待て！　それは《時の棺ひつぎ》で判定を失敗にさせる！　……アキューズ！　てめえのやり方はわかってんだよ！

ＧＭ：む、では雷らい光こうのような速さで武器が殺さつ到とうするその直前に───。

柳也：かかとを打ち鳴らして特大の重力球を空中に生みだし、すべての武器をそこに吸すい込こみ、消滅させる！

ＧＭ：ちっ。アキューズは眉まゆをつり上げて、「……切り札同士で相殺か」

柳也：ふん……、不利になったのはどちらかな？　……で、俺の侵蝕率は[image: ]％近いんだが。

ミナリ：ほんとに……無茶しますね。

柳也：まだまだ！　ここから俺はアキューズに全力で攻撃する！

紫帆：だ、大だい丈じよう夫ぶ!?

柳也：やれる手はすべて打つさ！　マイナーでミナリたちにエンゲージ、メジャーで《ドッペルゲンガー》を含ふくめたいつものコンボに……《因果歪曲》まで組み合わせる。

ＧＭ：え？　相手はひとりだから、《因果歪曲》は無くていいんじゃないの？

柳也：いや、組み合わせる！　これで侵蝕率[image: ]％でエフェクトレベルが上がるからな！

一同：おおおおおおおおおおっ！

ＧＭ：そこまでするかー！

柳也：するさ！　こうすれば次のラウンドに《灰はい色いろの庭》を使って、ヤツの行動順番を遅おくらせられる！

ＧＭ：《灰色の庭》？　……イニシアティブを下げるエフェクト？　そんなに下がるか？

ミナリ：あ！　アキューズのイニシアティブは18だから、柳也さんのエフェクトで９下げると私わたしたちが先手を取れる！　事実上、私たちは二回連続で攻撃できるんだ！

ＧＭ：うお！　そんなに下がるのか！

柳也：てことだ。やる価値はある！

紫帆：でも、柳也さんホントに後が無いよ！

柳也：それでもいい！　これで倒たおれても、突とつ破ぱ口こうは開ける！　俺は十二体に分身しつつ、一いつ斉せいに右手の指を鳴らす！　……達成値ちは40！

ＧＭ：……ぐぐ、28で回避は失敗。

柳也：よし、ダメージの出目が走った！　59点！

ＧＭ：59点!?　どんだけ攻撃力あるんだ、それ!?

柳也：ふん……、俺はキャリアだけは長いんでな。こういうことだけは得意なのさ。

ＧＭ：放たれた重力球のひとつに、アキューズの左ひだり腕うでが巻まき込こまれる。触ふれた瞬しゆん間かんにその腕うでを歪ゆがめ、ねじる重力球。ヤツは強引に腕を引ひき抜ぬくが……もう使い物にはならないだろう。

柳也：少しは、効いててくれればいいんだがな……。

ミナリ：私はここで待機します。……まひろさんの攻撃の後の方が動きやすい。

ＧＭ：（ダイスを握にぎって）よし、じゃあ攻撃の対象を決めよう。ダイスの出目が１、２だったら紫帆、３、４だったらミナリ、５、６だったら柳也、７、８だったらアキューズ。９と10は振ふり直しね。

ミナリ：７か８、７か８！

紫帆：７か８[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ！




　念を込こめるプレイヤーたち。果たしてその結果は……？




ＧＭ：…………ってホントに８がでたっ!?　攻撃の対象はアキューズだ！

一同：やった[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]っ!!

紫帆：ありがとうまひろさん信じてたー！（笑）

ＧＭ：四分の一の確かく率りつなのになあ。……組み合わせは同じで命中が37。回避は失敗。

一同：よし！

ＧＭ：ダメージは28点。アキューズの装甲値を引いて、15点のダメージか。……では、まひろの炎がふたたび噴ふき上がり、今度はアキューズを巻まき込こむ。

ミナリ：ここで追い打ち！　マイナーで《氷の加か護ご》、メジャーで《ブレードマウント》＋《業ごう炎えん》。冷気を込こめたワイヤーウィップを振るう！　……これで侵蝕率が６％上がる。

柳也：うお！　なんだその燃ねん費ぴの良さ！　……というか、なんだ俺の燃費の悪さ！（笑）

ミナリ：柳也さんは無理しすぎなんです（笑）。……命中は38。

ＧＭ：ちっ、31で失敗か。迫せまるワイヤーウィップを見切れずに、防ぼう御ぎよ態たい勢せいをとるアキューズ。

ミナリ：ダメージは……40点！　どうだ!?

ＧＭ：厳しいが、ここで《電でん磁じ反はん応のう装甲》を使用！　ワイヤーウィップがからみつく寸すん前ぜんに、アキューズの体全体を覆うように不ふ可か視しの障しよう壁へきが張はられる！　ダメージを20点軽減だ！「甘い……！」とワイヤーを弾くアキューズ。

紫帆：え!?

ＧＭ：装甲値の13点とあわせて33点ダメージを軽減。都合７点ダメージ、まだまだ！

柳也：どんだけしぶといヤロウなんだ、コイツ……。

ＧＭ：「悪いが、修しゆ羅ら場ばには慣なれている」目をぎらつかせながら言うアキューズ。

紫帆：それならわたしの全力で！《フルパワーアタック》を基き本ほんに、組み合わせられるものは全部使って……、命中は50！

ＧＭ：こっちの回避は37で失敗。う～ん、あと少しが見切れない。

紫帆：大きく光の剣を振ふりかぶって、一気に振ふり下おろす！　……ダメージは46点！　装甲も無視！

ＧＭ：再ふたたび《電磁反応装甲》！　さっきの障壁が光の剣そのもののエネルギーを削けずる！　20点軽減してダメージは26点。……ＨＰ残り13点だ！　まだ立ってるぞ！

紫帆：くー、これでもダメか～。

ＧＭ：でも、まひろのエフェクトで９点ダメージを受けるから残りＨＰは４点になるんだけどね。アキューズの体を白銀の炎が蝕んでいく。

紫帆：おお、まひろさんのエフェクト！

ミナリ：次の攻撃で倒せれば勝機はありますね。

柳也：だがこっちも限界が近い。油断せずにさっさと終わらせるぞ。

ＧＭ：お互たがい、かなりボロボロだな。……では次のラウンドに行こうか。




◆第３ラウンド

[image: ]

ＧＭ：ではセットアップから。アキューズは再び《フルインストール》を使用する。

ミナリ：私も同じく《フルインストール》を。

柳也：《灰色の庭》だ！　[image: ]％を超こえてイニシアティブ９点低下だぞチクショー！（笑）

紫帆：ああ、柳也さんが壊こわれかけに（笑）。

柳也：でも、これでヤツの行動順は俺おれたちの後だ！　もうお前を動かしてはやらねえよ！

ＧＭ：「くっ……」アキューズに高い重力がズシンとかかり、動きが鈍にぶる。さすがに表情も険しくなるな。イニシアティブは９になるぞ。

ミナリ：よし。先に私が行きます。これで防御の切り札を使ってくれれば。

柳也：その後に俺がとどめを刺さす。そして紫帆がまひろから石を抜ぬき出だせば終しゆう了りようだ。いいな。

紫帆：……はい！

ミナリ：では私から！　マイナーで《氷の加護》、メジャーで《ブレードマウント》＋《業炎》！　さらにここでまひろさんへのロイスをタイタスにして昇華、クリティカル値を１下げる！

ＧＭ：まひろへのロイスをタイタスにしたか。助けることをあきらめたか？

ミナリ：私では彼女を助けられない。でも、紫帆が助ける手助けをすることはできる！　……ワイヤーウィップでアキューズの残った右みぎ腕うでを狙う！　命中は47！

ＧＭ：回避は……29で失敗。

ミナリ：よし！　ダメージは５Ｄ＋15で…………って出目悪い!?

柳也：（ダイスを見て）うお！　なんか４ばっかりだぞ！

ミナリ：えーと、ダメージが36点。…………って、もしかして。

ＧＭ：ええと装甲値で13点、《電磁反応装甲》を使用して20点ダメージを軽減すると───。

ミナリ：最終ダメージは……３点。

紫帆：向こうのＨＰは４点。

ＧＭ：……１点、足りないね。

一同：うそおおおおおおおおおおおおおおっ!?

ＧＭ：ミナリの狙ねらい違たがわず、ワイヤーウィップはアキューズの右腕に絡からまる。だが、ミナリがそれを引くより一いつ瞬しゆん早く、ヤツは武器を生み出して自分の右腕の一部ごとワイヤーを切きり離はなす。……血まみれだが、眼がん光こうだけは鋭するどく、まだ立っている。

ミナリ：こ、こんな……。

柳也：真面目もそこまで来ると大したもんだな、アキューズよ。

ＧＭ：「……自分の言葉を守ろうとしているだけだ」やっぱりヤツの表ひよう情じようは変わらない。

ミナリ：すいません、柳也さん……。

柳也：ミスをしたわけじゃない、謝あやまるな。……言いながら、《ドッペルゲンガー》抜ぬきで攻撃。パキィン、と指を鳴らして、命中は26。

ＧＭ：……ダメだな、回避はできない。16で失敗。

柳也：ダメージは装甲無視で29点だ。

ＧＭ：ならば《魂の錬れん成せい》を使用して、ＨＰ０から蘇る。……アキューズを覆う雷が傷きず口ぐちに集まり、それを修しゆう復ふくしていく。「……まだだ」

柳也：さあて、ここまでは来たが───どうする？

一同：…………。




　押おし黙だまるプレイヤーたち。




紫帆：えーと、わたしが次に攻撃してアキューズを倒たおせればいいんだよね？

ミナリ：ヤツのＨＰが40と仮定すると、《電磁反応装甲》込みで必要なダメージは60点。

柳也：60点なら、紫帆だとかなり目があるんじゃないか？

紫帆：あ、でも攻撃の要である《フルパワーアタック》はラウンドの最後じゃないと使えないし、〝賢者の石〟も侵蝕率が上がるから……。

柳也：紫帆、今の侵蝕率は？

紫帆：[image: ]％。今すぐ攻撃する場合、[image: ]％まで上がります。

ミナリ：（計算して）今すぐヤツを倒すには、命中の達成値が70くらいないと倒せません。

柳也：〝賢者の石〟を使えば、[image: ]％から２Ｄ10上がる。厳しいな……。

ミナリ：このまま行動遅おくらせるにしても、この位置関係だと紫帆をかばえない。

紫帆：じゃあ、このラウンドの攻撃をあきらめてミナリのところまで戻もどってくるのは？

柳也：次のラウンドにかけるのか？　……それも厳しいだろう。アキューズの攻撃も、まひろの攻撃も飛んでくる。さらに言えば、俺はもう倒れたら復ふつ活かつは厳しい。

ミナリ：柳也さんが倒れれば《灰色の庭》も使えなくなる。次のラウンドはアキューズの行動順番の方が早くなる。攻撃を二回耐たえるのはちょっと無理ね。

紫帆：そっか……。




　侵蝕率もロイス数も追おい詰つめられているＰＣ。相談を繰くり返かえすものの、妙みよう案あんは出てこない。

　そんな中、飛び出したのはこんな発言だった。




柳也：アキューズ、いい加か減げん退く気はねえのか？　これ以上やれば、お前は確かく実じつに死ぬぞ。

ＧＭ：はっはっは、コイツがそんなこと………………って、あれ？

紫帆：……？　どうしたんです？

ＧＭ：いや、もしかして───撤退するの、面白いんじゃないか？

ミナリ：え？

ＧＭ：ほら、ここでアキューズが引き下がれば、今は楽になるけど後々シチュエーションが厳きびしくなるでしょ。

柳也：まあ、今後も出てきそうだしな。こいつは。

ＧＭ：それもあるし、紫帆の情じよう報ほうも外に漏もれることになる。

紫帆：……あ！

ミナリ：そうか。紫帆が〝賢者の石〟を持つことも、銀の目になることもコイツは知ってるんだ。

ＧＭ：その通り。……この状じよう況きようは面白いぞ。

柳也：じゃあ……？

ＧＭ：うん、アキューズは柳也の言葉に反応して少し殺気を弱める。「確たしかにお前の言うとおりだ。このまま戦えば、俺は倒れるだろう」

柳也：では俺も新しいタバコに火をつける。……認みとめたってことは退く気になったのか？

ＧＭ：「その通りだ。……任にん務むをあきらめたわけではない。だが、可能性のない戦いを続けても任務は完かん遂すいできない。そちらが合意するのであれば、ここは撤てつ退たいしよう」

柳也：……とりあえず、俺はミナリと紫帆を見る。お前たちはどうする？

ミナリ：私は……敵を逃にがすのは……。

ＧＭ：「言っておくが」とアキューズはギロリとミナリを見る。「俺はすべての切り札を使ったわけではない。上手く立ち回れば、お前たちと相打ちになることはできる」

ミナリ：そんなハッタリを……。

ＧＭ：「俺は噓うそは言わない」……あくまでヤツの表情は変わらない。

柳也：その言葉は俺が保ほ証しようするぜ。コイツはここまで、一度も噓は言わなかった。

ミナリ：く……。黙だまって武器を降おろします。

柳也：紫帆、お前はどうだ？

紫帆：わたしは……先のこととかよくわからないけど。

ＧＭ：アキューズは黙って紫帆に視し線せんを移うつす。

紫帆：少しでも早く、ちょっとでも確実にまひろさんを助けられるのなら───ここで戦いをやめたい。

ＧＭ：「…………」




　射い貫ぬくような目線で、しばしの間アキューズは紫帆を見つめていた。

　その目を紫帆は真っ向から見返す。




ＧＭ：しばらく紫帆を睨んだ後、アキューズは言う。「今回はこちらの負けだ」

紫帆：…………。

ＧＭ：そして最後にこう言う。




「また───会おう」

　言葉と共に砂が巻き上がる。……その風が途と切ぎれた時、男の姿すがたは無かった。




ＧＭ：というわけでアキューズは《砂隠がくれ》を使用して退たい場じようした。

一同：ふ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

柳也：この場はなんとか助かったな。

紫帆：でも、他の切り札ってなんだったんだろう？

ＧＭ：《自じ爆ばく装そう置ち》だよ。ＨＰが０になると周囲に回避不ふ可かのダメージを与えるエフェクト。

一同：うおっ!?

柳也：ソレは……真面目にやばかったな。

ミナリ：《自爆装置》に加えて最低一回アキューズの攻撃を受けてたとしたら……、紫帆の侵蝕率やロイスが保たなかったかも。

ＧＭ：そうだね。まひろを助ける線が途と切ぎれてた可能性がある。

紫帆：よ、よかった……。

ＧＭ：さて、ではアキューズが去った向こう側にいるのは───。




　炎の衣を纏まとい、必死でみずからの力に抗あらがうひとりの女じよ性せいがうずくまっている。

　……青原まひろ。奇き妙みような縁えんで出会った、紫帆を仲間と呼よんでくれた人。




紫帆：まひろさん……。

柳也：紫帆、ここまではただの準備。ここからが本番だってことはわかってるな？

紫帆：……はい。

ミナリ：あなたが失敗すれば、ココにいる人間も、街もすべて滅びる。それを忘れないで。

紫帆：…………うん。

ミナリ：それに……私もまだあなたには死んで欲しくない。

紫帆：うん、ありがとう。

ＧＭ：戦闘中黙っていた三郎も出てくる。「……ここまで、きちまったな」

紫帆：……来たよ、ここまで。

ＧＭ：「やるんだな？」




　まひろへと歩を進めつつ、紫帆は去ってしまった友達のことを思い返す。

　自分に勇気がなかったから別れることになった泉。……あの時と同じ結果にはしたくない。




紫帆：（うなずいて）うん、やるよ！

ＧＭ：三郎はしかたがない、とため息をつく。「……わかった。なら、やり方を教えてやる」

紫帆：……お願い、三郎。

ＧＭ：「こいつの〝賢者の石〟は脊せき髄ずいにある。首の後ろより少し下、肩けん胛こう骨こつの間だ。……そこに手を触ふれればいい。そうすれば、石の融ゆう合ごうがはじまる」

紫帆：……うなずいてから、深しん呼こ吸きゆうしてまひろさんの前にしゃがみ込こむ。




　まひろはうずくまったまま、小こ刻きざみに震ふるえている。

　その唇くちびるは痛いたみに耐えるようにきつく結ばれ、うつむいて必死に自分の〝力〟と戦っていた。




　この人を───助けたいと思う。

　誰だれのためでもなく、自分自身のために。紫帆自身が救われるために。




紫帆：……まひろさん。

ＧＭ：声にビクリと反応し、彼女は銀の瞳ひとみで紫帆を見る。

紫帆：もうちょっとだけがんばって。後はわたしがなんとかするから。

ＧＭ：「なにを……、するの……？」とかすれた声で。

紫帆：それには答えずに、そっとまひろさんを抱かかえるように背せ中なかへと手を伸のばす。

ＧＭ：了解。では、紫帆がまひろの〝賢者の石〟に触れた瞬間。……手を通じて、煮にえたぎる〝力〟がまひろから紫帆に流ながれ込こむ！

紫帆：う……！

ＧＭ：沸ふつ騰とうした血けつ液えきがそのまま心しん臓ぞうにたたき込こまれるような感覚。……ここで最初の衝動判定を。これに負けるとまひろの石を沈静化させることはできない。判定の目標値は〈ＲＣ〉で18だ。

柳也：18……。クリティカル値が下がらないときついな……。

紫帆：（ちょっと考えて）〝賢者の石〟を使います。こうすればクリティカル値８で判定できる。

ミナリ：……大丈夫？

紫帆：うん。みんなが守ってくれたから、まだ侵蝕率[image: ]％。もう少し余裕あるの。……ダイスは５個、クリティカル値は８で判定します。

ミナリ：…………。

紫帆：えいっ！　……やった！　23で成功！

ミナリ・柳也：よし！




　流ながれ込こんでくる凶きよう悪あくな力を強引にねじ伏ふせる。

　暴あばれ回まわる力が、ゆっくりとひとつに束ねられていく。……紫帆の意志のもとに。




紫帆：ここまでは来た。……あとはまひろさんから石を抜ぬき取とるだけ！

ＧＭ：そう念じると、まひろの背中から青みがかった銀に光る結けつ晶しよう体が浮うかび上あがる。

ミナリ：賢者の、石……。

ＧＭ：そして浮かび上がった石はゆっくりと、紫帆の胸むねへと吸すい込こまれていく。

紫帆：…………。




　ドクン！　と、紫帆は自分の〝賢者の石〟が鼓こ動どうするのを感じた。

　ねじ伏ふせたはずの力が、再び制せい御ぎよを離はなれて暴れ回る。

　まるで命をふたつ持ったかのような高こう揚よう感。何もかもをまっさらにしたいような破は壊かい衝動。

　相反するような力が、紫帆の体を駆かけめぐる。




ＧＭ：天と地がぐちゃぐちゃになるような感覚が紫帆を襲おそう。心の中心で、破壊衝動が頭をもたげてくるのを知覚する。

紫帆：ここで流されるわけにはいかない……っ！

ミナリ：紫帆に近づいて声をかける。（諭さとすように）……落ち着いて、目を開いて。自分の周りに世界があることをしっかり知覚して。

紫帆：一いつ生しよう懸けん命めいうなずく。

ミナリ：その世界に、自分をあなたの大切な人を思おもい描えがいて。学校を、クラスメイトを、友達を、あなたがひとりではないことがわかるように。……大丈夫、あなたならできる。




　ミナリの言葉が心にしみこんでいく。……少し、勇気がわいた。




紫帆：なんとか、委員長の言うとおりにしてみる。必死で破壊衝動を振ふり払はらいながら。

柳也：俺は少し遠目に紫帆を見て言う。……紫帆、笑ってみろ。

紫帆：え？

柳也：レネゲイドとの勝負は意志力の勝負だ。無理にでも笑え。多少はマシになるぜ。

紫帆：はい……っ！




　柳也の言うとおりに、ぎこちなく笑みを浮うかべてみる。……少し、余裕が出た。




紫帆：ここで柳也さんにロイスを取ります。……歯を食いしばりながら、笑ってみる。

ＧＭ：三郎も言う。「おい、しっかりしろ！　俺もこのままジャームになるなんて冗じよう談だんじゃねえぞ！」

紫帆：三郎……。

ＧＭ：「あれだけタンカ切って選せん択たくしたんだ！　お前が決めたんだ！　お前がなんとかしろ！」がなり立てる三郎。ぶんぶんと手も振る足も振る。




　三郎の怒ど鳴なり声ごえが聞こえる。……「負けるものか」という思いが力になる。




紫帆：ここで三郎にもロイスを取る！　……そして二回目の衝動判定は成功！

ＧＭ：ならば最後の関門、自律判定だ。ここでジャーム化すれば、紫帆は光の剣で暴走をはじめる。街も、人も、すべて巻きこんで。

紫帆：うん。……じゃあ、その前に〝賢者の石〟や衝動の分の侵蝕率を上昇させます。

ミナリ：全部で６Ｄ10か……。

紫帆：えいっ！　……えーと、侵蝕率は25％上昇！　現げん在ざい[image: ]％！

柳也：おおおおおおお！　低い！　この出目の低さはありがたい！

紫帆：タイタスはひとつも使わず、ロイス６個を二倍振ぶりでダイス12個！　これで！

ＧＭ：よし、では自律判定を。

紫帆：奥おく歯ばをぎりっと嚙かみしめて、暴あばれる力を抑おさえつける！

一同：…………。




〝力〟は破壊を求め、紫帆の体内で暴走する。体を突つき破やぶらんばかりに。

　だが紫帆は抗う。

　目の前にまひろが、助けたいという願いを抱いだいた理由があるから。




紫帆：えいっ！　……やった！　58下がって93％！

一同：やったあああああああああっ！

紫帆：余よ計けいな力を全部光の剣に押おし込こめて、空に向かって突つき上あげる！

ＧＭ：了解。では巨きよ大だいな光の柱が月に向かって立ち上り───唐とう突とつに消滅する。同時に暴走していた力も、紫帆の目を銀色に変えていた力も、噓のように消え去る。

紫帆：もう、がっくりと疲つかれて座っちゃお。……まひろさんは？

ＧＭ：気を失っている。傷きずひとつないよ。




　紫帆は気を失ったまひろの頰ほおに手を当てる。

　そこには、確かに彼女が守ったぬくもりがあった。




紫帆：よかった…………。

ＧＭ：三郎も降おりてくる。「は[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]、どうなるかと思ったぞ」

紫帆：今回は……きつかった……なあ。

ＧＭ：「だから先に言ったじゃねえか」

紫帆：でも、うまくいってよかった……。

ＧＭ：「結果的には、だ。……こういうのはなるべく勘かん弁べんしろよ」

紫帆：うん……。

ＧＭ：「ほら、しっかり立て。帰るんだろ？」

紫帆：うん、帰ろう。……みんなで。




　くたくたの体をミナリに支ささえられ、紫帆は立ち上がる。

　柳也がまひろを抱かかえながら、器用にタバコに火をつける。




　空には蒼い月。透すき通とおるような、綺き麗れいな月。

　その月に向かって、紫帆は心の中で告げる。




　───わたしは、こちら側に帰ってきたのだと。







４Ｄ10上昇～　衝動判定は成功、失敗にかかわらず侵蝕率が２Ｄ10％上昇する。これが二回起きるため、上昇する侵蝕率は４Ｄ10となるわけだ。

《雷の砦》　電気の反発力を使って、相手の体勢を崩すブラックドッグのエフェクト。

《マグネットフォース》　相手の肉体をこちらに引き寄せて、攻撃をかばうブラックドッグのエフェクト。

《氷盾》　氷で盾を作って防御するサラマンダーのエフェクト。

《球電の盾》　雷で盾を作って防御するブラックドッグのエフェクト。

《プラズマカノン》　プラズマの炎で相手を攻撃するサラマンダーのエフェクト。

《パラライズ》　相手を砂で覆い、マヒさせるモルフェウスのエフェクト。

《ギガノトランス》　周囲の物体すべてを変化させるモルフェウスのエフェクト。

《時の棺》　超高重力で、時間を一瞬だけ止めるバロールのエフェクト。

《ブレードマウント》　体内に埋め込んだ武器を使うブラックドッグのエフェクト。ミナリはワイヤーウィップを指定している。

《電磁反応装甲》　反発力を利用してダメージを引き下げるブラックドッグのエフェクト。

《砂隠れ》　砂を利用して相手の目をくらませ、その場から退場するモルフェウスのエフェクト。











　　　ENDING PHASE




ＧＭ：というわけで、エンディングだ。……柳也とミナリの自じ律りつ判はん定ていも終わったね？

ミナリ：なんとか二倍振ぶりで帰ってこられた。

柳也：俺はちょっと足りずに三倍振りだ。だが、アキューズを倒たおして、ヤツへのロイスがタイタスになってたらもっと危なかったかもしれん（笑）。

紫帆：いいのやら、悪いのやら（笑）。

ミナリ：ああああああ、私のダメージがもう１点あったら倒せてたのに───っ！　悔くやしいっ！（笑）

柳也：いやいやいや！　個こ人じん的には話の展てん開かいが面おも白しろくなったので大だい丈じよう夫ぶ！　むしろ感かん謝しやしてるくらいさ！（笑）

紫帆：別に委員長が何かミスしたわけじゃないしね。

ＧＭ：本当に劇的だったからな。ダイスの神様の仕し業わざだね（笑）。……よし、ではエンディングの演えん出しゆつに行こう。

一同：はーい。







◆Ending 01◆守ったモノ


Scene Player ─── 七村紫帆






　その日、紫帆は朝からそわそわとしていた。

　あの事件で入院していたまひろが無事退たい院いんしてくるというのだ。

　……退院祝いに何を持っていこうか、なんて声をかけようか。

　そんなことを落ち着き無く考えているうちに、授業は風のように過ぎ去ってしまった。




ＧＭ：というわけで、最初は紫帆。さて、事じ件けんからは一週間ほど経たちました。

紫帆：え～と、まひろさんは？

ＧＭ：彼女はあの後すぐにＵＧＮ関連の病院に入院。衝しよう動どうに対する処しよ置ちを受けていた。

ミナリ：容態は？　もう〝賢けん者じやの石〟は無いのだから、問題は無さそうだけど。

ＧＭ：そうだね。侵しん蝕しよく率りつ的には危あぶなかったけど、上じよう昇しようする原げん因いんそのものが無くなったんで、あっさり収おさまったそうだよ。……〝賢者の石〟抜きのオーヴァードに戻った、ってとこだね。

紫帆：よかったああああああ。

ＧＭ：なおまひろの処置については、霧谷が手を回してくれたみたいだ。……柳也との約束どおり。

柳也：「何かあったら協力してくれる」ってやつか。……律儀な男だ。

ミナリ：でも、これでひとまずは安心ですね。

ＧＭ：ていうわけで今日はまひろが退院してくる日だ。場所は学校。いつかと同じように授じゆ業ぎようが終わった直後だと思ってくれ。

紫帆：では、う───んと伸のびをしよう。さあて、まひろさんのところに───。

ＧＭ：そうするとクラスメイトの女子が、「紫帆、今日は空いてるのー？」と声をかけてくる。

紫帆：え？　えーと。今日はちょっと出かける用事があるんだけど……。

ＧＭ：「え、そうなの？　じゃあダメ？」

紫帆：いや、その……。……実は今日、知り合いの退院祝いに行くんだけど。みんなもどう？

ＧＭ：「退院？」「行っちゃっていいの？」と声が上がる。

紫帆：ほら、あの海浜公園の側にあるお花屋さんの店長さんなんだけど。

ＧＭ：「ああ、あの……」とか、「あそこ、火事に遭あったんだっけ」とか、「えー、ケガしてたんだー」とか反はん応のうするクラスメイト。

柳也：なるほど、表向きは火事になってるのか。

ミナリ：妥当なところでしょうね。

紫帆：いい人だよ、店長さん。初対面の人でも気にしないでくれると思うけど、どう？

ＧＭ：では、紫帆の言葉に皆みなが口々に賛さん成せいしたところで場面が変わって───。





＊　　　＊　　　＊






ＧＭ：というわけで花屋の前。ちょうどまひろがシャッターを開けようとしている。

紫帆：あ、じゃあ横から手伝おう。パッと走って、シャッターつかんで。

ミナリ：キュマイラ筋きんを発動させて（笑）。

紫帆：えい！　バキ！（笑）

柳也：おいおい、軽々しく力を使わないって学んだんじゃねえのか（笑）。

紫帆：はい、冗じよう談だんです（笑）。

ＧＭ：冗談にしてくれ（笑）。ともあれ、シャッターは無事にガラガラガラと開く。その後にまひろが目を丸くして、「紫帆ちゃん、どうしてここに？」。

紫帆：えへへへへ。……退院おめでとうございます。

ＧＭ：「それを言うためにわざわざ？」

紫帆：そうです。退院の記念に花束を持ってこようかと考えたんですけど……。

ミナリ：花屋に花束持ってきてもね（笑）。

紫帆：そうそう（笑）。そんなわけで、お菓か子しになりました。……と、紙かみ袋ぶくろを差し出します。

ＧＭ：彼女はにこりと笑って、「ありがとう。……今日はずいぶん大おお勢ぜいなのね」

紫帆：そのうち他の友達も連れてこようと思ってたんです。……ご迷めい惑わくでした？

ＧＭ：「いいえ、むしろ嬉うれしいわ。……今日はどうせ店は開けないから、中に入って」

紫帆：はーい。

ＧＭ：いつもの机つくえだけじゃ足りないので、中から組み立て式の簡かん易い机なんかも持ち出してきて用意するよ。そしてもちろんお茶もでる。お菓子もあるしね。

紫帆：適てき当とうに手伝おう。

ＧＭ：そして花屋の中で、変わったお茶会が開かれる。まひろもにこにことそれを見ている。

紫帆：じゃあ適当にお茶を飲んでから、まひろさんに声をかけよう。……あの、まひろさん。

ＧＭ：「なあに？」とまひろ。他の面子メンツはそれぞれ別の人と話している。

紫帆：えーと、実はこれ……。と言って、カバンの中から借りっぱなしのレポートを取り出す。

ＧＭ：まひろはきょとん、とした顔でそれを受け取る。

紫帆：すいません、ちょっと返し損そこねちゃって……。

ＧＭ：「あら、あらあらあら」レポートをめくった後に「これ、私のだわ！」（笑）

柳也：おおい！　こんなキャラだったか!?（笑）

ミナリ：案外、こっちが地なのかも（笑）。

ＧＭ：「えーと、どうして紫帆ちゃんがこれを？」不思議そうに彼女は言う。

紫帆：実は……。と事じ情じようは全部説明する。すいません、ホントすいません（ぺこぺこ）。

ＧＭ：では、レポートと紫帆を見み比くらべてからまひろは困こまったように笑う。「いいのよ、びっくりしただけで怒おこってなんかいないから。……だって、あなたは命の恩おん人じんだもの」

紫帆：いやいや。……実は思い返すと今でも怖こわいんです（笑）。

柳也：三郎あたりが聞いたら怒り出しそうな一言だな（笑）。

ミナリ：私だって小言のひとつもいいたいところです（笑）。

ＧＭ：「ありがとうね。……危なかったでしょう？」と、お茶を淹いれながら言うまひろ。

紫帆：はい。……でも今までのわたしじゃできなかったことができたような気がします。

ＧＭ：「それならよかった」と言った後で、まひろはお茶を一口飲んで。「……実はね。あの時自分がどれだけ苦しかったか、よく覚えていないの」

紫帆：え……？

ミナリ：…………もしかして、〝賢けん者じやの石〟のせい？

ＧＭ：そう。「あの時、石が自分の体から抜ぬき出されて。それから石にまつわる記き憶おくはどんどん思い出せなくなってきているの」

柳也：なるほどな。

ミナリ：（ぼそりと）情じよう報ほう収しゆう集しゆうできると思ったのに（笑）。

ＧＭ：残念ながらそれはできないねえ（笑）。

柳也：記憶の一部というか、人じん格かくというかが賢者の石に宿っていた可か能のう性せいもあるな。

ＧＭ：かもね。まひろはレポートを見て言う。「だからこのレポートを書いていたときにどんな思いでいたのか、……もう、うっすらとしか思い出せないの」

紫帆：まひろさん……。

ＧＭ：「でもね、もういいの」

紫帆：え？

ＧＭ：彼女はまっすぐに紫帆を見て言う。「無む責せき任にんなことを言うようだけど、私はもう石を巡めぐるさまざまなことから解とき放たれてしまった。……もう、直接関わることはできない」

紫帆：…………。

ＧＭ：「昔、この石で繫つながった仲間たちがいたけれど。その人たちのことも、もう漠ばく然ぜんとしか思い出せない」そして、まひろはにこりと笑う。「でも、今はいいと思っている」

紫帆：……どうして、そう思うんですか？

ＧＭ：「あなたたちに会えたから。あなたたちに救ってもらえたから」

紫帆：それで……いいんですか？

ＧＭ：まひろは優やさしく微笑ほほえむ。「ええ。……私は近い未来に死ぬことを覚かく悟ごしてこの街に来た。その運命から解き放ってくれたのはあなただもの」

紫帆：そんな……。

ＧＭ：彼女はあらためて言う。「ありがとう、紫帆ちゃん」

紫帆：うん……。ほんとに、よかったです。

ＧＭ：でも、ここでまひろの顔がちょっと曇くもる。「正直に言えばね、あなたのことが心配。……これからその石を巡って、どんなことがあっても不思議ではないから」

紫帆：…………。

ＧＭ：「何かあれば言ってね、なんでもするから。……それが私にできないことでも」

紫帆：笑ってからうなずいて。……ありがとうございます、まひろさん。

ＧＭ：うん。彼女も同じように笑って───右手をすっと差し出してくる。




　少し照れながら、紫帆はその手を握にぎった。

　この手から伝わるぬくもりを自分が守ったのだ。そんな思いが再びこみ上げる。




ＧＭ：「これからもよろしくね、紫帆ちゃん」

紫帆：はい！　こちらこそ！




　守りたいものを、失いたくないものを増ふやそう。

　紫帆は自分自身に誓ちかいを立てる。




　このぬくもりのように、大切なものを───。







◆Ending 02◆ＵＧＮとして


Scene Player ─── 九条柳也






　事じ件けんが終わり、喫きつ茶さ店てんペリゴールにはいつもの光景が戻もどっていた。

　柳也は虚こ空くうを見上げながらタバコをふかし、ミナリは小言を言いながら仕事をする。

　もちろん客の姿は無い。……これがこの店の日常の姿だ。




ＧＭ：では次は柳也とミナリ。……事件の顚末を聞いて、霧谷が喫茶店にやってくるシーンだ。

ミナリ：まひろさんを匿ってくれたのなら、事情は推測できているでしょうし。

柳也：そうだな。ヤツだけには全部話しておくか。

ミナリ：あ、霧谷さんが来る前にちょっと演出していいですか？

ＧＭ：ん、いいよ。

ミナリ：では、私はいつものように奥おくのテーブルで今回の事件の後処理をしてます。……どうせ柳也さんは何もやってくれないだろうから。

柳也：（にこやかに）そりゃあやらねえなあ（笑）。

ＧＭ：笑って言うことか（笑）。

ミナリ：仕事をしながら……今回の件、だいぶ後を引きそうですね。

柳也：俺は去っていったアキューズのことを思おもい浮うかべる。……そうだな。

ミナリ：ですから、これからもきっちり紫帆のフォローをしていかなければ。

柳也：まあ、それはお前に任まかす。（やる気なさそうに）お前は俺とは違ちがうからなー（笑）。

ミナリ：またそんなこと言って。……本当にやる気がないですね。

ＧＭ：少なくとも支部長の態たい度どじゃねえな（笑）。

ミナリ：それはともかく。……柳也さん。この店は殺風景すぎると思いませんか？

柳也：……おいおい、シンプルなのがいいんだ。物を増やしたら掃そう除じするのが大変だろう！

ミナリ：……掃除するのは私なんですが。

柳也：それはそれ、これはこれだ。

ミナリ：まったく……。花くらい飾かざりませんか、と言いたかったんです。……いい花屋を知ってますから。




　めずらしく、どこかいたずらっぽい様子でミナリが言う。




柳也：……なるほどな。俺はにやりと笑う。

ミナリ：どうですか？　よければ買ってきますが。

柳也：お前の好きにしろ。どうせ俺はお飾りの店長だ。……と笑ったまま天井を向く俺。

ミナリ：はい、好きにします。

ＧＭ：では、そんな会話をしているとカランカランとドアの開く音。

柳也：お、来たか。

ＧＭ：うん、霧谷雄吾が入ってくるよ。「……お邪魔します」

ミナリ：いらっしゃいませ。……と応対しつつ、お茶の準備を始めます。

ＧＭ：「直接話を聞かなければならないようですので、やってきました」と言いながら霧谷はカウンター席に座る。

柳也：ああ、悪いな。

ＧＭ：「報ほう告こく書しよは受け取りました」と霧谷は言う。「七村紫帆さんのことも、だいたいは理解したつもりです。……その特殊性も含めて」

柳也：アンタの他に事じ情じようを知っている人間は？

ＧＭ：「とりあえず、すべてを知っているのは私のみです。……青原まひろさんの後あと処しよ理りもありましたので、一部知っているものはいますが」

柳也：アンタの目から見て、今後の予よ測そくは？

ＧＭ：彼は少し眉まゆをひそめ、声のトーンを落とす。「わかりません」

ミナリ：…………。

ＧＭ：「今回の顚てん末まつで青原まひろさんに関しては解かい決けつしました。もし、あのアキューズが戻もどってきたとしても彼女を狙うことは無いでしょう。ですが、紫帆さんは違います」

柳也：……。

ＧＭ：「紫帆さんをアキューズが狙ってくるのは言うまでもなく、彼や彼の依い頼らい人にんから紫帆さんの情報が漏もれれば、今回とはまったく関係のない組そ織しきや人物が彼女を狙ってくる可か能のう性せいすらあります」

柳也：ふう……。やっぱそうなっちまう、か。

ミナリ：予想していたこととは言え、厳きびしいですね。

ＧＭ：「過すぎたことを悔くやんでもしかたがありません。……アキューズを逃にがさずに戦せん闘とうを続けていれば、別の被ひ害がいが出ていた可能性もあるのです。あなたたちの選せん択たくを責せめる人はいませんよ」

柳也：俺は黙ったまま、苦い顔でタバコに火をつける。……敵を逃がしたことよりも、紫帆の方が気に掛かる。あれだけ特殊なオーヴァードだ。狙うヤツはいくらでもいるだろう。

ミナリ：柳也さん……。

ＧＭ：「そのフォローとして、私は紫帆さんをＵＧＮに登録しようと思っています」と霧谷は言う。

柳也：…………。

ＧＭ：「紫帆さんの事情は知っています。……彼女は抱かかえている力に対し、制せい御ぎよする術じゆつがあまりにも未み熟じゆくです。まずはそこから鍛えねばなりません」

柳也：……だが、俺は紫帆を無理にＵＧＮに入れるつもりはねえ。

ＧＭ：「それも理解しています。ですがイリーガルとして登録さえしてもらえれば、堂々とフォローができます。私の権限も使いやすくなる」

ミナリ：柳也さん、私も賛成です。霧谷さんの協力が得られるなら、是非そうするべきです。

柳也：（どこかあきらめたように）……わかった。ミナリ、紫帆にはお前が伝えろ。お前の勧すすめならアイツもイヤとは言うまい。

ミナリ：了りよう解かいです。

ＧＭ：「さて……」霧谷は笑え顔がおを作って言う。「そうなると、紫帆さんにもコードネームをつける必要がありますね」

ミナリ：あ、そうか。コードネームついてないんだっけ。

紫帆：そうだよー。

ＧＭ：というわけで、このタイミングでつけようかと（笑）。

ミナリ：セッション最後でコードネームがつくっていうのは面おも白しろいですね（笑）。

ＧＭ：とりあえず、みんなで考えてみましょう。

柳也：そうだな……、紫帆の特とく徴ちようは《光の剣つるぎ》だから……。

ミナリ：……ビ、ビームサーベル？




　ミナリは、ネーミングセンスがなかった。




紫帆：いや！　それは、ちょっと……！

ＧＭ：ちなみに、紫帆は何か考えたりしてます？

紫帆：まあちょこちょこと。〝賢者の石〟を持っているから〝カーバンクル〟、とか。

柳也：それはカッコイイが使えないなあ。石を持っていることは隠す方向だし（笑）。

紫帆：後は剣にからめて、〝オートクレール〟とか。

ＧＭ：えーと、フランスだかどこかの剣だっけ？

紫帆：そうです。フランスの叙じよ事じ詩し『ローランの歌』に出てくる剣ですね。特に能のう力りよくは無いんですが、〝高こう潔けつ〟とか〝輝かがやき〟とかを意味するらしいので。

柳也：ああ、それでいいんじゃないか？

ミナリ：（うなずいて）かっこいいと思う。

ＧＭ：よしそれで（紫帆に）自分が名乗るのと、霧谷が考えるのとどちらがいい？

紫帆：んー、じゃあ霧谷さんからで。……自分で名乗るほど積せつ極きよく的じゃないし（笑）。

ＧＭ：了解（笑）。では、案が出たところで霧谷が言う。「七村紫帆さんのコードネームは〝白銀の剣オートクレール。……その名の通り、彼女が一いつ刻こくも早く光ある世界に戻もどれることを願ってます」

ミナリ：…………。

柳也：……ああ、そう願うぜ。




　かりそめの名前が与えられ、少女はまたひとつ日常の世界から離れるだろう。

　それがどれほどの重みを彼女に与えるのか。どれほどの痛みとして彼女を苛さいなむのか。

　それは神ならぬ身にはわからぬこと。




　だから、非日常の先人たる柳也たちはただ願う。

　せめて、あの少女に平穏という光があらんことを。

　───ただ、願う。







◆Ending 03◆変わらない、居い場ば所しよ


Scene Player ─── 七村紫帆






　朝の五時。空の色が藍あい色いろから抜ぬけきらない内に、紫帆の一日は始まる。

　目覚ましを二コール目で叩たたいて覚かく醒せい。即そく座ざに洗せん顔がん、着き替がえ、その他もろもろ。

　栗くり色いろの髪かみを結ゆわえて鏡を見れば、同じ色をした大きな目がこちらをのぞき込こんでいる。




　……銀色ではなく、栗色の瞳が。




ＧＭ：では、もう一度紫帆のシーンだ。……まひろが帰ってきた次の日。キミはいつものように部屋で目を覚まし、支度を調え、朝の日課を始める。

紫帆：お？　いつもの通り売店の仕込みとかはするけど……。

ＧＭ：うん。で、これまたいつもの時間に教室に入ると───。




「七村ー。ペン余あまってないかー？」と、ある男子生徒がそう言った。




紫帆：あ───、久ひさしぶりにそんなこと言われた気がする。

ＧＭ：そうだね。ここ数日はまひろの件けんでバタバタしてたし、その前は泉の件があったから。

紫帆：……そっか。

ＧＭ：「なあ、ペンなんだけど」とその生徒が言う。

紫帆：あ、ゴメン！　あるよあるよ！　シャーペン、ボールペン、赤ペンにマジック。

ミナリ：（生徒になって）紫帆～、数学の教科書忘わすれちゃったんだけど～。他のクラスから貸してもらえないかなあ。

紫帆：あ、うん。大丈夫大丈夫！　え～っとＢ組の人なら持ってきてるはず……。

柳也：（生徒になって）七村、今日の学食ってどう？

紫帆：えっとね……。今日はカツがおすすめだって。いつもよりも肉が厚めらしいよ。

ＧＭ：……とまあ、久しぶりにたくさんの生徒が紫帆を頼たよってくる。

紫帆：本当に久しぶりに、他のことを考えずにこういうことをやれるなあ。……やっぱり、みんなの役に立つのはうれしい。




　自分は不器用なのだろう、と紫帆は思う。

　他者の中でしか自分を測はかることができない。

　自分のために他者を喜ばすことしかできない。




　だからこそ───この居場所を作ったのだ。




紫帆：やっぱり、自分がここにいるという感覚がする。

ＧＭ：多少の変化はあっても、学校は学校。いつものままだ。

紫帆：うん、安心する。……泉はいないけど、やれる仕事はまだあるから。

ＧＭ：そうだね。……さて、そんな調子であっという間に昼休み。

紫帆：久しぶりだから、忙しく動き回ってるよ。

ＧＭ：うん。では紫帆が仕事を片付けつつ、誰もいない階かい段だんの踊り場にさしかかった時に、三郎がするりと出てくる。「……今日はずいぶん機嫌がいいな、お前」

紫帆：だって。久しぶりなんだもの。

ＧＭ：三郎はいつものとおり不ふ機き嫌げんだ。「けっ、あの時失敗していればそんな年とし寄よりじみたことも言えなくなってたんだぞ？」

紫帆：……でも逃にげ出していたら、きっと今と同じ気持ちにはなってないよ。

ＧＭ：「自覚が足りない、ってことだよ」と言い捨すててから、三郎は付け足す。「……まあ、お前が一番いい結果を引き当てたのは確たしかなんだがよ」

紫帆：…………ねえ、三郎。

ＧＭ：「なんだ？」

紫帆：三郎は、どうするつもりだったの？

ＧＭ：彼はいぶかしげな顔になる。「……なんのことだ？」

紫帆：だって、まひろさんと約束したんでしょ。……「自分を殺してくれ」って。

ＧＭ：「…………そんなことがあったかもな」

紫帆：いや、でも三郎はあの時に───。

ＧＭ：おっと、そこで唐突に紫帆の頭にとあるイメージが飛び込んでくる。

紫帆：え？

ＧＭ：そう、それは前に見た映像だ───。




　紫帆の脳のう裏りに、夕ゆう陽ひに照らされた荒こう野やが浮うかんだ。

　それはあの時夢ゆめで見た荒野。まひろが自分の死を望んだ、その記き憶おく。




　まひろは感かん謝しやの意を口にする。

「……ありがとう。みんな、別々に生きていくことに決めたわ。……あなたのおかげよ」

　黒衣の男───〝銀目の鴉からす〟は言葉を返す。

「俺おれが何をしたわけでもない。俺がしたことはただジャームを殺したことだけだ」

　淡々とそう言ってのける鴉。




「だが……、離ればなれになって大丈夫なのか？」

　鴉の口調に少し懸け念ねんが混まじる。おそらくは仲間を気き遣づかっているのだろう。

「あなたの言いたいこともわかる。……私たちだって不安だもの。これから、本当に普ふ通つうの人間として暮くらしていけるかどうか……」

　不安げな様子でまひろはそう言った後、あの言葉を口にする。




「それでもね。……いえ、だからこそあなたにひとつ頼たのみがあるの」

　まひろは、柔やわらかく微笑ほほえんだままで言う。

「もし、私の理り性せいが無くなってしまったら、その時はあなたが止めて。……私を殺して」




紫帆：まひろさん……。

ＧＭ：そして、鴉の口が開き───。




「───断ことわる」

　一言の下に、彼女の願いを断たち切った。




紫帆：……え？

ＧＭ：「今からそんな約束はしない」と鴉は続ける。……まひろは硬こう直ちよくしている。

柳也：まあ、そんな答えだと硬直もするだろうな（笑）。

ＧＭ：うん（笑）。そして鴉はそんなまひろにこう続ける。




「いつかお前がジャーム化して、その時に頼むのであればやってやらんこともない」

　あまりにも無む茶ちやな男の言葉に、まひろはかろうじてこう答えた。

「……そんな時に、どうやって頼めばいいの？」

「死ぬ気になれば、それくらいはできるだろう。……もっともそのくらいの気力があればジャーム化する前になんとかできるかもしれんがな」




　あまりにもあまりなその言葉にまひろはぽかんと鴉を見つめ……、そしてあきれたように笑って言った。

「あなたは───本当に不器用ね」




ＧＭ：というフラッシュバックが突然紫帆の脳裏に浮かぶ。

紫帆：…………。

ＧＭ：気がつけば目の前で三郎がこちらをのぞき込こんでいる。「……おい、どうした？」

紫帆：…………なんだ。

ＧＭ：「ん？」

紫帆：なんだ、三郎だって同じじゃない。まひろさんのことを助けたかったんじゃない。

ＧＭ：「ん？　なんのことだ？」といぶかしむ三郎。……どうも覚えていないっぽい。

紫帆：じゃあパッと笑顔になって。……いいのいいの！　こっちのことだから！

ＧＭ：頭にハテナマークを浮うかべたまま紫帆を見る三郎。

紫帆：……ね、三郎。

ＧＭ：「なんだよ？」

紫帆：わたし……強くなりたいよ。




　ミナリに、柳也に、負ふ担たんをかけないために。みんなに笑ってもらうために。

　そのための、力を。




紫帆：ちょっとでも、少しずつでも───強くなりたい。

ＧＭ：「なれるさ。……お前は俺の力を受け継ついだんだ。なってもらわなきゃ困こまる」

紫帆：……うん。




　そしてまた、日にち常じようの続きを告げるチャイムが鳴る。




ＧＭ：「昼休みも終わりだ。ほら、行くぞ」と三郎。

紫帆：うん、戻もどるよ。……みんなのところへ。




　自分の世界は変わってしまったけれど。

　それでも、守れるものはある。それでも、帰れる場所はある。




　だから歩いていこうと思う。

　この変わってしまった世界を。道はきっとあるはずだから───。
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　　　あとがき




　我々にとって、世界とはなんでしょうか。




　辞書を引けば、世界とは「地球上の人間、もしくは人間社会すべて」という意味であると書かれています。元は仏教の用語ですが、右のような意味の方が一般的です。

　しかし、我々一個人から見た世界はもっと小さなものになるでしょう。

　個人にとっての〝世界〟とは、目に映るものすべて。つまり〝身の回り〟という意味です。




　では、その世界が変わってしまったら？

　他の人の世界は変わらずに、自分にとっての世界───自分の〝身の回り〟が変化したとき、我々はどんな反応を示すのでしょうか？





＊　　　＊　　　＊






　はじめまして。この本の著者、矢野俊策です。もし前に私の著作をお読みいただいている方であれば、お久しぶりです。




　本リプレイ、『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』はいかがだったでしょうか？

　今作はダブルクロスの原点である、〝変貌する世界〟に焦点を当てた展開になっております。何も知らずに日常を過ごす少女が、偶然にも非日常の扉を開いてしまう。その変貌した世界の中で彼女が戸惑い、決断し、行動する物語───楽しんでいただければなによりです。




　元々、ダブルクロスは冒頭でも少し書いたとおり、〝個人にとっての世界〟をテーマにした作品です。ある日、レネゲイドという力によって変貌する環境。……ですが、それは必ずしも目に見えるものではありません。レネゲイドのことを知らない人間は今まで通りに接してきます。ダブルクロスのＰＣたちはそんな風に〝今までの世界〟と〝変貌した世界〟の両方を抱えて生きています。ふたつの世界をどう受け止め、どう反発し、何を選ぶのか。これがダブルクロスというゲームが提供する物語の本質であり、本リプレイのテーマです。




　この部分に焦点を当てるため、シナリオにもさまざまな仕掛けを施しました。その部分を少し説明していきましょう。本編をまだ読んでいない場合、是非本編を先に読んでから以下の解説に進んでください。




第一話

　リプレイのコンセプトを決めた時点から第一話でやることは決まっていました。それは、「何も知らない主人公がレネゲイドの力に覚醒する」ことです。

　ポイントは「何も知らない」ということ。ダブルクロスのルールブックに書かれているような基礎知識も知らないようなキャラクターを、突然オーヴァードの世界に放り込み、戸惑わせることで物語を発生させようというわけです。




　このためにまず考えたのがプレイヤーの協力です。

「何も知らない一般人」をプレイするのはそれなりに大変です。なにしろルールブックに書いてあることすら知らないという設定なので、プレイヤーとキャラクターの知識格差を意識しなければなりません。

　そこで、しのさんの協力を仰ぎました。一度似たようなシチュエーションでゲームしたことのある人ならば、プレイするのも比較的楽だろうという目論見でした。結果がどうなったかは本編を見ていただければわかるかと思います。




　さらに、説明する役目のＰＣを他に配置し、シナリオを作り始めたとき、再び私は考えました。

　ただ覚醒するだけではつまらない。それに、今回は経緯からある程度シナリオの中身をプレイヤーに公開している（途中で覚醒するなど）ために、その部分での驚きが少ない。

　せっかくキャラクターに動揺してもらうのだから、プレイヤーにもビックリしてもらう部分が必要だろう、と考えて出現したのが三郎です。

　もともと主人公をなんらかの形でサポートするキャラクターは必要だ、と考えていたのでその要素もこの三郎というキャラクターに入れ込みました。こちらの仕掛けは成功。プレイヤー達はこの小さな三郎に翻弄されることとなりました。




　これで環境はできあがりました。後はシナリオの本編を詰めるだけです。

　主人公周りの要素が多いため、シナリオはなるべくシンプルにすることを心がけました。ただし、単純すぎても面白くありません。そのためにひとつの仕掛けを入れました。

　それは主人公の積極性によるシナリオの分岐です。

　何も知らない主人公が事件に積極的に関わるかどうか。これによって展開をふたつ用意しておきました。消極的な関わり方だった場合、本編の通りに敵の片割れが主人公を襲いにくるパターン。積極的な関わり方だった場合は、やはり敵は片割れを残して逃走。泉を人質に取ろうとするのを止めるという展開でした。どちらにせよ、泉はクライマックスに登場する予定だったわけです。




第二話

　さて、第二話です。

　第二話のテーマは〝ジャーム化〟。これは第一話終了時から決めていました。




　ダブルクロスのＰＣにとって、最大の恐怖はジャームになることです。自分自身が崩壊し、まったく違う存在に変わってしまうことはある意味死ぬよりつらいことでしょう。

　ですが、オーヴァードになったばかりの紫帆はそれをきちんと認識していない。それを利用して組んだシナリオがこの第二話です。

　自分と似たシチュエーションのＮＰＣであるまひろを利用し、ジャーム化というものの怖さを演出する。逆に敵はジャームを道具として使うようなヤツを用意し、対照的な演出を仕掛ける。自律判定を最後の関門とすることでジャーム化に意識を向けるようにする、といった方法で焦点を絞り込みました。




　ポイントは紫帆からまひろに対する感情移入です。このシナリオは破滅が間近に見えている彼女に感情移入することで、ジャーム化の恐ろしさとそこから救わなければならないという使命感を発生させる構造です。

　そのために第一話の結果を利用しました。泉とまひろをシチュエーションを利用してダブらせることで過去のトラウマを刺激し、それを克服する要素も混ぜたわけです。

　これはプレイヤーであるしのさんがうまくかみ砕き、本当に真剣にまひろを救う手段を考えてくれました。ＧＭ冥利に尽きる瞬間です。




　また自律判定を最後のイベントにすることで、ひとつ予想外のことが起きました。

　本編中にも書きましたが、敵であるアキューズの撤退です。

　元々アキューズはあの場所で倒されるはずでした。彼との戦闘でロイスや侵蝕率を追い込み、最後のイベントへつなげるという想定です。

　ですが、ダイスの偶然とアイデアのひらめきから、彼はあの場を撤退。仕切り直すということになりました。全体的なシチュエーションとしても、そのセッションの展開としても、より面白くなったと思っています。

　アキューズという敵キャラクターは、賢者の石、銀目の鴉などと同じく、次巻以降も使うネタのひとつとして大事に使っていきたいところです。





＊　　　＊　　　＊






　さて、この『ダブルクロス・リプレイ・アライブ』、すでに次巻が予定されています。

　次巻ではＰＣをひとり追加して、さらに奥深く、紫帆たちに非日常の世界に潜ってもらおうと企んでいます。彼女たちがどんなオーヴァードになっていくのか。楽しみにしていただければ幸いです。




　では、最後になりますがこの場を借りて感謝の言葉を。

　まずは本リプレイのプレイヤーたちに。難しいシチュエーションの中、それをさらに盛り上げてくれてありがとうございます。また次もよろしくお願いします。

　そして、この本の制作に関わってくれたすべてのスタッフに。忙しい中、時間を割いていただきありがとうございます。




　最後に、この本を手に取っていただいた皆さんに。

　ありがとうございました。また次の巻でお会いできるのを楽しみにしています。





二〇〇七年二月二十日　矢野俊策
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